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「あいす、たべたい――」

　パイプ椅い子すにちょこんと座すわっている女の子。年ねん齢れいは五歳くらいだろうか。色素の薄うすい髪かみをお団だん子ごに結ゆっている。卵のような顔にくりっとした丸い目と、小さな鼻と口。表情に乏とぼしいためか、大きな目が目立っている。

　黒いノースリーブのワンピースは親の趣味だろうか。子どもが好このんで着るにはいささか地味である。

　少女はさっきから足をばたつかせながら同じことを繰くり返かえしていた。

「あのなぁ……」

　そんな少女の側そばでウンコ座りをしている白はく髪はつの男。白髪だが老人ではない。二十代後半、微び妙みように年齢を気にするお年頃だ。吊つり上あがった目が凶きよう悪あくなインパクトを与えるが、それをのぞけば薄うす味あじのハンサムと言ってもさしつかえない顔立ちだ。繰り返し言うが、それは目をのぞいた話であって、第一印象は大人も逃げ出す凶悪ヅラである。

　そんな男がＴシャツとジーパンの上に白はく衣いを着ているものだから、どこからどう見てもマッドサイエンティストのようだった。

　白衣の胸には「生活課　Ｑキユー三ざぶ郎ろう」と書かれている。

　その悪魔のような顔の男――Ｑ三郎が、少女の頭をわしっと摑つかむ。

「何度も何度も聞くけどな。俺おれはお前の名前が知りてーんだ。何が食べたいかなんて、聞いちゃいねーんだよ。わかるか？　それともわかんねーのか？」

　すると少女はわからないとでも言いたげに首をかしげる。

「だいたいお前、ここがどこだかわかってんのか？　ブラック・ブリッツだぞ。ブラック・ブリッツ。子どもがホイホイ入ってこられる場所じゃねーんだよ」

　と言っておいて、Ｑ三郎は手元にある紙を見る。

「入ってこられないはずなんだよ、な……監かん視しカメラの記録にもねぇし。ったく、ホントどっから入ってきやがったんだ？　ステルス迷彩めいさいでも着てんのかお前？」

　やっぱり首をかしげたままの少女。

　Ｑ三郎は説明するのも面めん倒どうくさくなったらしく、立ち上がって部屋の中央にある長なが机づくえに向かう。そこに置かれてあったタバコの箱から一本取りだし、火をつける。

　部屋の端はしには端たん末まつが一台ある。あとはロッカーが五人分、壁に並んでいる。それだけの部屋だった。ごちゃごちゃしているので殺さつ風ぷう景けいではないが、生活感に乏とぼしい部屋だった。

　もちろんここは個人の部屋ではない。立派なオフィスだ。

　そのオフィスの扉とびらから、一人の男が入ってくる。

「あ、課長。すいませんッス、その子のこと任まかせちゃって」

　肩かたにラインの入った黒い全身タイツを着ている男だが、今にもタイツが破けそうなほど大きな体をしている。ドアから入ってくる時も、身体を屈かがめないと頭がぶつかるほどだ。

　それなのに目は少女のようにつぶらで、眉まゆ毛げが太く、鼻が異い様ように大きい。まるで天てん狗ぐのような顔だった。短髪で、いかにも素そ朴ぼくなスポーツマンもしくは格闘家といった風ふう貌ぼうだ。

　しかしＱ三郎はテーブルの上にあった書類を丸めると、いきなり大男の頭をスパンと叩たたき、

「てめぇ１号！　俺にガキの相手させるたぁどーいう了りよう見けんだ！」

「ごめ、ごめんなさい課長！　いたっ、痛いッスから、れ、連続で、連続で叩かないで欲しいッス！」

「黙だまれ！　ていうか、なんで、ここに、ガキが、いるんだよ!?」

　１号と呼ばれた男を一文節ごとに書類で叩たたくＱ三郎。徐じよ々じよに楽しくなって、顔がニヤけてくる。

「ち、違う、違うッス！　お、俺じゃなくて、に、２号が！」

「２号だぁ!?」

　とりあえず話を聞くために殴おう打だをやめるＱ三郎。

「さ、最初に連れてきたのは２号ッス！　そしたらあいつ『親を捜さがす』っつって出ていっちゃったんスよ！　俺も課長に知らせなきゃと思って、ちょっと外はずしただけッス！」

　と、１号がそこまで話した時、またドアが開いて誰かが入ってきた。

「ただいま戻りまスた～」

　１号と同じ黒いタイツを着た男だ。ただし体格は普通で、顔も１号の数すう倍ばい柔にゆう和わだ。目が細く、ニコニコ笑っているように見える。その糸目が特とく徴ちようといえば特徴で、他ほかは至って平凡。彼の似顔絵を描くならば、丸を書いて目の部分にアーチ状の線を二本引けばいい。

「いンや～、申し訳ねぇだ。オラ課長にこの子のこと、伝えてなかったべ。したら１号と一緒に子こ守もりしてくれてただな。いンや、助かっただ」

　気の抜けるような方言を、気の抜けるような顔で言うこの男。やっぱりブラック・ブリッツ生活課の構成員である。コードネームは２号。単純だがわかりやすい。

「おまえか、こいつ拾ひろってきたの！」

　Ｑ三郎の拳こぶしが２号の頭を殴なぐりつける。

「いだっ！　課長、なにするだ!?」

「ガキほっぽりだしてどこ行ってたんだよ！　俺がどんだけ苦労したと……！」

「それまで相手してたの、ほとんど俺ッスけどね……」

　２号の首根っこを摑んでいるＱ三郎の横で、１号が情なさけなく挙手きよしゆする。

　首をがくがく揺ゆすられながら、２号はそれでも抗こう議ぎしようとする。

「んだども、オラここなら平気だと思ったんだべ！　ある意味世界で一番安全な場所でねぇか！」

　２号の言葉の意味を考えるＱ三郎。

　――なるほど、確かにそうかもしれない。

　そしてその時、部屋の隅すみでパイプ椅子に座っていた少女が口を開いた。

「……ここ、どこ？」

　ぽつりと呟つぶやいたその疑問に、Ｑ三郎が面倒くさそうに答える。

「さっきも言ったが、ここはブラック・ブリッツの地下五階、生活課のオフィスだ」

「ぶらっく・ぶりっつ？」

　オウムがえしに聞いてくる少女に、Ｑ三郎は答えようとするが、タバコの灰が長くなっていたので、一口吸って灰はい皿ざらに押しつける。

　そして大きく煙けむりを吐はいて、つまらなそうに答えるのだった。

「平ひらたく言えば、悪の組織だよ」
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『いいですかキタダニ博はか士せ。二度は言いません。デイストーンをこちらに渡してください。そうすれば研究員の命も保証します』

　廊ろう下かのモニターにぼんやりと映し出されているのは、現在ブラック・ブリッツが遂すい行こうしている作戦だった。白はく衣いの研究者達を、黒タイツの男おとこ達たちが取とり囲かこんでいる光景が映うつし出だされている。そしてその黒タイツの先頭に立っているのは、ジャケットにスラックスの男。女のような美しい顔立ちをしている。彼はウェーブのかかった髪をかき上げながら、優ゆう雅がにたたずんでいた。

「どーだい。直りそうかい？」

　そのモニターの横で配線工事をしているのがＱキユー三ざぶ郎ろうだった。口にドライバーをくわえ、なんとか画面と音声がわかる程度にまで回復させていた。

「ん……もうちょい」

　Ｑ三郎が乗っている脚きや立たつを押さえているのは、ブラック・ブリッツの食堂を切り盛りするおばちゃんだった。恰幅かつぷくのいいおばさんで、彼女に逆さからえる者はこの組織にはいない。なにしろ団員の腹具合を管理しているのだから。

　ブラック・ブリッツ――通称ＢビーＢビー団だんの食堂は、一般企業の社員食堂と大差ない。カウンター横の販売機で食券を買い、おばちゃんのいるカウンターに並び、水とお茶の出る抽ちゆう出しゆつ機きを経へて、広いテーブルで食事をとる。地下基地なので空調はうるさいくらいに稼か働どうしているが、壁には絵などが飾かざってあり、和なごみながら食事をするには最適だ。

　また、休きゆう憩けい室しつのような役割も兼かねているので、仕事に行ゆき詰づまった研究員が書類を広げて唸うなっている姿もよく見られるが、現在は時間帯のせいかＱ三郎とおばちゃん以外の姿はない。

「おし、これでいけるだろ」

　切れていた配線を新しいものに交こう換かんし、カバーを掛かけて終了。

　Ｑ三郎が脚立から飛び降りると、すでにおばちゃんの姿はなく、厨ちゆう房ぼうの奥からお茶を持ってきていた。なんたる手て際ぎわのよさ。

「ありがとね、Ｑ三郎博士」

「ケッ。いまだに俺のことを『博士』なんて呼んでる奴ぁいねーよ」

　Ｑ三郎は盆ぼんに載のせられた湯飲みを手に取ると、近くの椅子に腰掛けてモニターの具合を眺ながめていた。

『だ、だれが貴様らブラック・ブリッツに渡すものか！　あのデイストーンは人類の宝なんだ！　悪の組そ織しきの手に渡ったら……！』

　画面の中でひときわ大きく映うつっている初老の男が声を荒あららげた。最初に言っていたキタダニ博士とは彼のことだ。

「宝ねぇ……」

　お茶を飲みながら、Ｑ三郎が皮肉な笑いを浮かべた。

『では仕方ありません。少々痛い目に遭あってもらいましょう』

　ブラック・ブリッツの戦闘員たちをまとめているジャケットの男が、一歩前に進み出た。そして細い自分の腕をなでる。すると五本の指を持っていた彼の手は、ヒダを持つ長い爪つめのようなものになっていた。どうみても人間のものではない。

『貴様……改造人間か！』

　驚くキタダニ博士たちを無視して、ジャケットの男は口から何かをフウッと吐はき出だした。それはキタダニ博士の身体に巻きつき、自由を奪うばう。ワイヤーよりも硬かたい、白い糸だ。

『ぐうっ！』

　数人の研究者が『博士！』と叫ぶが、誰も抵てい抗こうできなかった。

『さぁ……早く吐いた方が身のためですよ。圧死は苦しいですからね。恐るべきエネルギー量を持ち、万能とまで呼ばれるデイストーンといえども、死人を蘇よみがえらせることはできません』

　笑う男の頰ほおに、まるで女じよ郎ろう蜘ぐ蛛ものような紋もん様ようが浮かび始める。人間ではなかった。まるで獲え物ものにかかった蝶ちようをじっくり味わって食べる蜘蛛のように、彼は悠ゆう然ぜんとたたずんだままだった。

「おーおー、今回はクモ怪人かい」

　お茶を啜すすっているＱ三郎の隣となりに、気がつけばおばちゃんが座っていた。

「どうだい？　今度こそいけそうかい？」

「んー、どうだろな……」

　言葉を濁にごすＱ三郎。今まで改造人間を使った作戦は、ことごとく失敗してきた。ある一つの理由のせいだ。

　その時、画面にわずかにノイズが走った。

「おっ？」

　ひょっとして修理に失敗したのではと危き惧ぐしていると、すぐに画面が切り替わった。映し出されているのはクモ怪人と、新あらたに現れた人影。

『そこまでだ！』

『なにぃ！　き、貴き様さまは車くるま崎ざきトオル！』

　革のジャケットを来た、さわやかな若者だった。彼は部屋の中に走り込み、戦闘体勢を取った。黒タイツが青年を取り囲むと、彼は大きな腕輪が目立つ右腕を前に出した。

「あー、出やがったよ」

　あきらめの表情でモニターを指さすＱ三郎に、おばちゃんも苦笑する。

　しかしモニターのクモ怪人は一いつ歩ぽ後あとずさりながら、緊きん迫ぱくした表情で目の前の青年を睨にらみつけていた。

　これはドラマの類たぐいではない。ここから数キロ離れた正義の味方の基地――ＤデイＤドライブ研究所で実際に行われている作戦の中ちゆう継けいなのだ。

『おうよ。お前らブラック・ブリッツにも俺の名前は有名になってるみたいだな』

『なぜだ!?　我々の調査では、貴様は今日から実家に帰っていたはず！』

『そのつもりだったけどな、実家に持って行くおみやげを研究所に忘れてたんだよ。アンタ、運が悪かったな』

『くっ……！』

　クモ怪人は己おのれの不利を悟さとったのか、身体を屈かがめる。

　頰ほおの紋もん様ようが全身に浮かび上がり、ジャケットを突き破って四本の足が伸びた。腰こしと尻しりが肥大化し、顔もおぞましいクモのそれに変わっていく。複眼ふくがんが腫ふくれ上あがり、顔の半分を占める。

『でやがったな、化ばけ物もの！　ならこっちも容よう赦しやしねぇぜ！』

　車崎トオルと呼ばれた男はクモ怪人が襲おそいかかる前に、右腕を前に出し、叫んだ。

『変身イグニツシヨンッ！』

　また画面にノイズが走った。しかしＱ三郎もおばちゃんも動じなかった。これは故こ障しようではなく、カメラが彼の持つデイストーンの輝かがやきに反応しているのだ。

「あら、変身したわね」

　おばちゃんが呑のん気きな声で驚く。ここには何の影響もない上、自分は非戦闘員だから安心しているのだ。

「今日もかっこいいわねぇ、ライトドライバーは」

　自分の組そ織しきに対抗する正義の味方を、まるで成績も知らない野球選手でも見るかのように評価するおばちゃん。

「さて、と。俺そろそろ戻るわ」

「あら、最後まで見ていかないの？」

　立ち上がるＱ三郎をおばちゃんが引ひき留とめる。

「あー、今こっちの方でもゴタゴタがあってな。１号と２号に任まかせてる」

「だからわざわざアンタが来たのかい。なんか知らないけど、大変だねぇ」

　白衣を翻ひるがえして帰ろうとするＱ三郎。

　ふと、何かを思い出したように振り返り、

「そうだおばちゃん。ここってアイス売ってねぇか？」

「売ってるわけないだろ。ここと購こう買ばいのメニュー決めてるの、全部アンタじゃないか。そろそろある程度の嗜し好こう品ひんも置いとかないと、いつか生活課にデモ隊くるよ」

「俺の趣味なんだよ。甘いモンは大ッ嫌いなんでな」

　軽く手を振りながら、Ｑ三郎は食堂を後にした。

　その背中に、スピーカーからクモ怪人とライトドライバーが戦う音が聞こえてくる。

『アクセル全開で行くぜ！　覚かく悟ごしなっ！』

『デイストーンを我らの手に！』

　そんな必死な声を聞きながら、Ｑ三郎はオフィスに帰ったら待っているであろう混こん沌とんにいかに対処すべきか考えながら歩くのだった。
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　彼――Ｑ三郎は、ここブラック・ブリッツ、通称ＢＢ団における生活関連の全すべてを受け持っていた。衣食住に加えて娯ご楽らくや環かん境きよう、エネルギーに関することまで担になっている重要な存在なのだ。

　だが活動内容的に内部にも外部にも名が知られているのは、普ふ通つう戦せん闘とう課かや兵器開発課や戦闘訓練課など荒あら事ごと専門の部ぶ署しよばかりなので、ここ生活課はＢＢ団でも有名な左さ遷せん先さきとして知られている。

　その寂さびれた部署の課長であるＱ三郎は、団員達の無茶な要求を聞き流しながら、どうやってＢＢ団の維い持じ費ひを下げるか日夜考えているのだ。

　しかし生活課といえど、迷子まいごの世話などを引き受ける義務はない。かといって、他の部署で引き取ってもらえるはずもない。結果的に「その他」を請うけ負おう生活課にお鉢はちが回ってくるのだ。

「おう、どうだ？　なにか聞き出せたか？」

　生活課のオフィスに帰ってきたＱ三郎を迎むかえたのは、少女の泣き顔だった。

「あいす……」

　目に涙を浮かべてＱ三郎を見る少女。そんなにアイスに思い入れがあるのだろうか。

　その少女の左右には、まるで先程のライトドライバーと一戦やりあってきたかのようにゲッソリとしている１号と２号が。

「す、すいません、課長……」

「この子、さっきから同じことしか言わねぇだもんで……」

　死人のように横たわっている二人を見て、しかしＱ三郎はなにも言えない。もともと男おとこ所じよ帯たいのＢＢ団に、見知らぬ少女。どう見ても女の子に免めん疫えきのなさそうな二人に何かを期待したＱ三郎がバカだったのだ。

「もういいから、お前らシャワー浴あびて休んでろ」

「は、はい……」

　汗でぐっしょりになったタイツの中に風を送りながら、１号と２号は隣となりのシャワー室に向かう。きっとシャワーを浴びたら仮眠室に直行だろう。

　仮に正義の味方どもがよってたかって基地に侵しん入にゆうしたとしても、Ｑ三郎達はそれほど驚かないだろう。ＢＢ団の構成員は全員、死を恐おそれずにデイストーンを集めるという使命があるから。もちろん敵前逃亡てきぜんとうぼうをする奴もいるが、少なくとも死ぬ心こころ構がまえはできている。

　それが、こんな少女ひとりに大あわてになっている生活課。

　本当にここは悪の組織なんだろうかと思う。

　ちなみに彼らが着ているタイツはＢＢ団の戦闘員が着用を義ぎ務むづけられている戦闘服だが、耐たい熱ねつ耐たい刃じん性せい能のうに優すぐれ、汗を吸収する働きがある。これを作ったのは他でもない、Ｑ三郎であった。

「さーて、どうすっかな」

　タバコに火をつけて、手近な椅い子すを引き寄せるＱ三郎。

「あいす、たべたい……」

「なんでそんなにアイス食いたいんだ？　ジュースやお菓か子しじゃダメなのか？」

「わかんない……」

　首を振る少女。子どもというのは、たまに意味もなく強ごう情じようになるときがある。ダダをこねまくって、最終的にはなぜそうしたかったのか理由を忘れてしまうこともある。

　ためしにＱ三郎は帰りに購買で買ってきたペットボトルのジュースのキャップを開け、少女に手渡してみた。

　最初は首をかしげていた少女だが、すぐに口をつけた。

「ぷはっ」

「どうだ？」

「おいしー！」

「そっか。良かったな」

「でも、あいす……」

「ジュースはオードブル代わりかよ……」

　がっくりと肩かたを落とすＱ三郎。

「デイストーンの力でアイス作れれば早いんだがなぁ……」

　だがデイストーンとはそんな簡単な魔法の物質ではない。

「でいすとーん？」

　癖くせなのだろうか。何か質問をする時は、くりっとした目をぱちくりさせながら首をかしげる少女。

「デイストーンってのはアレだ。五年前、地球に隕いん石せきが落ちたろ。その欠片かけらだ」

「しらない」

「って、五年前じゃ知ってるわけねぇか……とにかく、すげぇ石なんだよ。今でもホラ、発電とかにも使われてるし」

　その他にも、デイストーンは砂漠の緑りよく化かにも効果があるとされ、研究が進められている。さらに超ちよう伝でん導どうなどの世界でも新しい素材として注目されているのだ。もちろん、それらは正義の味方のエネルギー源げんでもあるのだが。

　いったん言葉を切り、Ｑ三郎は親指で自分を指さした。

「んで、とにかく色々とすげぇ力を持ってるもんだから、俺達のようなワルモノはそれをいただこうと日夜頑がん張ばってるワケよ。わかるか？」

「うーん……」

　短い腕を組んで考えようとする少女。

　やがて、なにか結論が出たのだろうか。少女は顔を上げてこう言った。

「あいす、たべたい」

「またそれか……」

「あと、おしっこ」

「それは重要だ。ついてこい」

　と、Ｑ三郎は少女の手をひいて立ち上がった。いくらなんでも、オフィス内で漏もらされるわけにはいかない。

　そうして少女の手を握り、Ｑ三郎は思う。

「小ちっさい手だな……」

　当たり前だが、彼も小さな女の子と出会うのは久しぶりだったのだ。
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　ぺたぺた……ぺたぺた……。

　二つのスリッパの音が、静かな廊下に響く。

　殺さつ風ぷう景けいな鉄の廊下。地下にあるので窓などない。あちこちに防災用の非常ベルと、緊きん急きゆう時じの武器が備えつけられている。照明は明るめにしてあるが、ダークブルーの壁かべのせいか暗い雰囲気は否いなめない。

「ったく……なんで俺がこんな事……」

　トイレから帰ってきた少女の手を引いて、不ふ機き嫌げんなツラでＢＢ団の基地内を歩くＱ三郎。衰すい弱じやくしきった全身タイツ姿の男どもがいる部屋に少女を置いておくのは、いささか教育に良くないのではないかと感じたからだ。悪の組織で教育がどうとか言うのも変な話だが、別にＢＢ団は人類を滅ほろぼそうなんて考えているわけではないのだ。

「どこにいくの？」

　と、少女が聞いてきた。そう、Ｑ三郎達が向かっているのは生活課のオフィスとは反対方向だった。

「さて、どこに行くかな」

　呟つぶやいてはみたものの、まるっきりあてがないわけでもない。さっきから少女が所しよ望もうしているものを見つけるのだ。この広い基地だ、Ｑ三郎に黙だまって外から買ってきている奴が何人かいるだろう。それを没収するのだ。

　くいっ、と少女がＱ三郎の袖そでを引いた。

「ん、どした」

「ここどこ？」

「んー、さっきも言ったように、ブラック・ブリッツ基地の地下だ。地面の下。俺達はここに住んでるんだ」

「……もぐらさん？」

「モグラじゃねぇな。まぁ似たようなモンだけどな」

「わるものって、もぐらさんとにてるの？」

「んー……どうだろな」

　頭をかいて言葉を選ぶＱ三郎。

　悪者と呼ばれるのには慣れている。なにしろ、やっていることは窃盗罪せつとうざいに傷しよう害がい罪ざい、下へ手たをすれば殺人も辞さない。デイストーンによって飛ひ躍やく的てきに向こう上じようした科学力を、倫りん理りぬきで行使するのがＢＢ団だ。人間を改造したモンスターを使い、世界中のデイストーンを集める。

　しかし地下に潜せん伏ぷくしているわりには、世間に知られまくっている。最近では滅めつ多たに見られないモグラよりは派は手でな存在だと思う。

　そんなことを説明しようと思った矢や先さき、

「ねぇねぇ、わるものってなに？」

　――まずはそこから教えないとダメらしい。

「悪者ってのはな、つまりお前にアイスを食べさせないような奴やつのことだ」

「えっ……」

　悲しそうな顔をする少女。

「お前がアイスを見つけて、嬉しそうに食べようとした横で、いきなりガーッとアイスを奪うばっちまうような奴らだ！　どーだ、少しはわかったか！」

「う、うん……」

　ちょっとＱ三郎を警けい戒かいし始はじめる少女。そんな顔を見て、さらにニヤリと笑うＱ三郎。からかい方かたのコツを覚えると面おも白しろいかもしれない。

　そこまで話した時、廊下の出口にたどり着いた。

「うわぁ……」

　少女が大きく瞬まばたきする。

　そこは広い場所だった。学校でいうならば校庭にあたる場所だ。百メートル四方のなにもない土地が広がっており、その四よ隅すみを囲むようにしてピラミッドがそれぞれ建っていた。

「ここが基地の中心部分だ。俺達がいたのは、南みなみ棟とうだな。主に居住区や食堂とか、生活関係の棟だ」

　しかし居住区といっても、住めるのは団員だけだ。中には妻や子を持っている者もいるのだが、そんな人達は特別に用意された社宅に住んでいる。たとえ家族といえどもＢＢ団の機き密みつを持ち出されては困るからだ。

　そしてこの少女は、入ってはいけないはずの基地になぜか入はいり込こんでいるのである。

「ふーん……」

　そんなＱ三郎の話を半なかば聞き流しながら、少女は目の前の広場を見ていた。普段はこの広場でトレーニングや集会などを行うのだが、今はちょうど誰もいなかった。

　――いや、いた。

　西棟から一人の男が歩いてくる。黒い戦闘服を着ているが、戦闘員ではない。四十を過ぎたばかりのおじさんだった。彼はのそのそとこちらに歩いてくると、Ｑ三郎の姿を認めて手を挙あげた。

「やあＱ三郎。その子はどうしたんだい？」

「あー、なんでもないっす部長。ちょいとワケアリで」

「ぶちょー？」

「そうだ。この人は補ほ給きゆう部ぶの部長だ。俺より偉えらいんだから挨あい拶さつしとけ。こんにちはって」

「こんにちはー！」

「はいこんにちは」

　手を挙げて挨拶する少女に、補給部部長は優しく答える。

「珍めずらしいですね。部長が西棟から出てくるなんて」

「ああ、これからさっきの作戦の反省会だよ。まったく、戦闘部の連中は金と弾薬だんやくがどこから出てくるのかわかっているのか……」

「あー、やっぱり負けたのか、クモ怪人……」

　大まかに分わけて、ブラック・ブリッツは二つの部署にわかれる。戦せん闘とう部ぶと補給部だ。

　それぞれ戦闘部が東棟、補給部が西棟に陣じんを構かまえている。

　どちらも文字通りの役割を担になっているのだが、お互たがいがお互いのことなど考えていない事が多いので、よく衝しよう突とつが起きるのだ。それをまとめるのは、二つの部をさらにまとめあげるＢＢ団の首しゆ領りようである。

　ちなみにＱ三郎の生活課は補給部のなかでも一番マイナーな部ぶ署しよであるくせに、活動範はん囲いが基地の全すべてであることから名前だけは有名になっている。

「そんなわけで、君も無む駄だ遣づかいは控ひかえてくれよ」

「ういーっす」

「って言ったところで聞きゃしないんだろうけどね、君は……」

「まーまー、今度新しいゴルフクラブ発明するから、勘かん弁べんしてくださいよ」

「こないだのは七百ヤードもぶっ飛ばせるパターだったじゃないか……そんなのもういらんよ……」

　肩かたを落として南棟へ去っていく補給部部長。会議は北棟で行われるはずなのだが、おそらくストレス発はつ散さんのためにコーヒーを買いに行くのだろう。中間管理職は大変である。

　部長が去った後で、少女がＱ三郎の袖を引いた。

「あのひとも、わるもの？」

「んー、いや、部長は可か哀わい想そうなくらいイイ人だぞ。ワルモノの中にもたまにイイモノがいるんだ。覚えとけ」

「うー……」

　考え込む少女。

「ま、あの人あってのブラック・ブリッツだしな……感謝はしてるよ。あの人も確か、デイストーンの事故で家族をなくしたんだっけ」

　しみじみと呟くＱ三郎。

　その時、廊下の出口の横にある小さなドアに目がとまった。関係者以外立ち入り禁止と書かれてある。この場合の関係者とは、技術者のことを指す。

「ちょうどいい。おい、こっちこい」

　ポケットから取り出したカードキーをドア脇のスリットに通すと、Ｑ三郎は手て招まねきしながらドアを開ける。すると、ドアの向こうから突とつ風ぷうが吹き出してきた。

「うわぁ」

「飛ばされるなよ、風強いからな」

　少女の肩を摑つかみながら、Ｑ三郎達はその部屋に入る。

　厳密にはそこは部屋ではなく、吹き抜けの通路だった。五十メートル四方の空間の中央に、人が二人並んで歩けるほどの橋がある。その周りには天国から地じ獄ごくまで繋つながっていそうな太いチューブが何本もそびえ立っていた。下を向いても、上を向いても終しゆう端たんが見えない。

「落ちないように下見てみろ」

　Ｑ三郎が少女をうながすと、少女は目を細めて橋の下を見た。

　暗くら闇やみの底に、かすかに光点があった。

「……ぴかぴかいし」

「見えっか。あれがデイストーンだ」

　――デイストーン。

　世紀の初めに、地球に落下した隕石群は世界の三分の一を海に沈しずめた。しかし復ふつ興こうは数年で成った。日本を初めとする主要国までもが壊かい滅めつ寸すん前ぜんにまで陥おちいったのに、だ。

　その理由は、落下した隕石そのものだった。現代の科学に照らし合わせると「この世に存在してはいけない物質」らしい。熱や電圧や気圧によって特性が変化し、比ひ類るいなきエネルギーを生み出す。一時期はファンタジー小説に登場する魔法銀の名前をとって「ミスリル」と呼ばれたこともあったが、現在は「デイストーン」という名が公式名称である。

「あのデイストーンは、大きさにしてこれっくらいだ」

　と、Ｑ三郎は親指と人差し指でコイン大の輪っかを作る。

「そんくらいの大きさで、この基地の全部の発電をまかなってる。そんだけじゃエネルギーが余ってしょうがないから、超伝導やＩアイＣシー関連、あとデイストーン独自の現げん象しようの研究もやってる。そいつは補給部と戦闘部、どっちも独自に進めてる研究だ」

　現在のコンピュータは全て、デイストーンにより光速以上のネットワークが可能になっている。時空を歪ゆがめることや、物体を浮ふ遊ゆうさせることも可能だ。デイストーンの、ほんの砂すな粒つぶくらいの大きさの結けつ晶しようによって。

　まだ未知の部分がたくさんあるというのに、これだけのことができてしまう石なのだ。

「……よく、わかんない」

「いけねぇ。ガキの頭のレベルに合わせねぇとな。ガキンチョにもわかりやすく言うと、あの最下層の石と牛乳一年分があれば、世界のアイス全部作れるぞ。一生ぶんな」

「すごーい」

　これだけ便利な物質なのだ。当然、それを独り占めしようとする輩やからが出てくる。それは個人だったり団体だったり国だったりする。数に限りがあるのだ。それを求めて戦争も起きた。

「俺達は、こいつを正しく使うために集めてるわけだ」

　そう、ブラック・ブリッツの本来の目的はそれだ。

　世界中のデイストーンを集め、管理することによって平和な世界が築きずけるという理念の下もとに、必要悪と称して破壊活動を行っている。デイストーンを金儲かねもうけや自じ己こ顕けん示じ欲よくの道具にさせないためにも。

「まぁ、わかってくれないんだけどな……ここの連中も含ふくめて」

「……？」

「ガキンチョには難むずかしいな、ちっと。よし、ほか行くか。アイス探すぞ」

「うん！」

　アイスという単語に反応したのか、少女がぴょこんと跳はねる。

　その時、少女の鎖さ骨こつがチラリと見えた。別にやましい気持ちにさせられるようなものが見えたわけではなく、その逆だ。ＢＢ団員であることを示すＩアイＤデイータグがないのだ。基地内にも正義の味方達が変装へんそうして侵しん入にゆうする恐れがあるから、全員に携帯が義務づけられているはずなのに。

　そのことにＱ三郎が気がついた時、少女の胸元むなもとが光った気がした。体温の関係か、照明の具合だろうか。なにやら少女の胸が赤く明めい滅めつした気がするのだが――

　かぶりを振って、Ｑ三郎は身を屈かがめる。

「おいガキンチョ。おまえ、これ見たことあるか？」

　Ｑ三郎はポケットから自分のＩＤタグを取り出して見せる。普通は首から提さげるように義務づけられているのだが、面倒くさいからやっていない。

「なにこれ？」

「お前の親父さんやお袋ふくろさんが、持たせてくれなかったのか？」

「ううん、しらない」

　どういうことだ。そもそもＩＤタグがあれば、生活課などに預けなくても、端たん末まつにＩＤを入力すれば簡単に両親が見つかる。それがないから迷子として生活課に送り届けられてきたのだ。

「……ただの迷子じゃないって事か」

　おうちを聞いてもわからない、名前を聞いてもわからない。

　手がかりがまるでない。犬のおまわりさんどころか、犬の名めい探たん偵ていホームズでも推理するのは難しいのではないだろうか。

　困った。何が一番困っているかと言えば、気がつけばこの少女のことを気にかけているのが一番困る。子どもなんてバカでハナタレでうるさいのが相そう場ばと決まっている。趣味と実じつ益えきを兼ねた発明も邪じや魔まされるに違いない。

　早いところ本当の親か、さもなくば託たく児じ所じよがわりの人間を探さなければ。

「さむ……」

　吹きさらしの橋の上にずっといたからだろう。少女は両腕で自分の身体を抱だいた。

「そうだな、そろそろ戻っか。オラ、こっちこいガキンチョ」

　Ｑ三郎が少女の肩を抱だいた時だった。

「ん？」

　少女の後頭部の下、背せ骨ぼねのあたりに何かが見えた。

　それは黒い直線の列――バーコードだった。

「なんだこれ……おい、これなんだ？」

　背中のバーコードを押さえて少女に尋たずねるが、少女はやっぱり知らないようだ。無言で首をかしげている。

「部屋に戻れば何かわかるかもな……」

　やっと手がかりが見えた。

　少女の手を引いてドアを開けると、また突風が吹いてきた。吹き飛ばされないように少女を押さえつけながら基地へ戻る。

「だが……バーコードってどういうことだ？」

　これが何を意味するのか知らないが、人体にバーコードとは物ぶつ騒そうだ。入いれ墨ずみのようだが、家か畜ちくじゃあるまいし、Ｑ三郎の知る限り基地内にそんなことをする部署はないはず。

　嫌な予感がしてきた。

　このまま少女とつき合うと、とんでもないことに巻まき込こまれるという予感。

　Ｑ三郎の悪い予感は、たいてい当たる。伊だ達てに悪の組織で暮らしていない。厄やつ介かい事ごとの到とう来らいを察さつ知ちするのも才能のうちなのだ。それでも悪い予感がして嬉しいなんてことは、間違ってもない。

　目の前がだんだん暗くなっていく気がした。

「……お？」

　違った。本当に暗くなっていた。

　廊下の蛍けい光こう灯とうが明滅しているのだ。

「おじさん、あれもぴかぴかいし？」

「ありゃ単なる電球切れだ。あと俺のことは間違ってもおじさんと呼ぶなこのガキ！」

　吐き捨てて、Ｑ三郎は近くの非常用武器庫から手斧ちようなを取り出して、器用に斧で蛍光灯カバーを外はずす。やっぱり蛍光灯が切れかかっていた。カバーの埃ほこりを吹き飛ばし、斧を伸ばして蛍光灯を外す。慣なれた手つきだ。

「すごーい」

　Ｑ三郎の熟じゆく練れんの技わざに気づいたのか、少女が拍はく手しゆした。

「俺はその場所に届く棒が一本あれば、たいていのことはできるぞ。生活課ってのはこーいう雑用仕事だからな。自然と身についちまった」

　自じ慢まんなのか自じ虐ぎやくなのか微び妙みような笑みのＱ三郎だった。

　そして蛍光灯を見る。確か倉庫に同型のがあるはず。

「あとで取り替えに来るか……」

　呟つぶやき、きびすを返そうとした時だった。

「これ、なおるよ」

　少女がそんなことを言って、蛍光灯を手に取った。

「おいおい、おまえ――」

　フィラメントが切れた蛍光灯を直そうとするのは微笑ほほえましいが、労力やコストを考えると、取り替えるしかないのだ。当たり前だが。

　そう、それが当たり前だと思っていた。




　少女が触さわった蛍光灯が、みるみるうちに輝きを取り戻すのを見るまでは。




「はい」

　少女が光る蛍光灯をＱ三郎に手渡した。その途と端たん、光が失うせた。

「…………」

　恐る恐る手斧を使って蛍光灯をソケットにはめてみると――見事に光が戻っていた。新品同様だった。そのまましばらく待って、角度を変えて見直したり、後ろを向いて急に振り返ったりしてみたが、やっぱり蛍光灯は光っていた。

「……完全に切れていたはずだぞ」

　そのはずの蛍光灯が少女の手によって復活した。

　これが何を意味するか――

「ちょっとこっち来いガキンチョ！」

　考える前に、Ｑ三郎は少女の手を取って走り出した。

「ねぇ、あいすは？」

「あとで作ってやらぁ、ンなもん！」

　勢いきおいで言ってしまったセリフを、あとで激はげしく後こう悔かいするＱ三郎だった。
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　そのころ生活課のオフィスでは二人のバカが仮か眠みん室しつから這はい出だしてきた。

「お？　１号、課長と娘っこがいねぇべ！」

　目を見開く２号。もともと糸目なので開いているのか閉じているのか他人には判別がつきにくいが。

「あれ、ホントだ！　課長！　どこ行ったんスか!?」

「カチョー！」

　口元についたヨダレのあとをふきながらＱ三郎を呼ぶ二人。といっても学校の教室ほどの広さなので、この場にＱ三郎がいるとすれば透明人間か何かだ。

「いねぇだ……どごさ行っちまったんだべか」

「おい２号、そういやお前、最初にあの子ほっといてどこ行ってたんだ？」

「あの子のおっとさんやおっかさんが基地にいるかも知れねぇと思ったから、叫んで回ってただよ」

「で、見つかりそうか？」

「いんや、全然ダメだ。あとで放送室借りようと思って、課長に許きよ可かもらいに帰ってきたんだども……」

　肩をすくめる２号。

「って、俺が来るまであの子、ひとりぼっちにしてたのかよ！　よくないだろ、そーいうの！」

「そっか？」

「だってお前、ここブラック・ブリッツだぞ！　悪人達の巣そう窟くつじゃねぇか！」

「んだども、ここの連中は命令がねぇと誰も傷つけないべ。安心でねぇか」

「……それもそうだな」

　悪の組織と銘めい打うっているここＢＢ団だが、２号の言う通り、命令がない限りは絶対に行動を起こしてはならない。作戦行動中も、無関係な人間にはいっさい手を出さないようにかたく命じられている。破ったものには、死より恐ろしい罰ばつが待っているのだ。

「それに、なんだかんだで課長もエエ人だべ」

「まぁな。口は悪いけど、あれで優しかったりするんだよな」

　本人がいないのをいいことに、顔を見合わせてクスクス笑う二人。バレたらブッ殺されるだろうが、悪口ではなく褒ほめ言こと葉ばで怒る上司も珍しい。

　その時、オフィスのドアがノックされた。

「うぉぉっ！」

　飛とび退のく二人。Ｑ三郎が帰ってきたのかと思ったが、よく考えてみれば彼はノックなんかしない。

「はいはーい、どちらさまですかー？」

　１号が扉を開けると、廊下に一人の男が立っていた。

　若い男だ。Ｑ三郎と似たような白衣を着ている。しかしこちらは襟えりも正しくピシッとしたワイシャツを中に着込んでいた。いつもＴシャツにジーパンの上司に見せてやりたい。胸元にはきちんとＩＤタグがつけられており、しかしそれを見なくても１号はその人物をよく知っていた。

「これは――戦闘部兵器開発課課長のＫケイ次じ郎ろう博士じゃないですか」

　ビシッ、と敬礼する１号と２号。

　しかしＫ次郎はノンフレームの眼鏡めがねを指で押さえながら、

「挨あい拶さつはいい。それより子どもを見なかったか」

「は、子ども？」

「そうだ。五歳くらいの女の子だ」

　１号と２号は、一いつ瞬しゆん目を合わせた。お互い目でいろいろ語ろうとしているのだが、その内容は「どうしよう？」の一言で片かたがつきそうだった。いま不在です、と言ったら神経質そうなＫ次郎になんて言われるか。

「何か知っているのか？　他の部署ならいざ知らず、生活課ならわかると思ったんだが」

「あのぅ……失礼ですが、その子は博士の娘さんか何かで？」

　もみ手をしながら笑顔を作る１号。デカイ図ずう体たいでそんなマネをされると、はっきり言ってキモイのだが、Ｋ次郎は表情を崩くずさない。

「君たちが知る必要はない」

「はぁ……そッスか」

「どうなんだ？　知っているのか？」

　１号達はまた視線を合わせた。そして今度は意い思しの疎そ通つうができたらしい。ハモるように同時に答えた。

「知りません！」

「そうか。ではなにかわかったら連絡しろ」

　そのままクルッと方向転換ほうこうてんかんして歩き去るＫ次郎。軍隊のようにきびきびした歩き方だった。もっともそれを言うなら生活課以外のＢＢ団員は全員軍隊のような統制とうせいが取れている。

　Ｋ次郎が廊下の角を曲がるのを見届けて、１号は扉を閉める。

「ふぅ……」

「１号！　ナイスだべ！」

「あ、やっぱり２号も『言っちゃいけない』って思った？」

「んだ。あの人、何か様子がおかしいべ。博士の娘さんだったら、フツーに『そうだ』って答えるっしょ。隠かくす必要なんてねぇだ」

「だよな……なんか怪あやしいよな」

　そもそもＫ次郎がこんな行動をとること自体、信じられなかった。兵器開発部の課長が直じき々じきに生活課まで足を運んで、女の子を一人捜しているのだ。もしもＫ次郎の娘だったら自分の部下か誰かに捜させるだろうし、まず基地なんかに連れてこない。

　こういうときに、彼らにできることは限られている。

「課長に相談するべか？」

「よし、そうしよう！」

　特に何も考えずに一発で意見がまとまると、１号と２号はすぐに生活課のオフィスを飛び出した。




　　　[image: ]




「あん？」

　小こ脇わきに少女を抱かかえてダッシュでオフィスまで戻ってきたＱ三郎。しかし中は無人だった。寝ていたバカどもはどこへ消えたのだろうか。

「どこ行きやがったあいつら……ったく、仕事しろってんだ」

　自分のことは棚たなに上げて吐き捨てると、とりあえず小脇に抱えていた少女を下おろし、反対側の手に持っていた紙かみ袋ぶくろをテーブルに置く。

「ねー、あいす」

「おうおう、ちっと待ってろよガキンチョ」

　上じよう機き嫌げんで白衣のポケットから出したのは、ダチョウの卵。

　いやよく見るとそれはダチョウの卵ではなく、巨大化したニワトリの卵だった。

「さっきのにわとりさん、おはなししてたね」

「あー、最近のニワトリにはそーいう奴もいるんだ」

　実はＢＢ団の戦闘員であるニワトリ怪人に無理を言って卵を産んでもらったのだ。ニワトリ怪人は代わりに床に散らばった羽根を掃そう除じする新しいホウキを要求したが、Ｑ三郎は「善処する」とだけ言って退散してきた。

「よーし、じゃあアイスを作る前に、ちょっと調べさせてもらうぞ」

「うん」

　Ｑ三郎は部屋の隅すみに積まれてあるガラクタ（少なくとも傍はた目めにはそう見える）から、バーコードの読み取り機械を取りだして、自分の端末に繋ぐ。

　少女の首筋に赤いランプをあてると、すぐに読み取られた情報が端末のモニターに表示される。

　――コッペパン８５０円。

「ずいぶん高たけぇコッペパンだな」

　他には製せい造ぞう元もとがチベットやら、原料がボーキサイトやら、火か気き厳げん禁きんやら、あきらかにおかしな情報しか表示されなかった。そんなコッペパンはもはやパンではない。

「暗号になってるのか……解かい析せきに時間がかかるな」

　顎あごをなでて考えるＱ三郎。

　嫌な予感はいまだに消えないが、それ以上に少女の身体能力に興きよう味みがあった。物体を再生する技術――昔なら超能力の域いきだが、現在はデイストーンがある。それを何らかの形で利用して――どうやって利用するか――いや、もしもそうだとしたら、この少女はデイストーンと物理的に深い関かかわりがあることに――

「ねー、あいす」

　白衣の裾すそがひっぱられて、思し考こうが中断された。

「わーったわーった。だから待ってろっつの」

「たべたい……」

　指をくわえてこちらを見る少女。

　その時、また少女の胸が光った。今度は見間違いではない。確かに赤く光ったのだ。

「どういうことだ……？」

　しかし少女は何もなかったような顔で指をくわえたままだ。

「あいすー」

「へいへい。しょうがねぇな……」

　そのことについて考えるのは後回しにした方が良さそうだ。Ｑ三郎は材料を全て袋から取り出した。ニワトリ怪人の卵と、食堂のおばちゃんに検査だと言ってもらってきた牛乳とバニラエッセンスと砂糖と生クリーム。おばちゃんから一緒にスプーンも渡されたところを見るに、使用目的がバレバレのようだった。

「こんなん初めてだな……原子力潜せん水すい艦かん作るより難むずかしそうだ」

　ボウルに卵と砂さ糖とうと牛乳を入れ、バニラエッセンスをたらして混ぜ合わせる。

「あー、くそっ！　甘ったるい匂においだぜ！」

　気持ち悪そうに顔を背そむけるＱ三郎。

　このあと混ぜたものを冷やす必要があるが――三十分ほど冷やさなければならない。

「おいコッペパン」

「こっぺぱん？」

　少女が自分を指さす。

「アイスができるまで、ちっと時間かかるけど、それまで待てるか？」

「はやくたべたい」

「そう言うと思ったよ……さて、どうすっかな」

　特に考えもなしに混ぜたボウルを机に置き、ドアを開けて廊下を見た。

「お、グッドタイミング」

　基地の廊下を二人の人間が歩いていた。

　ひときわ目立つのが左の人物。全身を黒光りする鎧よろいで覆おおい、先せん端たんに球体が埋うめ込こまれた杖つえを手にしている。隣の人間より格段に背が高い上、鋼鉄の仮面からは角つのが生えているのでより大きく見える。さらに鎧の華か麗れいな装そう飾しよくもあるため、異様に目立つ。

　その鎧の人物こそが、ブラック・ブリッツ首領だった。

　全てのデイストーンをこの手に摑むため、人間と動物の遺い伝でん子しを融ゆう合ごうさせる技術を身につけ、恐るべき改造人間を生み出した天才科学者。その理念は絶対に揺ゆるがず、平和のために日夜眠らずに働いている、この地下組織の最高司令官。

　その手にある杖はデイストーンの技術を使った武器で、先端の球体からは炎や氷、雷かみなりや真空波を自在に出せるという。逆さからった者や、任務に失敗した者はそれで罰ばつを受けるのだ。そして背中のマントには、白地に黒い弾だん丸がんの絵が。ブラック・ブリッツのシンボルマークだ。

　そして首領の隣にいるのは、女性だった。長い黒髪を三つ編みにしており、悪魔のような首領とは対照的に、白いジャージを着ている。胸元には黒い弾丸のワンポイント、そして背中にはブルーの翼つばさの絵が描かれており、天使を模した服装だということはわかるのだが、いかんせん場所が場所だけに浮きまくっている。

「首領。ちょっといいっすかー？」

　会社でいうならば社長か会長に値あたいする人物に向かって、Ｑ三郎は気軽に呼びかけた。最低限の敬意しか払ってないようだ。呼び声に応じて首領が振り返る。

　首を動かした拍子に「ウィーン」と機械音がした。鎧があまりにも重いため、機械で動きを補おぎなっているらしい。

　しかし最初に返事をしたのは首領ではなく、隣の女性だった。

「ちょっとＱ三郎さん！　首領は勤務中です！」

　三つ編みの女性――いや、女の子といってもいいだろう――は、八や重え歯ばをむき出しにしてＱ三郎にくってかかる。Ｑ三郎のような凶悪さはないが、ツリ目がちな彼女。よく見ればかすかにそばかすがある。年は十代後半から二十代前半――Ｑ三郎よりずっと若い。

「うるせーなＰピー子こ。俺はそっちのゴツゴツした方に用があるんだよ」

「ゴツゴツって……いくら仲がいいって言っても、ちょっとは慎つつしんでください！」

『何の用だ、Ｑ三郎』

　秘書なのか小間使いなのか微び妙みような――どちらかといえば整備工のように見える――Ｐ子を遮さえぎるように、鎧の奥からこもった声が聞こえた。まるで合成音声のような無機的な声だった。

「ちょっとその杖つえ貸かしてくれ」

『何に使うのだ』

「アイス作る」

『なんだと？』

「ちょっと待って下さい、Ｑ三郎さん！　それってどういう――あいたっ」

　首領とＰ子の言葉も聞かずに、Ｑ三郎は杖をひったくってオフィスに戻る。後ろから怒ど声せいと悲鳴が聞こえてきたが、あえてＱ三郎は無視した。

「おう、待たせたなコッペパン。これですぐに冷えるぞ」

「わーい」

　手を叩いて喜ぶ少女。

　また胸の辺あたりが光った気がした。今度は黄色だ。

「なんだ……どういう意味があるんだ？」

　とりあえずＱ三郎は手にした杖のスイッチを入れ、先せん端たんの球きゆう体たいから冷気を出す。みるみるうちにアイスのもとが固まっていく。いきなり固めてはだめなので、ゆっくりかき混ぜながら冷やす必要があった。

「よしコッペ、ちょっとスプーンでそのボウルかき混ぜろ」

「こっぺ？」

　また自分を指さす少女。

「パンじゃねーんだから、コッペでいいだろ。とりあえず俺はそう呼ぶ」

「うん」

　あっさりうなずきボウルを手に取る少女。

　本当に名前がないのだろうか。

「Ｑ三郎さん！　勝手に首領の杖を持っていった上、礼れいのひとこともないんですか!?」

　いきなりオフィスのドアが開き、Ｐ子が入ってきた。なぜか額ひたいが真っ赤だ。ここに来る途中で転んだのだろうか。彼女に限っては、あり得る話である。

「ひょっとして、本当にアイスを冷やすためだけに首領の杖を使うつもりなんですか!?」

　こめかみに青あお筋すじを立ててＱ三郎に迫せまるＰ子。

「悪いなＰ子。ちょっとこいつがアイス食べたいって言うもんだから」

「こいつ……？」

　と、Ｐ子は一いつ心しん不ふ乱らんにボウルのクリームをかき混ぜている少女を見る。













「こっぺ」

　少女は無表情にそう言った。もしかして――いやもしかしなくても自己紹介のつもりなのだろう。

　するとＰ子は顔を真っ赤にして、

「……ちょっ、Ｑ三郎さん！　いくらなんでも、そういうことはよくないかと！　あの、私は別に自由恋愛についてどうこう言うつもりはなくて、その、ちゃんと相手の方と話し合ってですね！」

「どこまで話を飛ひ躍やくさせてるんだよ！　俺の子じゃねーよ！」

「そ、そうなんですか……」

　薄い胸に手をあてて心から安あん堵どしたあと、今度は眉まゆ根ねを寄せて真剣に考え込むＰ子。

「でも、そしたら、どうしたんですか、この子？」

「ちょいとワケアリっぽくてな。研究させてもらうのと引き替えに、アイスを作ってるってわけだ。それくらいいいだろう？」

「そりゃ、小さな子相手だったらアイスで取引するのも悪くないと思いますけどね――でも、なんでこの子を調べるんですか？」

「その理由も含ふくめてだ。どうもデイストーンが関わっているっぽい。俺の見立てだが」

「えっ、デイストーン!?」

「ちょっと待てＰ子」

　Ｑ三郎は首領の杖から噴ふん射しやされる冷気を調節する。アイスはだいぶ冷えてきた。部屋の空気まで冷えているのは、まぁご愛あい敬きようだ。

　ホイップクリームを加えて、さらに混ぜて冷やす。

「よし、オーケーだ」

「どうしてこの子がデイストーンに関わっているって思うんですか？」

「こいつが物体の再生能力を持っている、ってのもあるけどな。どうも雰囲気が改造人間や正義のヒーローくさい」

　ＢＢ団は戦闘能力を得るため、人間と動物の遺伝子を融合させた改造人間を使っているが、その働きを阻そ止しする集団もまたデイストーンを頼っている。その力を鋼鉄の鎧に替えたり、分子を切断する剣に変えたり――その力は地域ごとに違うのだ。

「俺はてっきり首領が絡からんでると思ったんだが」

「首領も私も知りませんよ。ウチの組織で改造手術を受けるのには、本人の同意を得た上で試験にパスする必要がありますからね。こんなカワイイ子どもを改造することは許可されていません！　ていうか私が許可しません！」

「そいつを聞いて安心したぜ」

　苦笑するＱ三郎。対照的にＰ子は怒っている様子。子どもを改造することに憤いきどおりを感じているのだろう。彼女たちはこれでも「正義」のために戦っているつもりなのだ。

「ねーあいすまだー？」

　少女コッペはアイスができあがるのを今か今かと待ち構えていた。

　まだだから待て、とＱ三郎が怒ど鳴なろうとした時、廊下の外でバタバタとあわただしい足音が聞こえた。聞き慣れた足音だったのでＱ三郎は無視する。首領は再び機械音をさせて、一人で通路を歩み去っていった。

「カチョー！　大変だべ！」

「って、ああ！　首領、おつかれさまです！　――Ｐ子！　今度はなにしに来た！」

　オフィスに飛び込んできた１号２号が、仇かたきでも見るような目で戦闘態勢をとる。

「なにもしませんよ！　っていうか、いつもトラブルはあなた達が持ってきているんじゃないですか！　毎回毎回、対処する私の身にもなってくださいよ！」

　Ｐ子が怒鳴り返すと、一時停止から再生したように、二人は軽く礼をしてＱ三郎に抱きつかんばかりの勢いで迫ってきた。

「課長、大変ッス！」

「なんだオメーラ。暑苦しいから近寄んな」

「その子、ワケアリだべ！」

「知ってるよ。それをこれから調べるんだ」

　どこから情報を手に入れたか知らないが、基地内にも少女の目撃者がいるかもしれない。彼らが少女の不思議な力を見たとしたら、騒ぎが拡かく大だいする恐れがある。

　アイスを作ったら少女の謎なぞを全すべて解とき、それを踏ふまえて今後の処置を考えよう、とＱ三郎が決めた時。

「Ｋ次郎博士が捜してたッス！」

　１号の報告にＱ三郎の動きが止まった。

「なんだと……？　あの冷れい徹てつバカが？」

「課長、たしかＫ次郎博士のこと大っ嫌いでしたよね？」

「んだ。顔見るたびにバカにしてただ」

「まぁな……」

　Ｑ三郎はちらりと少女を見る。

　身体を抱えて震ふるえていた。胸の赤い光が増してくる。

　Ｋ次郎という名前を出した途端にだ。どういう関係なのか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。わかりやすい反面、これからの対策が少し変わってくる。

　そして、もう一つ。この少女の胸の光の仕組みがわかりかけてきた。どうやら悲しいことがあったり、ストレスがたまったりすると赤く光るらしい。何の信号なのかはわからないが。

「Ｐ子。そういうわけだが、どうする？」

「そですね……この人達が噓うそをつけるほど賢かしこくないことは、Ｑ三郎さんが一番よく知っているでしょう」

「なんだとこの貧乳！」

　憤ふん慨がいする１号に、Ｐ子は舌を出して続ける。

「こーなったらＫ次郎博士を問いただすしかありませんね。事と次第によっては――」

　すると、突然Ｐ子がアイスを冷やしていた杖を手に取る。杖から放はなたれていた緩ゆるやかな冷気は、途端にブリザードに変化し、アイスのボウルではなくオフィスのドアを瞬時にして凍こおらせた。

「そこにいるのはわかってますよ！　兵器開発課課長、Ｋ次郎博士！」

　次にＰ子が杖を振ると、先端の球体から灼しやく熱ねつの火炎が吹き出し、凍ったドアを溶とかしていく。飴のように溶けたドアの向こうには――Ｋ次郎がいた。

「非常事態につき、首領の杖を拝はい借しやくしました。文句はないですね？」

　うろたえるＫ次郎に、Ｐ子は先程までとはうってかわって真剣な目で告げる。

「くっ……」

「おう、Ｋ次郎。そんなとこにいやがったのか」

　鼻で笑うようにＫ次郎を見み据すえるＱ三郎。彼はこういう理知的な男が大嫌いだった。というよりもバカにするのが大好きなのだ。

　Ｋ次郎は苦しそうに右手を前に差し出す。

「Ｑ三郎……それを返せ。私のものだ」

「ヤだね」

「なぜだ？　引き取りに来てやったのだぞ？」

「うちは託たく児じ所しよじゃねーんだ。このガキンチョをどうするかは俺の勝手だ」

「Ｐ子！　こいつになんとか言ってくれ！　このままだと、私は――！」

　懇こん願がんするＫ次郎だが、

「ダメです！　その子は何らかの改造を受けている可能性があります。首領に報告した上で、ちゃんとした調査を終えるまでは、たとえ本物の親であっても渡すわけにはいきません！」

　杖を立て、少女をかばうように立ちはだかるＰ子。

「だそうだ。帰れ帰れ」

　しっしっ、と手を振るＱ三郎。

「貴様……！」

　Ｋ次郎は右手を差し出したままだ。

　だが、その右手が突然膨ふくれあがった。見えない粒りゆう子しが右手に集まるようにして、大きな何かを形作っている。次第に大きくなる右手は、まるで機械だ。数本のマニピュレイターと先端の砲身。

　兵器開発課の課長ともなれば、このくらいの護身用武器は携帯しているのだ。

　だがそれはもちろん仲間に向けていいものではない。

「オイオイ。何の冗じよう談だんだＫ次郎」

　最初、本当にＱ三郎には冗談にしか見えなかった。団員同士の私し闘とうは禁じられている上に、見つかれば厳げん罰ばつだ。それに私闘にしても殴なぐり合あいのケンカがほとんどであり、今のＫ次郎のように破壊兵器を持ち出すことなどない。

　これは――完全にこちらを殺す気がある証しよう拠こだ。

「もう一度言う。その子どもを渡せ」

　すぐに１号と２号が少女をかばうように、Ｋ次郎から遠ざけた。

「てめぇ……本気か」

「貴様らはともかく、まさかＰ子に知られるとは思っていなかった。遅かれ早かれ、首領に告つげられて終わりだ。もうこうするしかあるまい」

「つまり、バレたら死罪じゃ済まないくらいの重罪って事か……バカかてめぇは！」

　いくら仲が悪くても、デイストーンを集めるという目的で集まった同志のはずだった。個人的には大嫌いだが、その才能はＱ三郎も高く評価していたのだ。

「Ｋ次郎博士！　馬ば鹿かな真ま似ねはやめてください！　でないと、撃うちますよ！」

　真剣な目で、だが退ひけた腰でＰ子が杖を構える。戦闘員でもない秘書のＰ子でもこの杖を使えば人一人くらい殺せる。杖は首領の力のほんの一いつ片ぺんだが、この場では最強の武器だった。

　が、彼女をさえぎるようにＱ三郎が前に進み出た。

「答えやがれインテリ眼鏡。ガキンチョに何しやがった」

　怒いかりのこもった声に、Ｋ次郎は薄く笑う。

「何もしていないさ。彼女は初めからこうだったのだ」

「んだと……！」

「Ｑ三郎。私が誰だかわかるか？」

「あ？」

　突然、素すっ頓とん狂きようなことを言うＫ次郎。しかしその目は真ま面じ目めだった。

　だからＱ三郎も真面目に返す。

「……ブラック・ブリッツ戦闘部兵器開発課の課長さんだろ。蒙もう古こ斑はんも消えねーうちにＭエムＩアイＴテイーを首席で卒業。デイストーンの熱量と放電率についての論文だったか？　んで、気がついたらウチにスカウトされて、人殺しの武器ばっかり作ってる。たしか改造人間の武装もお前が作ってるんだよな」

「正解だ」

「で、それがどうしたってんだ」

「私がなぜ兵器開発課にいるか――それは、武器が作りたいからだ。誰にも負けない武器が作りたいんだ」

「作ってるじゃねーかよ。改造人間とか」

「確かにそうだ。しかし改造人間ではどうしても限界があるんだ。優すぐれた兵士を作りたいと思った時、どうしても人間の遺伝子が邪魔になるんだ」

「なにぃ……」

「だから私は考えた。人間の遺伝子を持たず、かつ人間のようにふるまえる兵器を。デイストーンがあれば可能だ。あとは倫りん理りの問題だけだ」

　その言葉を聞いて、この場にいる全員が、Ｋ次郎の真意を悟さとる。

　今までずっと隠かくしてきた反動なのか、彼は全ての情報をＱ三郎たちにぶちまけた。部屋に入ってきた時のおびえたような表情はもうどこにもない。

「Ｋ次郎。てめぇ……まさか」

「そうだ。そこにいる少女は、デイストーンから生まれた人造人間だ。対人戦用のアルゴリズムを全てインプットした、この世で最強の兵器だ。こいつが一体いれば、戦争など必要ない。どんな場所にも単機で突入して、目標の命を奪うことができる」

「あなた……！」

　Ｐ子が杖を構かまえる。

　が、Ｋ次郎は杖の射線から退かない。拳こぶしを握にぎりしめて、Ｑ三郎を睨にらみつけている。

「少女の姿をしていればなおさらだ！　身体が小さい分小こ回まわりが効きき、相手が油断して戦意も下がる！　まさに最高の兵器じゃないか！　こんなものブラック・ブリッツ以外のどこの機関で使えるというのだ!?」

「てめぇ何様のつもりだっ！」

　Ｑ三郎が床を蹴けって飛びかかった。

　白衣がはためき、Ｋ次郎の顔面に拳がめり込む――寸前、Ｋ次郎の腕に取り付けられていた機械がＱ三郎の身体を殴り飛ばした。

　吹き飛んだ身体は数メートル後方にいた１号に受け止められる。

「ぐはっ！」

「課長ぉっ！」

　１号が丁てい寧ねいにＱ三郎を床に寝かせるが、すぐにＱ三郎は立ち上がろうとする。

「なにを勘かん違ちがいしているのか知らないが……Ｑ三郎、おまえは生活課の課長だ。武器もないお前が、私にかなうはずないだろう。私自みずから兵器のテストをしているんだぞ？」

「黙だまれ……下げ衆す野や郎ろう」

　軋きしむ身体を強引に立たせようとするＱ三郎。

　しかし身体がいうことをきかない。

「それに、なぜ貴様が怒る？　優れた兵器があれば、デイストーンなど簡単に収集できるだろう」

「それでもやっていいことと悪いことがあるだろうがっ！」

　脚あしを引きずりながら再度Ｋ次郎に殴りかかるＱ三郎。しかし最初の勢いきおいに比べると歩みは鈍にぶく、子供でも歩いて追い抜けそうなほどだった。

　そして１号も２号も、Ｐ子でさえもＫ次郎を攻撃しない。

　ここで邪魔をしたら、あとで彼に何をされるかわかっているからだ。

「私が解げせないのは、まさにそれだ。この組織は目的のためなら手段を選ばず、と銘めい打うっておきながら、最後の一線だけは越えられない。だからデイストーンの収集がはかどらないのだ。私ならそれを助けられたのに……まったく、馬鹿者達だな」

「てめぇだけは――！」

「仕方ない……長いつきあいだから、殺さずにおこうと思っていたのだが。やむを得ないな。この場にいる全員を殺して、その『ＸＡ‐０００２』を貰もらっていこうか」

「こいつをそんな機械みたいな名前で呼ぶんじゃねぇ！」

　吠ほえるＱ三郎に、Ｋ次郎の銃じゆう口こうが向けられる。

　その時だった。




「……………………かぜ……」

　小鳥のような小さな声が、背はい後ごから聞こえた。

　振り返ると、さっきまで１号の胸で震えていた少女が――

「……つき………………ぴかぴか…………」

　黒かった瞳ひとみが、緑色に輝かがやいていた。

　そして、胸の赤い光が外に漏もれ始はじめる。

　光に呼こ応おうするように、一瞬だけ少女の周囲がつむじ風でふわりと舞まった。

　そして次の瞬間、少女の姿がかき消えた。




「っ!?」

　Ｑ三郎が目で追おうとしたが、追いつかなかった。

　激しい音がした方――Ｋ次郎の方を向くと、さっきまで後ろにいたはずの少女がいた。それも一人ではなく、何人も。それがあまりの速さによって生しようじた残像だと気づくのは、少女がＫ次郎の関かん節せつ全すべてに蹴けりを叩たたき込こんだあとだった。

「ぐはぁっ！」

　少女の蹴りはＫ次郎の右腕の機械を一いち撃げきで粉ふん砕さいし、それによって生しようじた爆発がＫ次郎の顔面を焼く。そして少女は炎が身体にかかるよりも早く、Ｑ三郎のそばへと移動していた。

　数秒もかかっていない。まさに瞬間の技わざだった。

　あまりの早はや業わざに、全員呆あつ気けにとられていた。動きの速い改造人間でも、ここまでの技術を持っている者が果はたして何人いるだろうか……。

　まるで悪魔のようなその少女は、真っ赤な光を胸から発したまま、Ｑ三郎のジーパンにすがりついて叫さけぶ。

「……おじさん、いじめちゃだめ！」

　涙なみだ目めになって主張する少女。

　だがその願いは最後まで聞き入れられなかった。

「くそぉっ！　なぜ私の邪魔をする!?　私が貴様の開発者なんだぞ！」

　Ｋ次郎は倒れたまま、右手の武器をＱ三郎に放とうとする。

「答えは簡単です！」

　倒れ伏したＫ次郎のそばに、Ｐ子が歩み寄る。

　なぜか彼女まで涙目だった。

「あの子の事を、モノ扱いする――そんなあなたは人の親になる資格がありません！　それだけです！」

　デイストーンの科学力を凝ぎよう縮しゆくした、首領の杖をつきつける。

「くっ……そぉっ！」

　観念したように見えたＫ次郎の瞳が、突然殺さつ気きを帯おびた。その目に気づいたＱ三郎がＰ子をかばうように前に出る。

「皆殺しだ！　貴様ら、全員……！」

　ヘビのような鋭さでＫ次郎は左腕を突き出し、隠し持っていた射しや出しゆつ装そう置ちから小型グレネードを射ち出した。

　飛び出したグレネードは目の前で爆発し、熱と轟ごう音おんと煙けむりをともなう風を生み出す。

　もうもうと立ちこめる煙の中、ひときわ大きな影が揺らめいた。

『……話は全て聞かせてもらった』

　ウィーンという機械音が、鎧の中から聞こえてくる。Ｑ三郎達をかばうようにマントを広げたＢＢ団首領は、おびえるＰ子から無む言ごんで杖を取り戻すと、それをＫ次郎に向ける。

「しゅ、首領……！　いったい、どうしてあなたがここに!?」

　狼ろう狽ばいするＫ次郎。

『私はどこにでも現れる。私の基地で起きた事件ならば、なおさらだ』

　首領は緩かん慢まんな動作で、杖をＫ次郎に向けた。マントの奥からスチームが噴ふき出だし、煙を吹き飛ばす。

『命をもてあそび、デイストーンを悪用した罪、その身で購あがなえ』

　今、その杖の先端から自然の雷をはるかに超える電撃がＫ次郎に向けて放たれた。

「ぐわあああぁぁぁぁぁぁっ！」

　爆発による衝撃波が、生活課のオフィスを叩き壊す。全てが破壊しつくされた後、Ｋ次郎の姿はどこにもなかった。

　その最さい期ごは誰も見ていなかったが、あれだけの爆発で生きていられるわけがない。

　残されたのは、フレームの曲がったＫ次郎の眼鏡めがねだけだった。







　結局のところ、少女の胸の光はデイストーンが発する警けい告こくだったのだ。

　極きよく度どのストレスなど、負ふの感情が一定以上蓄ちく積せきすると、戦闘モードになる。おそらく兵器として作られた際、身の危険を感じたときに自動戦闘を行えるようにプログラムされていたためだ。まさかそれが皮肉にも自分自身に返ってくるとは、Ｋ次郎は考えてもみなかっただろう。

「ふぅ……」

　Ｐ子が部屋の片づけを手伝ってくれたおかげで、かなり手間どった。Ｐ子が引きおこす、本来起きるはずのない事故や失敗やズッコケにより、普段の二倍以上の時間をかけてオフィスを整理するはめになった。もともとガラクタだらけの生活課オフィスだったが、端末内の重要なデータや、個人個人に思い入れのある物は奇跡的に無ぶ事じだった。

「で、結局どうするんスか、あの子」

　総重量百キロは軽く超えるロッカーを軽かる々がる担かつぎながら１号が訊きいた。端末のチェックをしていたＱ三郎は面倒くさそうに、１号ではなく少女の方を向く。

　あの爆発の中でもさすがというべきか、少女はアイスのボウルだけは死し守しゆしていた。今は半分に割れたテーブルにボウルを置き、スプーンですくって食べている。

「どうすっかな……親はいなくなっちまったしな」

　Ｋ次郎の顔を見ただけであんなに怯おびえていた少女が、今はほのかに嬉しそうにアイスクリームを食べていた。人造人間がどうしてそこまでアイスを欲しがるのかＱ三郎には謎なぞだったが、あの笑顔を見ると「これでよかった」と安心できるのだ。

「んだども、面倒見る部署なんてねぇべ」

　ガラクタの山を一つ一つ丁てい寧ねいに並べ直す２号に、隣となりで書類整理に悪あく戦せん苦く闘とうしていたＰ子が答える。

「簡単じゃないですか。Ｑ三郎さんが面倒を見ればいいんです」

「はぁ!?」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔でＰ子を見るＱ三郎だが、

「そッスね」

「んだな」

「他ほかにないでしょ？　適てき材ざい適てき所しよってヤツですね」

　どうやらＱ三郎以外の人間は納なつ得とくしてしまっている様子。

「ちょ、ちょっと待て！　なんで俺がガキの面倒見なきゃならねぇんだよ！」

「この子の教育を考えてみてくださいよ！　兵器開発課は当然として、戦闘訓練課や呪じゆ術じゆつ課か、それに改造人間プラントに預けられると思います!?」

「そりゃそうだけどよ、俺はガキと甘いモノが嫌いなんだよ！」

「首領！　こんなこと言ってますけど、どうします!?」

　すると倒れたロッカーを直していた鎧姿の巨人がゆっくりとＱ三郎に向き直り、

『命令する。その娘を保育せよ』

「くっ……」

「へへーんだ！」

　胸を張る白ジャージに言い含められ、憮ぶ然ぜんとするＱ三郎。

　言いたいことはかなりある。

　が、少なくともＫ次郎の元で研究されるよりはマシだと思う自分もいる。

「……おい」

　少女に向かって呼びかけるＱ三郎。

　しかしアイスに夢中の少女は返事をしない。

「おい、コッペ！」

「？」

　名前を呼んで、ようやく振り向いた。どうやらコッペという名前で本人が納なつ得とくしてしまっているようだ。適当につけた名前なのに。

「おまえ、ウチんとこに預けられるんだとよ」

「おじさんのところ？」

　やっぱり言いたいことはいくつもある。

　しかしＱ三郎はこれだけは徹てつ底ていさせようと決め、少女に指を突つきつけた。

「おじさんじゃねぇ！　課長と呼べ！」

「うん、かちょー！」

　アイスで口の周りをべたべたにしながら、少女――コッペは無表情に手を挙あげる。

　Ｑ三郎は少し真面目な顔で、コッペに向き合った。

「なぁコッペ」

「？」

「いいか、おまえは人間だ。人工だろうがなんだろうが、人間だ。だからもう少し表ひよう情じよう豊かに笑え。人間ってのは感情の生物だ。機械なんかにゃ真似できねーくらい笑ってやれ」

「……むー？」

　Ｑ三郎の言葉をなんとか理解しようとするコッペ。自分のほっぺたをひっぱり、むりやり笑顔を作ろうとするものだから、かえって変な顔になってしまう。

　そんなコッペの顔を見て、Ｑ三郎の方が笑ってしまった。

「ぶははははは！」

「……？」

　Ｑ三郎が笑う理由をコッペはまだ理解できないようだ。

　だけど他人の笑いは伝でん染せんするらしく、コッペも次し第だいにおかしくなってきて、

「アハハハハハハッ！」

　と、大きく口を開けて笑いはじめた。

　そんなコッペの胸が黄色く光る。どうやら楽しいことがあると黄色く反応するようだ。

　そして離れたところでは、互いの顔を見て笑い合うＱ三郎とコッペを見やりながら、相変わらず表情のわからないまま立ちつくす首領と、本当にここに預けていいものか迷い始めるＰ子がいるのだった。







　全まつたくの余よ談だんだが、この後ＢＢ団の購こう買ばい部ぶでアイス及び菓か子し類るいが取とり扱あつかわれることとなり、戦闘員達の士し気きがものすごい勢いで上がったという。ついでに生活課のオフィスにも冷蔵庫が設置され、アイスの取り合いというケンカの火ひ種だねが蒔まかれることになった。
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　ブラック・ブリッツには昼ちゆう夜やが存在そんざいしない。地下基地の内部には常に人工の陽光が照りつけている。構成員は戦せん闘とう部ぶ、補ほ給きゆう部ぶ問わず二交代の当直制になっていて、朝と晩に人が入れ替わる。働いていた人間は宿舎に帰ってプライベートな時間を過ごす。プライベートでも、外出は滅めつ多たなことでは認められない。相そう応おうの理由と共に許きよ可か証しようをもらえば、雀すずめの涙ほどの時間だけ外に出られるのだが、日帰り旅行もできない時間だ。

　世界中のデイストーンを集めて平和な世界を実現する、という目的のために集まった集団だが、やっぱり外に出られなければストレスはたまる。基地内の娯ご楽らく施し設せつは、一年もあれば飽あきてしまう。トレーニングジムやショットバー、ゲームセンターや温水プールもあるのだが、やはり地上で催される本物には勝てない。

　そしてそれらを統とう括かつするのもやはり生活課なのだが――

「むむむ……」

　オフィス内で腕を組み、目の前の装そう置ちを見つめているＱキユー三ざぶ郎ろう。装置は球きゆう体たいをしており、カタツムリのように二本のレンズが伸びている。

　そのレンズに両目を当てているのは、人工人間のコッペ。手元にあるレバーをがちゃがちゃ動かしながら、時折ときおり楽しそうに笑ったり、悔くやしそうにうなったりしている。そのたびに胸元が軽く点てん滅めつしているが、それは外から確認するのが難むずかしいほど小さな光だった。

「どうだコッペ。これいけそうか？」

「おもしろいよー」

　コッペはレバーを大きく動かすと、その下にあるボタンを押す。

　しばらく待って、コッペがレンズから頭を上げた。

「とれた」

「おっ、マジか!?」

　二人いっしょに横を見る。オフィスの壁の一部がパカッと開き、エアシューターのような速さでぬいぐるみが室内に飛び込んできた。瞬間移動のような速度でぬいぐるみを抱きかかえに行くコッペ。

「ふわふわ～」

　生きた兵器である彼女がＢビーＢビー団だん生活課に来てから、一週間が経たつ。最初は１号、２号達たちとどうするべきか悩んだものだが、実際に暮らしてみると、それほど変わったことはなかった。食事も普通にするし、トイレにも行く。たまにお菓子をねだる以外は、仕事の邪じや魔まもしない。むしろ手伝ってくれる。首しゆ領りようのはからいか、Ｑ三郎の私室（オフィスの隣に位い置ちしている）にコッペ専用のベッドまでもらった。眠くなると今日取れたようなぬいぐるみを抱えてスヤスヤ眠る。

　フツーの女の子なのだ、彼女は。

　だからこそＱ三郎は悩む。悪の組織にフツーの女の子がいていいものかと。

　しかし今のコッペはまだ表情に乏とぼしい。一週間前に比べれば、微び笑しようしたり泣き出しそうになったりと進歩が見られはするが、この年頃の子どものように感情を全て開け広げることがない。人工人間としての特性なのだとすれば、矯きよう正せいがきくものなのかも疑うたがわしい。

　ストッパーがあるのでは、とＱ三郎は推すい測そくしている。

　負ふの感情が爆ばく発はつすると戦闘せんとうモードになるコッペ。そう簡単に戦闘モードになられては困るだろう。そのための抑よく制せい装置のようなものが取り付けられているのでは、と考えているが、検査でもそれらしいものは発見できなかった。

　それでもＱ三郎を初めとする生活課の職員は、コッペに本当の意味で人間になってもらうために試し行こう錯さく誤ごしているのだが――

「課長！　なにサボってんスか!?」

　そんなＱ三郎を１号が見とがめた。

「サボってねぇよ！　ちゃんとした発明だっつの！」

「発明って……いつもの遊びじゃないスか」

　力自慢の１号は、脚きや立たつと工具箱を抱かかえている。さっきまで改造人間プラントの修理に行っていたのだ。あそこの連中は暴走するとすぐに壁かべや柱を壊こわすので、Ｑ三郎よりもパワー馬ば鹿かの１号の方が顔なじみになっているのだ。

「違う、こいつは今度ゲームコーナーに置こうと思ってるんだ。バーチャルの世界で取れたぬいぐるみを、そいつの部屋まで宅配するっつーシステムだ。これなら景品がエッチビデオでも照れずに遊べるだろ」

「そんだけ娯楽のこと考えてて、どうしてアイスは置かなかったんですか……」

「だから俺は甘いモンが嫌いだっつってんだろ！」

「まったく……全部自分の好このみなんだから……」

　溜ため息いきをつく１号。素人しろうとには遊びをクリエイトする苦労がわからないのだ。鼻を鳴らしてＱ三郎は立ち上がる。今日中に実用段階に近づけて、首領の許可を取るのだ。

「いちごう、はいこれ！」

　コッペが１号にさっき取れたぬいぐるみを渡した。

「くれるんスか、コッペちゃん？」

「もってるから」

　ダブったぬいぐるみらしい。

「いやぁ……俺はどうも、こういうのニガテで……あはははは」

　照れくさそうに笑いながら、ぬいぐるみを受け取る１号。そして照れくさそうに笑ったままオフィスの隅すみっこに走っていってしまう。鼻が大きいので、赤くなると本当に天てん狗ぐそのものだ。女に免めん疫えきがないとはいえ、まさか幼女にもらったぬいぐるみで撃げき沈ちんするとは。

　ちょっと面白かったので、Ｑ三郎はさっき取れた別の景品をコッペに着用させてみた。

「おーい、１号」

　呼ばれて振り返る１号の目には、ネコ耳をつけたコッペが映うつっていた。小さく笑っている女の子に、ネコ耳はマッチしすぎていた。

「なんスかそのネコ耳は！」

「いやー、こういう景品もつけたほうが面おも白しろいかと思って」

「ウチの団員がどう使うって言うんスか!?」

　確かに１号の言うことはもっともだ。しかし使い道というなら、こうやって１号をからかって遊ぶことができるではないか。

　そんな１号をよそに、帰ってきた２号がのんきな声で挨あい拶さつした。

「ただいまだべ」

「おう２号、どうだった食堂。ゴキブリ全部退たい治じできたか？」

「んだ、コッペちゃんにおみやげだべ」

　Ｑ三郎への報告よりも早く、コッペにアイスを渡す２号。コッペは小さく微笑ほほえみ、２号に抱きついた。胸の奥のデイストーンが、視し認にんできるほど黄色く明めい滅めつしている。

「ったく……どいつもこいつも、コッペにデレデレしやがって」

　呟つぶやくＱ三郎だが、コッペが一番なついているのは自分だという自覚があまりなかったりする。かまっている時間が多すぎて、コッペとの関係についてあれこれ考えるヒマもなかった。

　それとは別の意味でＱ三郎がコッペにかかりっきりな時間がある。

　毎日決まった時間になると、コッペの身体からだと性能を調査するのだ。一週間前のＫケイ次じ郎ろうの暴走のあと、すぐに兵器開発課に事情を聞きに行ったのだが、課の人間はコッペの存そん在ざいを知らなかった。本当にＫ次郎の独断で制作されたものらしい。

　Ｋ次郎の私室から端たん末まつのデータを移してコッペの事を調べようとしたが、厳げん重じゆうに暗号化がなされており、その全ぜん貌ぼうを把は握あくするまでには長い時間がかかりそうだった。

　現在わかっていることは、コッペの身体能力は改造人間のそれをはるかに上回ること。知識はインプット途中だったらしく、五歳児並みだということ。逆に知能指数は百八十五という数すう値ちをマークしていること。デイストーンを核かくとして生きていること。それからアイスが大好物だということ。

　そしてデイストーンの未知の力をある程度自分の意い志しで発動できる、というのが最大の特とく徴ちようだ。いわば人工的に超能力を持たせたようなものだ。とはいえそれを使う脳は未発達なので、目下のところ溶とけかけたアイスを冷ひやし直すという事などにしか使われていない。

　コッペにとってはそれで充分すぎる能力のはずだが、それを持てあますようになってからでは遅い。

「このままでいいもんかねぇ……」

　考えてはみるが、具体的な解決策はない。しかし具体的な問題もないので、長い時間をかけてゆっくり調べていけばいいとＱ三郎は思っていた。

「Ｑ三郎さーん、いますかー？」

　オフィスのドアがノックされ、入ってきたのは白いジャージの娘。

「なにもしてないぞ!!」

　１号と２号が指を突つきつける。

　その横で見よう見まねでコッペがびしっと指を伸ばしていた。

「だからどうして第一声がそれなんですか……」

　大おお袈げ裟さにガッカリする彼女に、Ｑ三郎だけは普通に挨拶した。

「よっ。また来たのかＰピー子こ」

「はい！　これは首しゆ領りようからのお土産みやげです」

　Ｐ子が元気よく差し出したビニール袋には、購こう買ばい部ぶで買ってきたらしいアイスが入っていた。彼女もこうしてちょくちょくコッペの様子を見に来る。Ｑ三郎達よりも可か愛わいがっているあたり、かなりお気に入りらしい。

　が――

「うわぁっ、たれてるたれてる！　ちょっと誰かふくもの持ってきてください！」

　ビニールに空いた穴から白いものがドロドロとこぼれだしてきた。慌あわてて袋を押さえるＰ子に、ティッシュの箱を投げつける２号。肝かん心じんなところでツメが甘い娘だった。

　しかし首領からのお土産ということは、あの鎧よろい姿すがたで購買部でアイスを購入したのだろうか。普通に考えればＰ子が買ってきたのだろうが、意外と優やさしいところもある首領のことだからあり得ない話でもない。

　そんなドロドロのアイスを受け取ったコッペに、２号がささやく。

「ほらコッペちゃん、こういう時はなんつーんだべか？」

「ありがとー！　ぴーこ！」

「はいっ！」

　ぺこりと頭を下げるコッペに、Ｐ子も倣ならって大きく一礼。コッペにしてみれば、溶けたアイスも器うつわに戻してまた冷やせば食べられるからイイのだ。

「今日も様よう子す見みか、Ｐ子？」

「ええ。デイストーンの力で作られた人工人間ですからね。何か起きてからでは困りますもん」

　つまりは監かん視しという名目めいもくか。

　１号と２号はそれで納得しているようだが、なんとなくＱ三郎はわかる。首領もＰ子も――特にＰ子は絶対にコッペにデレデレしている。監視というのも噓うそではないだろうが、それもひとえにコッペが心配だからだ。

「んでＰ子。そっちの方もなにかわかったのか？」

「調べました！　なんたって、デイストーンの脅きよう威いがまた一つ増えたわけですから」

「コッペが脅威だって？」

「そんなわけないでしょ。私が言っているのは、コッペちゃんのような人工人間を作る技術のことです。デイストーンを核として生物を作ることがどんなに恐ろしいか、Ｑ三郎さんにだってわかっているでしょ？」

「だが、デイストーンを武器にしようなんて考えは、正義の味方だってやってるだろ。アレだ、なんつったか。ウチの真上の街を取り仕切ってる、白い奴。こないだクモ怪人をぶちのめした」

「ライトドライバーですか」

「そう、そいつ。そいつのスーツや、相棒の車だってデイストーンが核になってるだろ。今さら脅威ったってなぁ」

「そりゃそうなんですけど、コッペちゃんという存在だけでもデイストーンの可能性を示すことになりますし。『デイストーンがあればこれだけのことができる』と皆が知るようになってはまずいですよ。これから新しい兵器が世に出回ると、ブラック・ブリッツの改造人間じゃ太た刀ち打うちできなくなるかもしれませんし」

　若じやつ干かん険けわしい目になって語り出す。ふだんはＱ三郎にからかわれることが多いＰ子だが、首領の秘書をやっているくらいだから、基本スペックは高いのだろう。

「じゃあどうすんだよ」

「そこで、これ見てください！」

　Ｐ子はバインダーから書類を取りだし、テーブルの上に置いた。

　１号と２号とコッペも、Ｐ子を押しのけるようにして集まってくる。怒ったＰ子がさらに身体を割り込ませて輪の中心に入る。

「こいつは……」

「そ、可能性の一つです」

　その書類の一番上には、武器の写真が載のっていた。まるで大砲だった。先せん端たんにあるのは銃口ではなく丸い玉。その弾を覆おおうように何枚かの装そう甲こうが羽は根ねのようにつけられている。対戦車ロケットにささくれをつけたらこんな武器になるだろう。

　しかし、トリガーや銃じゆう把はがあるということは、この大きさで銃なのか。

「なんスかこれ？」

「かっこエエなぁ」

「デイストーンの武器だな」

　特に建設的な意見のない１号と２号を尻しり目めに、冷静にＱ三郎が評価する。彼はすでに二枚目以降の書類に目を通していた。

「それもただの武器じゃねぇ。今までの武器はデイストーンの力を原動力として、レールガンなんかに使っていたが、こいつはデイストーンのエネルギーそのものを敵にぶつけるって仕し様ようだ」

　デイストーンは前述の通り、基地内を全すべてまかなう電力が出せる。そのエネルギーを目標に向けて放はなつ弾だん丸がんへと変化させたら、どのくらいの規き模ぼの被ひ害がいが生しようじるのか。スペックを元に頭の中で計算するＱ三郎。そして出た結論は、

「これ、フルチャージで撃ったら地球消せるな」

　はっきり言ってこんな武器は役に立たない。撃ったら自分どころか地球までまきぞえにしてしまう兵器なんて、ただのガラクタ以下だ。使いどころがない。

「さっすがＱ三郎さん。でも、使い道が難しい武器ですけど、威い力りよくを調節すればこの基地を壊かい滅めつさせることくらいはできますよ」

「まぁな。それで地上の一般人がどんくらい死ぬか想像もつかないけどな」

　デイストーンのエネルギーをそのまま武器にする、という計画はＫ次郎も進めていた。Ｑ三郎が聞いた話だと、一番の問題はそのエネルギーを方向づけることらしい。ちょっとでもズレが生しようじると、自分に返ってくる諸もろ刃はの剣つるぎなのだそうだ。

　その問題を解決できないまま、Ｋ次郎は消滅した。文字通り、首領の杖つえの攻撃を受けて跡あと形かたもなく消え去ったのだ。

「ん」

　書類の一番最後に、その新兵器の写真を拡かく大だいしたものが貼はられていた。なにかバーコードのようなものが書かれている。

　試ためしにコッペのバーコードを読み取ったのと同じ装置を使ってみると「うまい棒５０円」と表示された。

「また微び妙みように高いな……」

　この武器にも独自の暗号が使われているらしい。

「おいＰ子。どこのどいつが完成させたんだ、このうまい棒？」

「まだ未完成なんですけどね。ライトドライバーの研究所から入手したデータです」

「てことは、キタダニ博はか士せか？　あのオッサン、そんな物ぶつ騒そうな男だったか？」

　正義の味方をサポートする博士だ。そんな暴挙には出ないと思うのだが、あくまでＱ三郎の印象だ。実はかなりの武器オタクだという可能性もある。

「ホントのところは私もわからないんです。どこかの武器開発者が設計したものをキタダニ博士に売りつけようとしているのかもしれませんし。問題は、今、未完成のこの武器がＤデイＤドライブ研究所に輸送されるって情報を手に入れたことです」

「お、てことはまた強ごう奪だつか？　今度は派は手でにいけよ、派手に」

　自分の出番がないとわかっていて、テキトーに盛り上げようとするＱ三郎。

　ところがＰ子は真ま面じ目めに考え込む。

「派手……そっか。そういう手もありなんですね……」

「あん？」

「じゃあちょっと作戦を修正しましょかね。うん、派手にいきます」

「なんだそれ」

「えーっとですね……」

　ニッコリ笑うＰ子に、Ｑ三郎たちの背せ筋すじをイヤな予感が電撃のように走り抜ける。

　だが、その笑顔は一いつ瞬しゆんで消え、Ｐ子は目に涙を浮かべながら、両手を合わせた。

「ゴメンナサイ！　不ふ肖しようＰ子、またやっちゃいましたっ！」
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　足音一つたてるのにも気を遣つかう広い駐ちゆう車しや場じよう。靴くつがコツンと鳴る音が反響し、山やま彦びこのような余よ韻いんをともなって返ってくる。巨大デパートの駐車場ほどの空間には、現在数台の車しか停とまっていない。ヒーローとドンパチやると必ず壊こわして帰ってくるので、ここよりも広いレストアルームに大多数が収納されるからだ。

　よって、ここは駐車場というよりも発車場といった方が近い。

「ねーねー、まだー？」

　折りたたみ椅い子すに座すわって、コッペが足をばたつかせている。何十分も待たされてつまらないのだ。

　コッペが見ているのは、大きなバン。もともとはＢＢ団の黒い輸ゆ送そう車しやだったのだが、今はエメラルドグリーンに塗と装そうされ、ドアにはかわいい字で「ボンジュールアイス」と書かれていた。

「もういいッスよ、コッペちゃん」

　運転席から１号が手を振り、助手席のドアを開いた。そこにちょこんと座るコッペ。

　１号がイグニッションキーを回し、バンが小さく震ふるえる。

「課長、そろそろ発進しますよー」

「おう、やってくれ」

　暖だん機き運転もそこそこに車は駐車場の中央にあるエレベーターまで徐じよ行こうする。エレベーターに乗ると、１号が手を振った。手の方を見ると、管理室のおじさんが手を振りかえしていた。わけもわからず、コッペもおじさんに手を振る。コッペに気づいたおじさんが笑顔で手を振ってくれた。

　がくん、と車が揺ゆれた。上じよう昇しようしているのだ。身体が浮ふ遊ゆうするような感覚がしばらく続いたかと思うと、突とつ然ぜん視し界かいが真まっ白しろになった。

「まぶし……っ」

　コッペが感じたことのない光だった。基地で見る電灯の光ではなく、もっと高いところから、もっと強く照りつける光だった。

　光に目が慣れると、コッペの前に色々なものが現れる。そこは普通の街だ。ビルや商店が並び、サラリーマンや学生がつまらなそうに歩いている、何の変へん哲てつもない街。コッペを乗せたバンは、その街のビル型駐車場から出てきたのだ。ＢＢ団がいくつも持っている地上への出入り口のひとつ。

「うわぁ！」

　そのどれもがコッペには新鮮だった。ＢＢ団の基地に比べて、色々なものがごっちゃになっている。雑ざつ多たで、粗そ野やで、カラフルで、騒さわがしい。そんな世界がこの世に存そん在ざいしていたこと自体が驚おどろきだった。

「そうか、コッペは外出るの初めてか」

　バンの後ろでＱ三郎が呟つぶやく。

「うん！」

「んじゃ、作戦が終わったらテキトーに遊びに行くか」

「うん！」

「よかったッスね、コッペちゃん」

　１号が頭を撫なでてくる。

　みんな優しい人達だ。コッペはとても幸せだった。胸の奥も、優やさしい色を放はなっていた。







　黄色い光を放ちながら幸せそうに笑っているコッペを見ながら、Ｑ三郎はいっそこのままどこかへ逃亡したい気に駆かられる。何が悲しくてブラック・ブリッツの生活課がバンに乗って作戦行動に出なければならないのだ。そういうことは普通戦闘課に任まかせておけばいいものを。もとい、よかったものを。

「ねー、かちょー。これからなにしにいくの？」

　助手席からくるりと振り返るコッペに、Ｑ三郎は簡かん潔けつに答える。

「悪いことをしにいくんだ」

「わるいこと？」

　少しＰ子の意い図とが読めてきたＱ三郎。

　これはコッペの「社会科見学」でもあるのだ。

「そうだ。よく見とけ。俺達がやってるのは、こういうことだ」

「あいすやさん？」

「それは仮かりの姿だ。本当はもっと悪いことをする」

　見せていいものかとＱ三郎は思し案あんする。子どもには刺し激げきが強すぎるのではないか。しかしＫ次郎の作った人工人間だ。たいていのことには驚かないはず。問題は作戦が始まってからコッペをどうするかだが――

「大丈夫だべか？　もうすぐ到とう着ちやくすんぞ」

「は、はい……」

　Ｑ三郎の隣となりでは、２号が若い男を励はげましていた。

　男はＢＢ団の制服ではなく、上じよう半はん身しん裸はだかで下はイージーパンツだ。すぐに脱ぬげるような恰かつ好こうである。やせ気ぎ味みの身体が震ふるえているのは、寒さではなく恐きよう怖ふのためだ。パッと見では細ほそ身みのいい男に見えるのだが、今は強こわばった顔でなんとか泣き出すのをこらえるので精せい一いつ杯ぱいという体ていたらく。

　これでＢＢ団が誇ほこる改造人間だというのだから、世の中わからないものだ。

「はい、着いたッスよ」

　１号の報告の数秒後に、車は停とまった。ドアの小さな窓から外をのぞいてみると、そこは若者であふれる繁はん華か街がいだった。ビルが建たち並ならび、オーロラビジョンには人気アイドルのプロモーション映像が流れている。薄うす着ぎの女性が恥はずかしげもなく歩き、男達は道ばたで座り込んで談笑している。

「こ、こんなところでか……」

　冷ひや汗あせの出るＱ三郎。これからの作戦のことを考えると、本当に逃げたくなる。

「Ｐ子のやつ、俺たちに恨うらみでもあるんだろうな、きっと」

「ないわきゃないと思いますがね。俺達なら適任っつってましたけど、どう考えても失敗の言いい訳わけッスよね」

「なにが適任だ。生活課の仕事はその他ならなんでも適任じゃねーか」

　愚ぐ痴ちを吐きながらＱ三郎は持ってきた仕事着を身につける。それはバンの色と同じエメラルドグリーンのエプロンだった。後部ドアを開き、照明をつけ、カウンターを出す。

「だいたい、待たい機き部ぶ隊たいのメンバーが全員食中毒ってどういうこった？　Ｐ子のヤツ、待機部隊にいったい何喰くわせたんだ？」

「あー、なんか元気づけようと思ってお手製のスタミナジュース振るまったらしいッス」

「飲ませるなよそんないかがわしいモン！　んで待機部隊も飲むなよ！」

「Ｐ子、外ヅラだけはイイッスからねぇ」

「騙だまされる方もされる方か……」

　溜ため息いき混まじりにカウンターの下を点検するＱ三郎。そこには機材や食材の他に、小銃が二丁、拳けん銃じゆうが一丁転ころがっていた。ＢＢ団の車しや輛りようの標準装備だ。自分たちは戦闘に参加しない作戦だが、万が一という事もある。

　一つ一つ丹たん念ねんにチェックして、Ｑ三郎は後ろの連中にＧＯサインを出した。

「よし、作戦開始！」

「了解！」

　１号が車のスピーカーを調節し、軽快なリズムの歌を流す。

　ぼーんじゅーる、ぼーんじゅーる、あいすくり～む♪

　野や獣じゆうのように叫びたい気持ちを心の奥に必死に隠かくして、Ｑ三郎は笑顔で呼びこみを始める。

「さぁいらっしゃい！　メディアには出ない、隠れたおいしさのボンジュールアイスだよ！　バニラにストロベリー、チョコミント、よりどりみどり！」

　すぐに若者が興きよう味みを示してきた。最初は遠とお巻まきに見るだけだった女の子達が、誰が買いに行くか話し合っているのが見える。やがてその集団とは別の方向から、ひとりの女の子が歩み寄ってきた。

「あの～すいません、バニラを」

「おっ、いらっしゃい！　バニラね、二百円！」

　高校生くらいの女の子相手に、Ｑ三郎は笑顔でアイスディッシャー（アイスをすくう半球状のアレ）を振り回す。アイスを受け取った女の子は一口なめると、

「あ、これおいしい」

　ぽつりと呟つぶやいた言葉に、周りの若者も反応した。いっせいにボンジュールアイスのバンに殺さつ到とうしてくる。その全てをＱ三郎一人でさばく。

「はいよ、次はどちらさん!?　チョコ？　バニラとダブルで!?　ＯＫ！　はいはい、まだあるからねー！　押さないで！　押すなっつってんだろが！」

　なんで俺がこんな事を……と思っていたＱ三郎だが、次第にアイスを売るのが楽しくなってきたのか、声が大きくなっている。白衣に白はく髪はつの男という奇き抜ばつな外見もあって、ボンジュールアイスはすぐに評判になった。

　もちろん、これも作戦のウチである。







　さて、そのボンジュールアイスの車内では、いまだに２号が改造人間の様子を心配していた。

「大丈夫け？　アイス喰うか？」

「いえ……いいです」

　今回の作戦の目玉は彼だった。

　例のライトドライバーの新兵器を奪うばうため、ＢＢ団は市内のいたる所を張っているのだ。情報によれば、本日午後四時にバンの近くの国道を、開発中の新兵器――Ｑ三郎の言うところの「うまい棒」を載のせたトラックが通る。ライトドライバーを擁ようするＤＤ研究所へ向けて。そこを狙ねらってこの改造人間が飛び出すのだ。

　どうしてここなのかというと、他にいいポイントがなかったからだ。輸送トラックの進路をＢＢ団の装甲車がふさぎ、その間に彼が飛び出して兵器を奪うばい、ライトドライバーがやってくる前に撤てつ収しゆうする時間を考こう慮りよすると、この若者があふれる繁華街に待機するしかないのだ。

　ＢＢ団の黒いバンがそんなところに停まっていれば、やっぱり人目を惹ひく。どうせ注目を浴あびるなら、いっそ自然に人の目を集中させてしまえと考え出された作戦が、このボンジュールアイスだった。

「しっかし、課長もよくやるべなぁ」

　ニコニコ笑いながら、Ｑ三郎の背中を見る２号。普段はぶっきらぼうだが、やるときはやる人だ。たとえそれがどんな作戦でも。

　もともとコッペが食べているアイスを見てＰ子が修正した作戦だ。やはりアイスの扱あつかいはＱ三郎が一番慣れている。１号では身体がつっかえて仕事がしにくいし、２号では訛なまりのせいで集客率が落ちるのでは、という判断だ。

　だから２号はこうして改造人間の面倒を見ている。

「おめさ、本当に作戦できるんだべか？」

「は、はい……がんばります」

　そう言う優やさ男おとこは、しかしどう見ても頼りになりそうにない。

「確か、クモ怪人さんだったべか」

「そうです……」

「アレだな、クモ怪人っつったら、こう、糸をビューッと吐き出して、すんごい速さで敵を倒すんだべ？　強そうでねぇか」

「は、はい……そうなんです」

　意外なことに、クモ怪人は否定しなかった。

「確かに、訓練ではいい成績を残せるんです。けど、実戦になるとどうもダメで……」

「あー、わかる、わかるべ。アガっちまうんか」

「いえ、そうでもないんです……」

「？」

「実戦で緊きん張ちようしないように投薬されているから、その点も平気なんです。たぶんスペックで言うならボク、結構強いと思うんです」

「したら、なんでそんなに緊張してるんだべ？」

　２号が聞いた話だと、クモ怪人は失敗続きの怪人としてＢＢ団でも有名だ。実際に一週間前にも敗北して帰ってきた。今日の態度を見て、これならまた失敗するかもと思っている２号。

　ところがクモ怪人の話は、そんな認識を少し変えざるを得えないものだった。

「あの……ボク、どうも実戦になると、悪い星が巡めぐって来くるというか……とにかく運が悪いんです。こないだの作戦は、ライトドライバーが実家に帰っている時を狙ねらって決行したんですが、ライトドライバーが忘れ物をして戻ってきてしまい、戦いになって……」

　クモ怪人は顔を両手で覆おおう。

「その前も、別の街の研究所にデイストーンを盗みに侵しん入にゆうしたら、たまたまその日、研究所の隣の家でバーベキュー大会があって、火事になって……しかもその場にいたのは消防戦士ウォーターガイでしたから、すぐに見つかって……」

「ついてねぇなぁ」

「初出撃の日は、お腹なか壊こわして出られませんでした……」

　クモ怪人の両手の指の隙すき間まから涙がこぼれる。彼もデイストーンを集める大たい義ぎの下もとにＢＢ団に入った同志だ。首領の叱責しつせきも怖こわいが、目的を果たせない辛つらさは誰にだってわかる。

　それに能力はあるのに活躍できない悔くやしさは、２号もよく知っている。

「あのなクモ怪人さん。そんなに気を張るこたねぇだ。オラたちなんて、毎日のほほんとしてっけど、誰も困んねぇぞ。んだから、もしも今度も失敗したら、ウチに来るといいだ。な？」

　クモ怪人の細い肩かたに手を置き、２号が優しく話しかける。

「んだども今度は上う手まくいくべ。なんたってウチらは、悪運だけは強い生活課だべ。もし何かあっても、きっと課長が助けてくれっから、心配すんな」

「は、はい……」

　震えるクモ怪人の元へ、コッペがちょこちょこと歩いてきた。手にはアイスのカップを持っている。

「これ、かちょーが、たべてって」

　２号は後部座席を見た。無理をして愛あい想そを振りまいているＱ三郎の背中が見える。やっぱり優しい人なのだ。

「はいっ」

　アイスを差し出すコッペの目は、これから血みどろの作戦が待っているとは思えないほどに澄すんでいた。ここはＢＢ団の改造車輛の中ではなく、普通の、ごく一般的な車の中――のような錯さつ覚かくが２号を微笑ほほえませる。

　それはクモ怪人も同様だったようで、最初はビックリしていたものの、やがておずおずとコッペのアイスを受け取る。

「あ、ありがとう……ございます……」

「おいしーよ」

　小さく微笑むコッペに、クモ怪人はスプーンでアイスをすくって食べてみせる。

「うん……おいしいです」

　コッペに向かって微笑ほほえむクモ怪人。２号は彼が笑うのを初めて見た。

　今まで自分がどんなに励ましても震えっぱなしだったのに、コッペの差し入れで、いとも簡単に緊張がほぐれるとは。やはりコッペはすごいなぁ、と２号は感心するのだった。

「はい」

　スプーンですくったアイスを、今度はコッペに食べさせるクモ怪人。

「おいしー」

「おいしいですよね。よかった」

　クモ怪人の震えは完全に止まっていた。まだ肌寒いこの時期、コッペとＱ三郎が持ってきた冷たいアイスがクモ怪人の心を温あたためたのだ。

『指令１０２２。ＢＢ団戦闘員に告つぐ。間もなく標的が作戦開始地点を通過する。各員、準備されたし』

　運転席の無線から声が聞こえてきた。

「出番ッスよ！」

「はい！」

　１号の呼びかけに、強い声で応じるクモ怪人。

　そして、続いて無線に別の声が割り込んできた。

『通じているか。こちらはブラック・ブリッツ首領』

「しゅ、首領！」

　無線をいじっていた１号が驚いて身を強こわばらせる。

『そこにクモ怪人はいるか』

「は、はい！」

　クモ怪人も硬直しながら、その重苦しい機械の声を拝はい聴ちようしていた。

『此この度たびの作戦、貴様の活躍に期待している。もう不運に屈することはない。今度こそは実力を見せつけてやるのだ！』

「もったいないお言葉……ありがとうございます！」

　クモ怪人は車の中でひざまずき、感動に打ち震えている。

『それからコッペはいるか』

「？」

　車内の全員が頭に疑問符を浮かべる。とてとてと無線の前に走り寄ってくるコッペに、１号もクモ怪人も場所を空あけた。

「しゅりょーさん？」

『うむ。このように会話をするのは初めてだな』

「はじめましてー」

　ちゃんと挨あい拶さつが言えたので、コッペの後ろで１号と２号がガッツポーズを取っていた。

『Ｑ三郎を信じよ。必ずや貴様を幸せにしてくれるだろう。では生活課の者達よ、健闘を祈る』

　それきり、無線は止まった。一同は安あん堵どのためいきをもらす。突然の嵐の襲しゆう来らいに、張りつめた緊張感がぷっつりと切れてしまったかのようだ。

「それじゃあ、今日は終了！　また買いに来てくれよ！」

　ちょうどお客をさばききったらしい。Ｑ三郎が後部座席を閉じて、後片づけを始める。それを２号とコッペが手伝っていると、Ｑ三郎は軽く伸びをしてクモ怪人を見た。

「クモ怪人。準備はいいか？」

「はい。やれます」

　気を取り直し、両りよう膝ひざを叩いて立ち上がると、クモ怪人の身体に斑まだらの紋もん様ようが浮かび上がる。デイストーンの力で改造された肉体は、禍まが々まがしい異い形ぎようの姿を持つことを宿命づけられているのだ。

「上部ハッチ、開くッス」

　１号が運転席のボタンを操作すると、サンルーフが開いた。まだ昼下がり、優しい陽光が車内に染しみこんでくる。

「もうすぐ出発ッス。あと三十秒……」

　ダッシュボードにかけられたモニターを凝ぎよう視しする１号。筋肉バカだが、このくらいの作業ができないようではブラック・ブリッツの構成員は名乗れない。

　カウントダウンを始める１号を見て、クモ怪人の身体がまた小さく震えた。

「クモ怪人さん、がんばるだよ！」

　２号がガッツポーズを取って応援する。

「がんばれー」

　それを真ま似ねして、コッペも応援した。

　クモ怪人は爽さわやかな笑顔で一礼すると、軽く身を屈かがめた。

「あと五秒……よん……さん………にぃ……いち…………アクション！」

　映画監督のような仕草で１号が叫ぶ。

　同時に、クモ怪人の姿が風と共に消えた。ものすごい跳ちよう躍やく力りよくで、サンルーフから飛び出したのだ。蜘く蛛もが獲え物ものを捕食する時のような素早い動きを遺い伝でん子し情報として組み込まれたのが、クモ怪人だ。

　上空に消えるクモ怪人を見送って、Ｑ三郎はダッシュボードのモニターを指さす。

「おいコッペ。よく見ておけよ」

　真しん剣けんな顔のＱ三郎に言われ、首をかしげるコッペ。

「俺達がどういう仕事をしてるのか、な」




　　　[image: ]




　空に舞まう。

「シャアッ！」

　建物を縫ぬうように飛ぶクモ怪人の口から吐はき出だされた糸が、商社ビルの十階の窓ガラスにへばりつく。クモ怪人の身体はその糸を中心に振り子のように回り、ビルを飛び越える。空に投げ出されたクモ怪人はまた糸を吐き、目の前のビルを足がかり（？）にする。

　映画好きの仲間に教わった移動方法だ。この手段を使ってから、他の怪人にも引けを取らない速度で目標に近づけるようになった。

　それなのに――いつもどこかで失敗してしまうのだ。

　待機地点のビルにへばりつき、虫のように両手両足を使って登って行くクモ怪人。

　眼下に高速道路が見えた。ビルから百メートルほど。この距離ならば糸を使わなくてもジャンプでたどり着ける。

　目をこらして遠くを見る。

　白いトラックが、数台の黒いトラックに追いかけられていた。白いトラックの側面には、この辺りを取り仕切るライトドライバーのマークが描かれていた。

　――あれだ。

　あの中にある、新兵器を奪うばうか、もしくは破壊すればいい。それだけだ。シンプルな作戦だ。失敗するはずない。絶対に成功する。

　白いトラックの行く先には、追っている黒い車と同じＢＢ団の装甲車輛が足止めのために待機している。すでに戦闘員部隊が周囲の人払いを行っているはずだ。

　罪のない人を傷つけるのは、クモ怪人もいやだった。できるならば、誰も傷つけずに目標のみに集中したい。そのために誰かを脅おどすのならば、喜んで異い形ぎようの姿になる。気の弱いクモ怪人にとって、この姿はなによりの力だった。

　白いトラックが、作戦地点を通り過ぎる。

「シャアーッ!!」

　壁かべを蹴けった。

　弾だん丸がんのように風を切り、高速道路に着地するクモ怪人。白いトラックの運転手には、クモ怪人が何もない空間からテレポートしたようにしか見えないかもしれない。

　急ブレーキをかけたトラックがクモ怪人に近づいてくる。

　クモ怪人は跳躍し、轢ひかれる前にトラックの上に乗った。

「ガァッ……！」

　クモ怪人の口から吐き出されるのは粘ねん糸しではなく、溶解液。強烈な酸さんがトラックの天てん井じようを溶かしてゆく。

「う、うわぁぁぁぁっ！　ブラック・ブリッツだ！」

　荷台の中から悲ひ鳴めいが聞こえた。

　そこには二人の研究者と、三人の護ご衛えいと、一台の大砲があった。

　クモ怪人の身長よりも長いあの大砲。先端に玉のついた銃身だけでも一メートル以上ある。トリガーから銃じゆう把はまでが異様に太く、そして衝撃と余波を逃がすためのスリットがいくつも取り付けられている。

　正義の味方とはいえ――あれを人間が携帯して使うのだ。恐ろしい技術だった。

「見つけた……ライトドライバーの新兵器！」

　今度こそ上手くいく。

　クモ怪人は拳こぶしを強く握にぎりしめた。
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　クモ怪人が奮ふん闘とうしている姿は、ダッシュボードのモニターにも映し出されていた。様々な角度から撮とられた映像は、ＢＢ団の情報課で解かい析せきされ、次の作戦や後の反省に生かすのだ。

　そのモニターを見ている生活課の四人。狭せまい運転席に頰ほおをくっつけ合うようにして集まっている。

「がんばってるじゃねーか、クモ怪人の奴」

　Ｑ三郎が満足そうに頷うなずいた。

　モニターの中のクモ怪人に向けて、護衛が銃を乱射するが、クモ怪人は素早い動きで銃弾を避よけ、口から吐いた粘糸で一人ずつ緊きん縛ばくしていく。絶叫がスピーカーから流れ、ブラック・ブリッツに対する呪じゆ詛その声が続いて聞こえてきた。

「クモさん、みんなのこといじめてるの？」

　悲しそうな顔で、コッペがモニターを指さした。

「ああそうだ。これがクモ怪人の仕事だ」

「こっぺのことも、いじめるの？」

「んなこたしねーよ。コッペは別だ」

「うん……」

　わずかながら、コッペもブラック・ブリッツの仕事が理解できたようだ。心にトゲが刺したような痛みはあるが、Ｑ三郎は満足していた。教育とはそういうものだと思っている。

「あっ！」

　１号の声に、Ｑ三郎の意識がモニターに戻った。

　クモ怪人が白いトラックの乗組員を全員捕ほ縛ばくし、いざうまい棒を奪おうとした時。

「そこまでだ！」

　カメラのマイクが小さな声を拾った。
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　白いトラックの荷台。名前のない大砲を前に、クモ怪人は歯は嚙がみする。

「くっ……強きよう攻こう策さくだから、来るとは思っていたが！」

　すぐに跳ちよう躍やくし、トラックの屋根に乗る。

　高速道路の進行方向、ＢＢ団の装甲車輛が何台も封ふう鎖さしている道路。

　悪魔はそこからやってきた。

　対戦車ロケットでも傷一つつかないＢＢ団の装甲車輛が、たった一撃で全て吹き飛んだ。ひっくりかえった車輛から、戦闘員が慌てて逃げ出す。

　逃げる戦闘員を追い越してこちらに向かってくる、一台の白い車。

　外見的にはセダンと変わらない。ただし車体両脇に取り付けられたプラズマ砲が際きわだっていた。四つのタイヤを軋きしませながら、まっすぐ白いトラックを目指している。キタダニ博士の最高傑けつ作さくの一つ「サタン」だ。

　そしてサタンのボンネットに仁王立ちしているのは――

「白き路みちの覇は者しや！　ライトドライバー、見けん参ざんっ！」

　純白の鎧よろいを身にまとった戦士。

　この町を守る、正義の味方。

「ライトドライバー……またしても！」

　クモ怪人は今までに四度作戦に失敗していたが、そのうちの二回はライトドライバーによるものだった。現時点でライトドライバーに勝てる者がＢＢ団にいないとは言え、基本的にＢＢ団の仕事は「正義の味方のスキをつく」ものなので、ここまで邪じや魔まされることが多いと誰だって嫌になってくる。

　前まえ口こう上じようをさえぎって、クモ怪人は飛んだ。すぐに口から粘糸を吐き、ライトドライバーの動きを封じようとする。

　だがライトドライバーは前進を止めない。

「サタン！」

　命令すると、サタンの両脇のプラズマ砲が火を噴ふいた。一門から放たれた光線はクモ怪人の糸を焼き切り、もう一方はクモ怪人本体を狙った。

「くうっ！」

　空中なので避けられない。

　クモ怪人はすぐに地面に向けて別の糸を吐き、吸い寄せられるようにして方向転換する。しかしプラズマを避けきれなかった。右腕が黒炭こくたんに変わる。

「ぎゃあっ！」

　倒れるクモ怪人に、影が重なる。

「トァッ！」

　ライトドライバーが跳躍した。空中から叩たたき潰つぶすようにしてパンチを浴あびせる。地面がめり込むほどの衝しよう撃げきがクモ怪人の頭上から尻に抜け、すぐに離り脱だつしたライトドライバーを追うようにして、サタンがクモ怪人を跳はね飛とばす。

「ぎゃあああっ！」

　人形のように倒れて動かなくなるクモ怪人。

「もう終わりか!?　ブラック・ブリッツ！」

　サタンのボンネットに飛び乗りながら、ライトドライバーは挑ちよう発はつする。

「まだだ……！」













　クモ怪人はなけなしの力を振ふり絞しぼって立ち上がる。しかし全身から緑色の血が噴き出し、右足も曲がっている。とても戦える状態ではない。

「我らブラック・ブリッツのために……コッペちゃんのために……負けない！」

　言葉をしゃべるたびに身体のどこかがギシギシと音を立てる。

　それでもクモ怪人は、今度こそ作戦を成功させようと敵に向かっていく。

『どうしますか、マスター』

　サタンが口をきいた。

　ライトドライバーは大おお袈げ裟さな仕し草ぐさでうなずくと、右手を前に伸ばした。

「よし……敵にしてはいい度ど胸きようだ。俺のエンジンもあったまってきたぜ」

　ライトドライバーの右手が光を帯おびる。光が収まると、その手には剣が握られていた。

「いくぜ……俺の最強技を見せてやる！」

　ライトドライバーが剣を振ると、その軌跡が白く輝いた。剣の柄つかからはエンジン音のようなものがうなりを上げている。

　あれが彼の最強の剣。エンジンの推すい力りよくでどんなものも叩き斬ってしまう豪剣。

　くらえば、ひとたまりもないだろう。

　しかしクモ怪人には避ける気はない。もとより避けられる体力すら残っていない。

　できることと言えば、彼と玉ぎよく砕さいすることのみ。

　ＢＢ団の全ての改造人間の体内には、こういう時のための爆薬が仕込まれているのだ。

　死ぬのは怖くなかった。ＢＢ団の大義のためだ。

　――さよなら。ありがとう、生活課の皆さん。

「いくぜ、ライトニング・プレッシャー！」

　ライトドライバーが走る。

「うおおおおおっ！」

　クモ怪人がそれに合わせて突とつ撃げきした。

　その時だった。




「うぉらあああああぁぁぁっ！」

　ものすごい急ブレーキの音と共に、ボンジュールアイスのバンが二者の間に割り込んできた。




　タイヤが擦すれてゴムの焼ける臭においが辺あたりに充満する。

「乗るだ！　クモ怪人さん！」

　開いた扉とびらから、２号が手をさしのべてきた。

「あ、あの、みなさん……」

　クモ怪人が躊ちゆう躇ちよしていると、

「早くしろ！　死にてーのか!?」

　助手席からＱ三郎の怒鳴り声が聞こえた。クモ怪人がそれでも足踏みしていると、ドアからコッペが飛び出してきて、有う無むを言わさずクモ怪人の身体を車の中に叩き込んだ。

「よっしゃ！　ナイスだコッペ！　出せ１号！」

「ガッテン！」

　来た時と同じようなスピンターンをして、ボンジュールアイスのバンが走り出す。

　剣の振りどころを失ったライトドライバーは、クモ怪人のように呆ぼう然ぜんとしていたがすくに状況を理解し、

「逃がすか！　追え、サタン！」

　と、サタンのボンネットに飛び乗った。

『やれやれ……守れたのだからそれでいいではないですか？』

　サタンは呆れたような声を出しながら、すぐにバンを追うためにアクセルをふかし始めた。
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　車内に転がり込むと、安心したのかクモ怪人は人間の姿に戻ってしまった。すでに車内のボンジュールアイスの機材は片づけられ、代わりにストレッチャーが置かれてあった。２号とＱ三郎がクモ怪人をその上に転ころがし、すぐに容よう態だいを見る。

　しかしＱ三郎は一目でわかってしまった。手遅れだ。

　体中の組織がズタズタにされている。Ｑ三郎の見立てでは、サタンのプラズマはクモ怪人に大したダメージは与えていない。ライトドライバーの鉄てつ拳けんがものすごい衝しよう撃げきだったのだ。たった一撃でここまでの威い力りよくを出せるのに、新兵器など要るのだろうか。

「おい、しっかりしやがれ！　気合いだ！」

　痛み止めの注射を打ち、クモ怪人の頰を叩くＱ三郎。

「もうすぐアジトへ帰れるからな！　医い療りよう課かが待ってるぞ！」

「あ……すみません……でした…………ボク……また……失敗……」

「だぁってろ！」

　押さえつけるようにしてクモ怪人を寝かせるＱ三郎。額には汗が浮かんでいる。手遅れだが、可能性が全くのゼロというわけではない。どうにかして基地まで持ちこたえられれば――

「クモさん！　クモさん！」

　傷だらけのクモ怪人の手を取って、コッペが泣きじゃくっている。

　知識は乏とぼしいコッペだが、今クモ怪人が危機的状況にあるということは充分に理解できているらしい。そして胸が青く光っている。今までにない反応だった。だがこの色が何を示すのか詮せん索さくしている時間はＱ三郎にはなかった。

「コッペ……ちゃん……」

「だめ！　クモさん！」

　戦闘用としての知識があるからだろうか。コッペは生死の境さかいをさまよっているクモ怪人の状態にとても敏びん感かんになっている。彼女の性格はプログラム途中だった。もしも完成していたら、死についても無感情な殺さつ戮りくロボットが生まれていたのだろうか。

　と、コッペがクモ怪人の胸に手をあてた。

「コッペ？」

　Ｑ三郎がなにをするのか問う前に、すでに効果が現れていた。

　手を中心にして、クモ怪人の身体に淡あわい緑色の光が広がってゆく。

「うう……」

　クモ怪人の表情が、みるみるうちに安らいだ。出血が止まり、傷がふさがってゆく。蛍けい光こう灯とうを直した時と一緒だ。まさか人体まで治せるとは。

　Ｑ三郎は考える。戦闘用の人工人間だ。作戦途中で自分が負ふ傷しようする可能性や、アプローチすべき目標が怪け我がをしている可能性だってある。だからこの能力が付ふ与よされているのか。

　しかし考える前に、Ｑ三郎の手が伸びていた。

「助かったぞ、コッペ。あとでアイス買ってやる」

「……うん！」

　Ｑ三郎になでられると、コッペは涙なみだ声ごえで、だが強くうなずいた。

『こちらＰ子です！　１号さん、聞こえますか!?』

　無線から聞き慣れた女性の声が。

「なんだよ、命令違反なら俺の独断ッスよ！　課長達は悪くないッスよ！」

『そこから二キロ直進した場所に、ブラック・ブリッツの特別輸送車を手配しました！　そこまで走れば安全です！　がんばって！』

「……オッケーイ！　感謝するッス！」

　１号がアクセルを踏みつけ、車はさらに加速する。

　とりあえずこれで安心だ。完全に治ったわけではないが、あとは基地で治ち療りようすれば完治するに違いない。Ｑ三郎が胸をなで下ろしていると、

「やばいべ！　来てる来てる、あの白いの来てるだ！」

　後部座席にいた２号が取り乱した声を上げた。

　後ろを振り向くと、車四つ分ほどの距離をあけてサタンが走っていた。

「止まれ！　ブラック・ブリッツ！　おまえらの悪あく行ぎようを見み逃のがしはしない！」

　ポーズを決めてこちらを指さすライトドライバー。なぜサタンのボンネットに乗っているのかは謎なぞだ。

「やばい！　振り切れ１号！」

「無理ッス！　この先、ずっと直線ッス！」

「なにぃ!?」

　特にチューンしていないＢＢ団の普通輸送車と、デイストーンを原動力としたスーパーカー。勝負するまでもない。すでにサタンの射程距離内だ。避けることもできない。

「覚悟しなっ！　撃てサタン！」

　ライトドライバーがこちらに指を向けると、サタンのプラズマ砲が火を噴いた。とっさに１号がハンドルを切らなければ直撃を受け、まるごとローストビーフになっていただろう。

　車体が大きく揺ゆれ、クモ怪人を乗せたストレッチャーが倒れる。

「ちくしょう！　あの変へん態たい白仮面が！」

　バンに積んであった銃を取り出そうと手を伸ばすＱ三郎。

　が、銃を置いたはずの場所にはなにもなかった。

　ドバン！

　激しい音が車内に轟とどろいた。

　音のした方――上を見ると、サンルーフが宙を舞っていた。

　そして、吹き飛んだサンルーフを追うように空を蹴り上げている赤色に輝くコッペ。

「コッペ！」

　Ｑ三郎が何か言うよりも早く、コッペはバンの屋根に着地すると、両手に持った拳銃を背後に向け、ためらわずに撃った。

　たった四発。その四発の弾丸はサタンの四つの車輪に狙ねらい違たがわず命中した。スーパーカーとはいっても、車輪はゴムのタイヤだ。そこを狙われたらイチコロだ。

「ぬおおおっ！」

　スピンするサタンの上で踊り出すライトドライバー。

『危険ですマスター。離り脱だつしてください』

「ちっくしょう！」

　サタンから飛び降りるライトドライバー。サタンはスピンを繰り返し、やがてその場に停車した。もう追ってくることはできない。

　しかし、これで終わりではなかった。

「クモさん、いじめた……！」

　最初に見せた赤色とは、一線を画かくしていた。今のコッペは、救急車のサイレンのように強い光を放っている。ふれたら火傷やけどしそうなほどの灼しやく熱ねつの色を。

　感情を殺した機械の顔で、コッペがバンから跳んだ。空中で回転しながら銃を乱射する。いや乱射ではない。正確にライトドライバーを狙っていた。一発撃つごとに反動でコッペの身体が回転する。踊るようにくるくると回転しながら、それでもコッペの銃は全すべてライトドライバーの装甲へ飛んでゆく。

「くっ！」

　諦あきらめていないのだろう、こちらに走りながら腕を眼前で交差させて銃弾を防ぐライトドライバー。あの白い鎧には普通の弾たまなど効きかない。

「止まれ、コッペ！」

　Ｑ三郎が叫ぶが、コッペはきかない。１号にバンを停車させ、すぐに来た道を戻らせようとするが、コッペはすでにアクションを始めていた。

　コッペが全ての弾を撃ち尽くすのと、着地するのはほぼ同時だった。銃を捨てると、ライトドライバーに向かって突進する。まるで起き爆ばく剤ざいに背中を押されたような初速で。

「な、なんだこの子は!?」

　驚きよう愕がくするライトドライバー。その一瞬の隙に、コッペの身体は彼に肉薄にくはくしていた。

「わあああああっ！」

　コッペの全力が込められたボディブローがライトドライバーの鳩尾みぞおちにクリーンヒットした。あの加速を載のせたコッペのパンチは、銃弾どころか砲弾よりも強いだろう。腹部の鎧にヒビが入り、衝撃が身体を伝い、鎧の背中が砕くだけ散ちる。

　全身に浸しん透とうしたダメージに耐えきれず、ライトドライバーはその場に崩くずれ落おちた。

「そ、そんな……俺、が……」

　まさかこんな子どもにやられるとは思っていなかっただろう。肉体的なダメージもさることながら、ライトドライバーの精神的ダメージはいかほどのものか。

「コッペ……」

　彼女が持つ力に、Ｑ三郎は改めて戦せん慄りつを感じていた。

　あの力が、本当に戦闘のみに使われていたら、今頃どうなっていたか。

「クモさん、いじめた！」

　同じ事を叫び、コッペがもう一度手を振り上げた。

　すでにライトドライバーに戦意はない。

　そしてコッペの拳は、一撃が必殺級。

「コッペ！」

　静止させようと、Ｑ三郎が叫ぶ。

　誰かがリアクションを起こす前に、コッペの身体が浮いた。

「あれ？」

　気の抜けた声を出すコッペ。その身体は太い粘糸によってがんじがらめにされていた。

　Ｑ三郎が隣を見ると、クモ怪人が立ち上がっていた。口から吐いた糸の先にコッペがいる。クモ怪人が軽く腹筋に力を込めると、掃除機のコードのようにコッペ付きの糸が巻き戻ってゆく。

　穴の開いた車の屋根から戻ってくるコッペ。

　Ｑ三郎は判断を誤あやまらなかった。

「出せ、１号！　全速力だ！」

「了解！」

　１号がアクセルを限界まで踏むと、ボンジュールアイスのバンは持てる力の全てを出し切らんばかりの勢いで道路を走り始めた。







　ライトドライバーとサタンは、自分の身に起きたことが信じられないとでも言いたげに、いつまでもその場に残っていた。やがて動けるようになったライトドライバーは、変身を解いて拳を道路に叩きつける。

「くっ……そぉっ！」

　革のジャケットを着た青年――車くるま崎ざきトオルは、見ず知らずの女の子にやられたという事実に打ちのめされていた。夢の世界の出来事ではない。最強を誇る白き騎き士しは、ただの少女にのされたのだ。

『マスター、研究所へ帰き還かんすることを提案します』

「うるさいっ！　追うぞ！　どこまでも追い続けてやる！」

　這はいながらサタンの運転席まで近づくトオル。

　しかしそこへ新たな人影が現れた。

「待つんだ！　車崎トオル！」

「誰だ？」

　声のした方を見ると、背後に五人組が立っていた。それぞれ、赤黒青黄桃の全身タイツを着た集団である。共通点は、全員が額に医者のような反射鏡をつけていることだ。

「おまえら……医い療りよう戦せん隊たいドクターファイブ！」

「車崎トオル、いやライトドライバー。相変わらず優すぐれた活かつ躍やくぶりだな」

　真ん中にいた赤いタイツ、ドクターレッドがポーズを決めながら宣せん言げんする。

「だがこの先は我々の管かん轄かつ地域だ。奴らを追うのは我々に任せてもらおう」

「ふざけるな！　ここまで来て……！」

　抗こう議ぎするトオルだが、

「五年前に制定された五ご箇か条じようのヒーロー協定を忘れたのか？　互いの領地への侵攻しんこうは、ヒーロー協定第二条『ヒーローは互いの正義を尊重しなければならない』に抵てい触しよくしてしまう。みんなが仲良く正義のために戦うには不可欠な約束事だ！」

「くっ……！」

　歯嚙みするトオルの元に、救急箱を持ったドクターピンクが駆け寄ってくる。彼女だけナース服をモチーフにしたタイツだった。

「だけど傷ついたヒーローを助けるのは当然のことよ。さあトオルさん、傷を見せて」

「……わかったよ」

　優しいその声に、トオルは顔を赤らめながら傷を見せる。消毒液が傷口に染しみるたびに声を出すトオルを見て、ドクターレッドは満足そうにうなずくのだった。
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　作戦自体は失敗だった。うまい棒はライトドライバーの手によって研究所に運ばれ、負傷した戦闘員も十二名にのぼった。装甲車も六台が大破した。損害だけ見ると、いつもの完敗ムードだ。

　しかしＢＢ団は盛り上がっていた。あの憎きライトドライバーに一ひと太た刀ち浴びせられる者がいたのだ。団員達はモニターをながめながら、誰だかよくわからないけどなんか小さくて強い女の子に惜おしみない拍手を浴びせた。

　ところが、唯ゆい一いつそれが気にくわない人間がいた。

　パン！

　広いＢＢ団の駐車場に、平手打ちの音が響き渡る。

　殴なぐられたコッペは、しばらく自分の頰に手をあてて、自分の身に何が起きたか確かめているようだ。

「二度とあんなことすんな！」

　怒りに震える声のＱ三郎。

　コッペは予想外の出来事にオロオロしながら、Ｑ三郎の白衣を摑つかむ。胸がまた光っていた。瀕ひん死しのクモ怪人を見た時のような、青色だ。

「こっぺ、がんばったよ……？」

「そういう問題じゃねぇ！　とにかくお前は二度と戦うな！　わかったな!?」

　返事も聞かずに踵きびすを返すＱ三郎。コッペの手が白衣から離れる。

「こっぺ、がんばったのに……」

　鼻をすする音が聞こえたが、Ｑ三郎は振り向かなかった。

　チカチカと明滅する青い光が、駐車場の壁に映し出される。

　コッペを慰なぐさめる１号と２号をよそに、Ｑ三郎は大股でその場を立ち去った。
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　重圧に支配されたかのような空気がただよっているのは、その部屋の中央に座すわっている鎧よろい姿すがたの男が原因だ。鎧にふさわしく、椅い子すまで豪ごう奢しやな細さい工くが施ほどこされている。特に背もたれの装そう飾しよくは凹おう凸とつが激しく、うっかりぶつかれば怪け我がをするだろう。

　世界でただ一人、その椅子に座ることを許された者――ＢビーＢビー団だん首しゆ領りようは、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて、眼前の男の報告を聞いていた。

「つーことで、今回のライトドライバーの出現は想定の範はん囲い内ないだったんだろ。そのくらい俺でも読めるぜ。どこのどいつだ、こんな作戦考えたの」

「貴様！　言葉が過ぎるぞ！」

　首領の周りにいるのは、ＢＢ団の幹かん部ぶ達。戦せん闘とう部ぶ、補ほ給きゆう部ぶの代表達が首領を中心にアーチ状に広がり、Ｑキユー三ざぶ郎ろうを取とり囲かこんでいた。

　名実共にＢＢ団を管理、運営する幹部達の姿は、暗い照明のためかぼやけて見える。まるで首領に寄より添そう影のように。

　対するＱ三郎は、面倒くさそうに耳クソをほじくっていた。

「だいたいよ、こんだけデカイ作戦だっつーのに、出撃する主力怪人がクモ怪人だけってのもおかしな話だろ。まだ使える怪人いたよな、確か？」

　Ｑ三郎の目は、闇やみに紛まぎれているはずの普通戦闘課の課長に向けられていた。

「それは――今回の作戦は、強ごう奪だつ作戦だ。ライトドライバーが来る前にクモ怪人が逃走すれば良かっただけの話ではないか。非ひは全すべてクモ怪人にある」

「はぁ？　アンタそれマジで言ってんのか？」

　小指についた耳クソを鼻息で吹き飛ばしながら、Ｑ三郎は苦く笑しようする。

「その話が本当だとすりゃ、クモ怪人はライトドライバーを撒まけるほどの速度があったってことだろ？　ここいらじゃ最速といわれてる、あのライトドライバーだぞ。どう考えたって、囮おとりか足止めが必要だっただろ。怪人ケチった言い訳にもならねーよ」

「なんだと……貴様、Ｑ三郎！」

「それともてめーら、Ｐピー子こがいなけりゃ作戦の修正もできない能のうなしどもか!?」

　鋭い目で普通戦闘課課長を睨にらみつけるＱ三郎。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が弾はじけそうな寸前、

『――もうよい』

　錆さびついた声が響いた。

『Ｑ三郎、普通戦闘課課長、双方の言い分は承しよう知ちした。クモ怪人の処断は私が行おこなう。すでに終わった作戦を蒸むし返かえすのは好このまぬ。反省と後こう悔かいは似にて非ひなるものだ』

　頰杖をついた姿勢から全まつたく動かず、しかし首領はその場の全員を一いつ瞬しゆんにして黙だまらせた。

　無機的なその態度は、何者にも動じぬ鉄の意志いしの表れなのだろうか。

『下がれ』

「はっ――」

　命令と同時に、首領の周りの幹部たちはゾロゾロと帰っていく。闇に溶けるように消える演出も乙おつだが、なにしろ出口が一つしかないので、必然的にそこから出るしかないのだ。

　そして、残ったのはＱ三郎と首領。

　Ｑ三郎も用がなくなったので帰ろうとしたが、

『……まだか？』

　と、質問が来た。

「……まだだよ」

『では、なんとかせよ』

「わーってるよ」

　目的語のない会話を終わらせると、Ｑ三郎は手を振りながら首領の前から去っていった。
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「どうも、その節はお世話になりました」

　ドアの向こうに立っている人物を見て、２号は破は顔がんした。

「クモ怪人さんでねーか。もう歩いて平気なんだべか？」

「ええ。まだ安静にしてたほうがいいんですけどね」

　クモ怪人は頭や腕に包帯を巻きつけて、松葉杖をついていた。それでも、明るい顔で生活課のオフィスまで歩いてこられたのだ。元気になったと考えていいだろう。

　本来ならば死んでもおかしくない傷だった。それが三日でここまで回復するとは、驚くほかない。コッペの力はＢＢ団の医い療りよう課かをも越えているようだ。

「コッペちゃんは、どこですか？」

　オフィスの中を覗のぞくクモ怪人。よく見れば手にアイスの袋が提さげられていた。

　しかし２号はなんと説明したものか迷う。

「あ～……んと、コッペちゃんは……」

　２号も首を回し、オフィスのどこかにいるであろうコッペを探す。コッペよりも先に筋トレをしている１号と目があった。

「１号、クモ怪人さんが来たべ」

「おおっ、クモ怪人じゃねーか！　もうイイのかい？」

　両手にバーベルを持ち、体中から汗を撒まき散ちらしながら、１号はクモ怪人に挨あい拶さつする。日課とはいえ、見苦しい。誰かがやめろと言っても、筋トレをしないと死んでしまう、と涙ながらに頼まれては了承するしかないのだが。

「はい、おかげさまで。えーと、コッペちゃんは……」

「ああ……あっちだよ」

　苦笑しながら１号が片方のバーベルで指し示した先は、ガラス張りの隣室だった。いつもはＱ三郎がなにかを実験する時に使っている。

　そこにコッペはいた。大量のぬいぐるみに囲まれながら、泣きじゃくっていた。涙でふやけたクマのぬいぐるみを抱きしめながら、声を出さずに静かに泣いていた。こないだ見せた戦闘モードの赤色とは対照的に、今は青色のサイレン状態だ。

　どうやら痛みやストレスとは違う、あやふやな恐怖――不安やとまどいなどの感情は青い色で表示されるらしい。その結果がどういう事態になるのかは誰も知らない。

「……やっぱり、こないだの一件が尾を引いてるんですか？」

　悲しそうな顔のクモ怪人。原因を作ったのは自分なのだ。負おい目めがあるのだろう。しかし２号にしてみれば、これはコッペやクモ怪人よりも、Ｑ三郎のほうが傷が深そうな気がする。

　そのＱ三郎は、現在オフィスにいない。三日前の一件以来、気がつけばフラリとどこかへ姿をくらますようになった。一体何をやっているのだろうか。

「じゃあボク、また来ます。これ皆さんで食べてください」

　クモ怪人が差し出したアイスを申し訳なさそうに受け取る２号。

「悪わりぃな。今度またゆっくり来るといいだよ」

「そうできればいいですけどね……」

　苦笑するクモ怪人。

　しまった、と２号は軽く舌を出す。クモ怪人は首領からのお咎とがめを待つ身なのだ。もしかしたら処刑されることも有り得る。二度と生活課に来られないかもしれないのだ。

「それでも来いよ！　みんな喜ぶからな！」

　部屋の奥で１号が声を張り上げた。彼も心配しているのだ。

「……はい」

　軽く礼をして、クモ怪人は去っていった。

　ドアが閉まると、２号はアイスをテーブルに置き、いつこれをコッペに食べさせたものかと迷まよう。すでに２号と１号が買ってきたアイスが冷蔵庫に大量に押し込められているのだ。コッペはアイスどころか何も口に入れずに、三日間泣き続けていた。

「こんな時に……課長はどこさ行ってるんだべ」

　ひとりごちる２号。

「そういや２号、おまえこれの出で所どころ知ってるか？」

　トレーニングを終えた１号が一枚の書類を持ってくる。

「なんだべ、これ」

「材料の発注書だ。デイストーン制せい御ぎよ装そう置ちやら、やたら硬い金属とか。兵器開発課のが混じってるのかとも思ったんだが、課長が発注したらしい」

「何作ろうとしてるんだろな……」

　１号も２号も揃そろって首をかしげる。Ｑ三郎の思考回路は非常にわかりやすいが、その才能は凡ぼん人じんにはわからない。もともとこういう分野には疎うといので、彼が何の目的で何を作ろうとしているのか想像もつかないのだった。

　と、そこへ、

「こんにち……わぁっ！」

　ドアが開き、同時にガンッという音が響ひびいた。振り返ると、果たしてそこにいたのはＰ子だった。どうやら勢いよく中に入ってこようとして、どこかに足の小指をぶつけたらしい。

「うぅ……」

「最近よく来るなぁ」

　同時に手を挙げて挨拶するふたり。Ｐ子は額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべたまま小さく手を挙げた。

「きゅっ……Ｑ三郎さんは、留る守すですか」

「そうなんスよね。最近は俺達の知らないところで作業してるみたいで」

「Ｐ子はなんか心当たりねぇのか？」

「そ、そうですね……」

　三つ編みの先せん端たんを指でいじりながら考えるＰ子。こうしてみれば普通の女の子に見えるのに。どうして彼女がＢＢ団にいるのか、１号も２号も知らなかった。そして２号の問いに答えずに、窓ガラスの向こうで泣いているコッペを見やる。

「まだ、あの調子なんですか？」

「んだ……課長もずっとコッペちゃんのことは無む視ししっぱなしで……」

「そうなんですかー」

　彼女がコッペのことを心配しているのはよくわかる。その証しよう拠こに、テーブルの上にクモ怪人が持ってきたものとは別にアイスが置かれていた。

　そんなＰ子は痛みから立ち直ると、すぐに手を叩いて、

「これは、気分転換てんかんが必要ですね！」

　と、あっさりと提案する。

「こんな暗くてじめじめしたところに、小さい子を押し込めるのは教育上よくありませんっ！　外の空気を吸わせれば、気分もきっとよくなりますよ！　１号さん、２号さん、Ｑ三郎さんの代わりに連れて行ってあげてくれませんか？」

「え、いや、そりゃもちろんいいけど……」

「首領には私から言っておきます！　私だってこのくらいのワガママはきくんですから」

　えっへん、と胸を反そらすＰ子に、１号も２号も顔を見合わせて喜ぶ。これは首領自みずから外出許可を出したも同然だ。普段めったな事では外で自由時間を過ごせない団員にとっては、とてもありがたい話だ。

「哨しよう戒かい任にん務むということにすれば、名目めいもくも立ちますしね。手続きは私の方でやっておきますから」

「Ｐ子……」

　１号が心しん底そこ意外な顔をする。

「おまえ、イイヤツだったんだな。ただの貧ひん乳にゆうじゃなかったんだな」

「余計なお世話ですっ！」

　手近な書類で１号の頭をひっぱたくＰ子。

「まったくもう……あ、それからＱ三郎さんが帰ってきたら、首領の所に出頭するように伝えといてくださいね。直じき々じきにお呼びがかかりましたので」

「了解っ！」

　嬉しさを隠そうともしない１号と２号に、Ｐ子は軽く苦笑しながら踵きびすを返した。

「ああっ、そうだＰ子！　聞きたいことがあるんだども！」

　ドアノブに手をかけるＰ子を２号が呼び止める。

「なんですかー？」

「そのぅ……クモ怪人さんのことなんだけんども……」

　２号の質問に、Ｐ子は沈ちん痛つうな表情で答える。

「クモ怪人さんは……もう戦闘課にはいられないでしょう。ケガの後遺症がありますから。新しい勤きん務む先さきが決まり次第、連絡しますから……」

「……そうッスか」

　肩を落とす二人。

「で、でもっ！　首領はクモ怪人さんの仕事を高く評価していましたよ！　ライトドライバーなんて、次元の違いすぎる相手を前に、逃げ出さずに立ち向かったなんて、すごいことです！　首領もそうおっしゃってました！　だから、悪いようにはなさいませんっ！　私が保証します！」

　その言葉に１号と２号の顔が明るくなる。

「それじゃ、コッペちゃんのこと頼みましたよ！」

　元気に笑うＰ子の後ろ姿がドアの向こうに消えても、しばらくの間ふたりはドアに敬礼し続けた。







　拙つたない表現力をなんとか駆く使しして、１号と２号は青いサイレン状態のコッペを説得しにかかった。最初はふたりの話を聞こうともしないコッペだったが、「外にアイスを食べに行こう」と聞いて耳がぴくんと動き、「基地にはない珍めずらしいアイスもあるよ」と聞いて身体を起こし（この時点で青い光も消えていた）、「ついでに綺き麗れいな洋服も買おう」と聞いて首を縦たてにブンブン振り始めた。

　そんなわけで、気合いとは裏うら腹はらに交こう渉しよう開始から二分でコッペを連れ出すことに成功した１号と２号。それぞれ滅多に着ないよそ行き用の服をタンスから引っ張り出して、ＢＢ団の基地を出たのだった。

「どうも、Ｐ子さんから直じき々じきに話がありました。ごゆっくり」

　守しゆ衛えいさんに手を振られて、三人はビルのエントランスをくぐる。

　ここは駅から少し離れた場所にある、商社ビルだ。ＢＢ団のダミー企業として存在している以外にも、地下通路からの出口の一つとして機能している。もちろん戦闘服のまま外に出るわけにはいかないので、偵てい察さつなどの任務のための出入り口としてよく使われるビルだ。

「ふぅ」

　ビルを出た途と端たん、大勢の人の熱気が２号の顔をなでる。今の彼はＴシャツの上にジャケットを羽は織おっている。アクセサリも何もないので、田舎から上京してきた青年のように見えた。

「よし、それじゃあ出発だ！　久しぶりだから、俺も燃えてきたぜー！」

　対する１号は、素す肌はだにオーバーオールという奇抜な恰好だ。まるでハリウッド映画のスターのようだ。ただし銀幕の外でこの姿を見るには、思考の柔じゆう軟なん性せいが要求されるかもしれない。似合っていることは似合っているのだが……。

「わーい！」

　そんな二人の手を握にぎり、ロズウェルの宇宙人のようにぶら下がっているコッペは、いつもどおりノースリーブの黒いワンピース。白い肌によく似合っている。心なしか彼女も気合いが入っているように見える。

　そこは三日前、ボンジュールアイスを売った場所とそう離れていなかった。少し歩くだけで例の繁はん華か街がいにたどり着くのだが、地図を見るにコッペが喜びそうな店はそことは逆方向にあると２号は判断した。

「よーし、それじゃ行くべか」

　２号がコッペの手を引くと、はぐれないようにしっかりと手を握りかえしてくる。

　反対の手は１号も握っているので、宇宙人捕ほ獲かくの構図がしばらく続きそうだった。１号は歩く速度をゆるめ、コッペの少し後ろを歩くように心がける。そうすれば町の様子が１号の巨体で遮さえぎられないからだ。

　巨体に似合わぬ１号の細こまかい気き配くばりに笑いそうになりながら、２号は前方を指さした。

「まずはあれだべ！　あすこのビルにあるアイス屋さんは、ＴＶに出るほどウマイって話だ！」

「たべたーい！」

　笑顔で二人の手を振るコッペ。

　すでにコッペの胸は青くも赤くもない。わずかだが喜びの黄色が灯っている。わかりやすい感情のバロメータだが、見ている方は気になってしまうのだ。

「んだば、突撃だべ！」

「おー！」

　元気よく走り出すコッペに、１号と２号が引きずられそうになる。ついつい忘れがちだが、本気になったコッペの腕力は１号に引けを取らないのだった。
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　そのころ生活課のオフィスでは。

「おい誰でもいいから、ちょっと飲み物買ってこい！　暑くて仕方ねぇ！」

　足でドアを開けるＱ三郎。白はく衣いまで汗でぐっしょりだった。手には書類やらビニール袋やらが大量に抱かかえられている。どこで何をしてきたのか。

　そんなＱ三郎と、Ｐ子がばったり出会った。

　誰もいないはずの生活課のオフィスに、ネコ耳をつけたＰ子が。

「あ、Ｑ三郎、さん……」

「…………」

　しばらく気まずい雰囲気。

　Ｐ子は何事もなかったかのように冷静を装よそおってネコ耳を取り外すと、それを机の上に置き、

「お、お茶いれてきますねー！　コーヒーと紅茶、どっちがいいですか」

　逃げるように走っていくＰ子の三つ編みをすかさず摑むＱ三郎。

「いたたたたっ！」

「ごまかすんじゃねぇよ！　ていうかお茶いれるな！　俺を毒殺する気か！」

「えー、最近は上う手まくなったんですよ。最近じゃ倒れる人も少ないですし」

「ゼロにしてから来い！」

「つまんないなぁ」

　Ｑ三郎はＰ子の三つ編みから手を離す。二人きりになると普段の慌あわてた雰ふん囲い気きが消え、ずいぶんリラックスした顔を見せるＰ子。

「というわけでＱ三郎さん、お茶」

「ったく……甘えんなっつの」

　そう言いつつも部屋の隅に行き、ヤカンをコンロの火にかけるＱ三郎。湯が沸わくと、ガラクタの山からマグカップと自分でブレンドしたコーヒーを取り出して、注ぎ始める。

「おまえ一人か？　他の奴はどこいった？」

　机に二つのコーヒーを置くと、Ｑ三郎はどっかりと椅子に座る。

「あれ、お砂糖ないの？」

「質問に答えたらくれてやる。ついでにネコ耳もいらんから持ってけ」

「うう、ネコ耳のことは忘れてください……彼らは任務中ですよ。私がお願いしました」

「勝手なことすんなよ！」

「勝手に出来る権限が私にはあるんですー。私が誰だか分かってます？」

「……ケッ。秘書ってのはいつから課長より偉えらくなったんだ」

「まーまー。今日中には戻ってくるから心配しないで」

「コッペも一緒か？」

「そーです。あらら、買ってきたアイスが無む駄だになっちゃいましたか？」

「うるせぇ！」

　いたずらっぽくクスクスと笑うＰから顔をそむけて、アイスの入った袋をあさっての方向に放り投げるＱ三郎。白衣を乱暴に脱ぎ捨てると、ズボンのポケットからタバコを取り出して火をつけた。そのまま手近な椅子にどっかりと腰をかけ、Ｐ子が投げてきた灰皿をキャッチする。

「じゃん」

　と、Ｐ子が取り出したのは煎せん餅べいの袋。

「お、気が利きくじゃねーか」

「ふふん。Ｑ三郎さんの好みはよく知ってますからね」

　うーん、と力を込めて煎餅の袋を開けようとするＰ子。しかし、思ったよりも開けにくいらしく、さんざんてこずったあげく、結局は泣きながらＱ三郎に袋を開けてもらった。

「……で、なにしに来た？」

　一枚目の煎餅を齧かじりながら問うＱ三郎。

「んーとですね。色々と言うつもりだったけど、もういいです。そのアイスの袋を見ただけで気が済んじゃいました」

「ちっ」

　舌打ちして煙を吐き出すＱ三郎。

「だけど一つだけ訊きかせてください。なんでコッペちゃんをぶったんです？」

「あ？　決まってんだろ。しつけだよ、しつけ」

「コッペちゃんは瀕ひん死しのクモ怪人さんを助けて、ライトドライバーに一ひと太た刀ち浴あびせた。褒ほめこそすれ、叱しかることはないと思いますよ。それがＢＢ団の、仮にも幹かん部ぶならばなおさらです」

「もう幹部じゃねぇよ。俺はコーヒーいれるのだけはそこそこの、ただの生活課のヒマ人だ。幹部ってのはいつも胃に穴が開いてる部長とかのことだろ」

「確かにコーヒーは美お味いしいですよ。あたし基本的にコーヒー飲めませんけど、Ｑ三郎さんのコーヒーは好きです。でもね」

　Ｐ子は淡々と続ける。

「計算してみたんですけど、コッペちゃんが殺人機械になれば、ＢＢ団が目的を達成できる時間が三年は短たん縮しゆくできるんです」

「……相変わらず、脳ミソの回転だけは早いな。俺の倍は博士号持ってるだけのことはあるな」

　珍しく褒ほめるＱ三郎だが、Ｐ子はそんな言葉も無視する。

「しつけというならむしろ褒めて正せいの強化を与えるべき事態であったはずですよね？」

「てめぇ、それ本気で言ってんのか？」

　灰皿にタバコを押しつけて、立ち上がるＱ三郎。

　鋭い視線を笑顔でかわすＰ子。しばらく経たって、コーヒーを美味しそうに一口飲んで、

「はい、Ｑ三郎さんの負けー」

　と、笑った。その屈くつ託たくのない笑みに、Ｑ三郎も自みずからの負けを認める。

「っくしょう……どうあっても俺の口から言わせたいわけか」

「わけです」

「だったら言ってやるよ。俺はコッペを戦闘機械にする気はねぇ。普通の人間として育て上げるつもりだ」

　溜ため息いき混まじりに告こつ解かいするＱ三郎。新しいタバコに火をつけ、煙けむりを吐はいた。よく見れば、空気清浄機のスイッチがいつの間にか入っていた。さすが腐くさっても秘書。細かいところで気の利く女だとＱ三郎は思う。

「つーかよ。普通に考えておかしいだろ？　なんで五歳かそこらのガキが拳銃の扱いに長たけてなくちゃならねぇんだ？　五歳っつったら、俺なんか近所のにーちゃんに連れられて、近くの沼でザリガニ取って焼いて食ってたぞ」

「それはそれで騒さわがしい幼年期ですね……ザリガニのお腹なかの筋って毒があるでしょ」

「だから食うたびに腹壊こわしてたのか……」

　真しん剣けんに考え込むＱ三郎に、Ｐ子は軽く頭を押さえる。

「とにかくだ。コッペには銃とか持たせないで、そーいうバカな想い出をたくさん作らせなくちゃならねぇんだよ。腹壊したっていいさ。人を殺すより数億倍マシだ。そのためなら平手打ちの一発くらいどってことねーよ。嫌われたって構わねー」

「それは元兵器開発課の課長としての意見ですか？」

「……大人としての義務だ」

「そですか」

　意味ありげに笑うＰ子に、

「おまえみたいに、いっつもヘラヘラ笑っててくれれば、俺も助かるんだけどな」

「あら、どうしてです？」

「コッペの表情、見たことあるだろ。チカチカ光りながら微笑ほほえんだり、泣いたりはするんだよ。だけど大笑いしたりはしないんだ。正の感情はひっこめて、負ふの感情は暴力に直結する。それじゃＡエーＩアイつきの兵器と大差ない」

「そうですね……それは教育っていうよりも、普段の生活で身についていくものですからね」

「おまえと逆だな。昔はムッツリした顔で本ばかり読んでたのによ」

「あの時はあの時で、それなりに楽しかったからいいんですっ」

　Ｑ三郎に指し摘てきされて、Ｐ子は唇くちびるをとんがらせて怒る。年以上に子供っぽい彼女を見ていると、つい頭をなでてあげたくなる衝しよう動どうに駆かられるのだ。それをするともっと怒おこるが。

　そんなＰ子が、小さく呟つぶやいた。

「まだ――兵器を作るのは苦にが手てですか？」

「苦手じゃねーよ。嫌いなんだ」

「人を殺すのは苦手なんですね」

「得意な方がどうかしてる」

「……やっぱりＱ三郎さんは、ＢＢ団にいて欲しい人材です」

「あぁ？　お前、今の会話のどこに適性を見いだしたんだ!?」

「ないしょですー」

　微笑むＰ子に何か言い返そうとするＱ三郎だったが、上う手まい言葉を思いつく前にタバコの火がフィルターまで届きそうになっていた。あわてて揉もみ消けす。

　椅子から立ち上がり、Ｑ三郎は大きく伸びをした。

「あーあ！　デイストーンなんてなくなっちまえばいいんだ！　そうすりゃ世界平和なんてあっという間だったのによ、コンチクショウ！」

　鬱屈うつくつした気分を吹き飛ばすような声で叫ぶＱ三郎に、

「そうしたらコッペちゃんも生まれませんよ」

　と冷静なツッコミを返すＰ子だった。

　言葉のないＱ三郎。視線を這はわせると、もう自分のコーヒーが空からになっていた。

「あ、私おかわり淹いれてきますよ」

「だから俺を殺す気かって訊いてるんだよ！　ネコ耳つけんぞ！」

「やーめーてー！」
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　双子のビルの一階と二階がショッピングモールとして繋つながっており、目的のアイス屋さんは一階の端にあった。平日ということで油断していたせいか、アイスを買うまでに十分ほど待たされた。

　どうもこのツインビルは駅前繁はん華か街がいと住宅街の境目にあるらしく、駅から来る客は一、二階のブティックやアクセサリー屋に、住宅街から来る奥様方は地下の食料品売り場に行くようだ。

「おいしぃー」

　ベンチに座すわりながら、信じられないという顔でアイスを食べるコッペ。

「そんなに美う味まいのか？」

「おいしーよー。きちでたべるのと、ちがう」

「そんなもんだべか……」

　半はん信しん半はん疑ぎでアイスにかぶりつく１号と２号だったが、

「うまい！」

　と同時に叫んでしまうほどのおいしさだった。確かにこれは雑誌で紹介されていてもおかしくない。ひょっとしてデイストーンでできているのではないか疑ってしまうほどだ。

　アイスはすぐに食べ終わり、コッペがおかわりを激しくねだったので、試ためしに１号がお金を持たせると、コッペは喜んでアイス屋に入っていった。すでに遅い時間なのか、行列はなかった。

「来てよかったな！　Ｐ子に感謝だ！」

　鼻はな息いきを荒くしながら、１号。

　たどたどしくカウンターのお姉さんに注文するコッペを見ながら、２号もうなずいた。コッペはなんとかコミュニケーションをはかってアイスを購入することに成功したようだ。

　満足げに帰ってくるコッペを、ふたりは笑顔で出迎える。こうしてみると、本当に自分たちの娘のように思えてくる。母親がいないのが目もつ下かの悩みだが。

「よし！　それじゃ次は服屋に突とつ撃げきだー！」

　１号がブティックのある方向を指さした時。

「キャーッ！」

「う、うわーっ！　強盗ごうとうだーっ！」

　ショッピングモールの方角から大勢の人が逃げてきた。そして銃声。さらに大きくなる悲ひ鳴めい。その悲鳴に混じって聞こえる叫び。

「ブラック・ブリッツだーっ！」

　１号も２号も確かに聞いた。

　お互い顔を見合わせて、首をかしげる。今日この場所でＢＢ団が活動する予定はなかったはずだ。

「コッペちゃん、ここにいてくれ」

　１号がコッペを持ち上げて、むりやりベンチに座らせる。その間に、２号は声のした方へ走っていた。すぐに後ろから１号が追いかける。

　先に進めば進むほど、人の波が増えてくる。現場にたどり着く頃には数十人の人混みをかき分けなくてはならなかった。

「おらぁ!!　あるモン全部だせ！」

　たどり着いたそこは、ショッピングモールにある宝石店だった。人垣に囲まれたその宝石店の中では、数人の男達が白はく昼ちゆう堂どう々どう、女性店員を人ひと質じちにとって宝石を袋ふくろに詰つめていた。

「俺達はブラック・ブリッツだ！　もたもたしてっと、改造人間呼ぶぞ！」

　女性を人質に取っていた男が、天てん井じように銃を乱らん射しやする。その音に人々が地面に伏せたおかげで、１号と２号にも犯人の姿がよく見えた。

　黒いライダースーツに黒いヘルメット。どうみても偽にせ物ものだ。

　ごくたまにこういう輩やからが現れるのだ。その事に関してＢＢ団はなにも言わないので、世間の人達は全すべてＢＢ団の仕し業わざだと思っている。

「どうするべ、１号」

「このままほっとくのもアレだしな。首領の顔に泥どろを塗ぬることになるし」

「んだな。サクッと終わらせるべ」

　ふたりは指の骨をボキボキと鳴らしながら、人混みをかき分け宝石店に入っていった。
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　ひとりベンチで待たされているコッペ。

　１号と２号がなにか危険なことから自分やいろんな人を守ろうとするために走っていったのは理解できた。でも、具体的に何をやっているのかはわからない。

　なので、普通にアイスを食べていれば戻ってくるだろうと思っていた。

「まだかなぁ……」

　ベンチで足をばたつかせながら二人の帰き還かんを待つコッペ。退たい屈くつはさらに強まり、一人でどこかに遊びに行きたい気になってくる。

　そこへ、大量の人間が現れた。なにやら大声をあげながらみんな出口に向かって走っていく。あっちになにか楽しいものでもあるのだろうか。

「おいお嬢じようちゃん！　早く逃げなさい！」

　いきなり誰かに手を引かれた。なにが起きたのか理解する前に、あれよあれよと引きずられてゆく。コッペが見る限り、自分の手を引いている男の人は悪い人ではなさそうだ。Ｋケイ次じ郎ろうやＱ三郎などの表情から学んだのだろうか。コッペは人の表情でだいたいの性格がわかるのだった。

「あ、あれっ……」

　気がつけばいつの間にか、手を引いてくれた人とはぐれてしまっていた。この場で立ち止まるのは良くないと直感的に判断したコッペは、人の波に乗ってゆらゆらと進んでいくうちに、ショッピングモールの出口から吐き出されてしまった。

　思い思いの方向へ逃げ出してゆく人。しばらく流された後、コッペはその中心でようやく立ち止まることができた。

「ここ、どこだろ……」

　いつのまにかコッペはショッピングモールを出て、住宅街にひとりぼっちで立っていた。かなり遠くまで流されてしまったようだ。遠くの方から騒さわぐ声が聞こえるが、今コッペの周りにはショッピングモールへ向かっている野や次じ馬うまがちらほら見えるだけだ。

　胸がとまどいの青い光を放つ。

「かえらなきゃ」

　早く元の場所に戻らないと。１号と２号があそこで待っていろと言ったのだ。

　コッペが歩き出そうと足を前に出したところで、

「あら、あなた一人でどうしたの」

　親切そうなおばさんが話しかけてきた。

「お父さんやお母さんは？」

　身を屈かがめて目線をコッペに合わせるおばさん。

「……あのね、こっぺ、みんなのところにかえらなきゃいけないの」

「あら。それは大変ね。住所とか電話番号とかわかる？」

　コッペは正直に首を振る。

　おばさんが困ったように顎あごに手をあてていると、一台のバスが二人の脇わきに停車した。運転席の窓から運転手のおじさんが顔を出す。

「先生、なんかブラック・ブリッツが来てるみたいだから、その子と一緒に戻ってはどうですか？　向こうで住所とか聞いて、ご両親か警けい察さつに引き取ってもらいましょうよ」

「そうね。ここは危険だから、そうしましょうか」

　と、おばさんはコッペの手をひいてバスに乗り込む。

「さ、ここは危ないから、おばさんについていらっしゃい」

　コッペは最初なにがなにやらわからなかったが、優しそうなおばさんの笑顔を見て「この人と一緒に行けば大丈夫」だと判断したのだろう。

「うん、いく！」

　元気よく返事をして、バスに乗り込んだ。

　そのバスにはコッペと同じくらいの年齢の子どもがたくさん乗っており、バスの側面には「かすみ幼よう稚ち園えん」と書かれていた。

　おばさんが手を叩いて子ども達に言い聞かせる。

「さぁみんな。ここはブラック・ブリッツが出るからすぐに出発しましょう！　この子も一緒に避ひ難なんさせるけど、みんな仲良くするのよー！」

「はーい、せんせー！」

　子供達の大きな返事にコッペは多少たじろいだが、「仲良くしてくれる」というおばさんの言葉に、ちょっと期待するのだった。

「さあ、出発しますよー！」

　運転手のおじさんがアクセルを踏ふみ、かすみ幼稚園の園児達をのせたバスはＢＢ団から避難するために勢いよく走り出したのだった。
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「死ねぇっ！」

「１号、そっちどうだべか？」

　ナイフで切りつけてくる男を軽くかわして、２号は１号に呼びかけた。すでに立っている人間よりも倒れている人間の方が多い。

「おう、まぁなんとか……」

　笑っている１号の後ろから、ヘルメットの男が突進してくる。男が持っていたナイフは１号の背中に突き刺さった――

「いってぇなこんちくしょう！」

　かと思いきや、ナイフの方が折れ曲がっていた。ナイフと頑丈な背中を見比べていた男は、１号の右腕一本で投げ飛ばされ、そのまま壁に叩きつけられて気を失った。

「な、なんだ、なんなんだおまえら……！」

　２号と対たい峙じしていた男が怯おびえながら問いかける。

「ウチの戦闘服はシロートが使っとる刃物なんざ効かねぇだよ」

「せ、戦闘服……？　まさか、おまえら！」

　２号がジャケットの襟えりを広げ、Ｔシャツの下に着込んでいる黒タイツを見せる。ようやく自分が何者と戦っているか気づいた男。すぐにナイフを捨てて、倒れている仲間が持っていた拳けん銃じゆうを拾い上げる。

「う、うわああああっ！」

「あーあ、震ふるえちまって。情けねぇなぁ、最近の若ぇモンは」

　ためらわずに男は銃を連射したが、わずか五メートルの距離にいる２号には一発もあたらない。それどころか２号は、軽く首や肩を動かして銃弾を避けてすらいる。

「よっと」

　荷物を取り扱う感じで、男の腕をひねり上げる２号。男は悲ひ鳴めいをあげて拳銃を捨て、泣きながら降こう参さんする。

　見ればさっきまで戦意のあった者も、すべて１号がなぎ倒してしまったようだ。のほほんとしている２号はともかく、筋肉バカの１号が三人ほどまとめて持ち上げたところを見れば、勝ち目がないと悟さとってくれるだろう。

　店にあったロープで犯人を縛り上げていると、

「あ、ありがとうございました！　あなた達は英雄です！」

　店の支配人と従業員たちが、そろって頭を下げていた。

　２号が隣を見ると、たぶん今自分もしているであろう複雑な表情の１号がいた。

「どうかお名前を！」

「名前はちっと困るべ……」

　どうしたものかと頰ほおを掻かいていると、ふと、窓の外の景色が見えた。パトカーが集まってきている。早めに逃げた方が良さそうだ。

　だがパトカーの向こう、住宅街を横切る大きな道を走るバスを目にした瞬間、２号の表情が変わった。

「――今の、まさか……」

　一瞬だったが、幼稚園バスの中にお団子頭で黒いワンピースの女の子が見えた。２号の動体視力が確かならば、アレはどう考えても――

「１号、ちぃとここ頼むべ！」

「え、オイ、２号!?　どーすんだよ!?」

　１号の情けない反論を無視して、２号は全速力でダッシュした。それは百メートルを六秒で走りぬけるほどの猛スピードだったが、人目を気にしてはいられなかった。

　人をかき分け、アイスクリーム屋の前のベンチにたどりつくまで一分もかからない。２号の悪い予感通り、そのベンチにコッペはいなかった。

「まずいべ！」

　叫びながら走る。

　ショッピングモールを出て、バスが通ったと思われる方向へ。今ならＢＢ団出現の騒ぎで道路が混んでいるはずだ。まだ追いつける。

「コッペちゃーん！」

　大声で呼びながら走る２号に道行く人達が振り向くが、２号は周りなど見ていない。バスが走っていった道をひたすら追いかけている。やがて渋じゆう滞たいが徐じよ々じよに緩かん和わされ、車のスピードも上がってくる。

　五分も走ると、道が広くなってきた。県道か国道だろうか。四車線の道のど真ん中を走る、黄色い幼稚園バスを発見した。赤信号で停車している。今なら間に合う。

「コッペちゃ～ん！」

　体力の限界などタンスの中に置き忘れてきたかのように、２号は速度を上げた。歩行者信号が点滅している。そろそろバスが走り出してしまう。

　だが、運の悪いことに目の前の歩道で工事をやっていた。

　通れないことはない。しかし全速力で走るには邪魔だった。

「すまねぇ！」

　路上駐車している車を跳とび箱ばこの要領で飛び越え、車道に出る２号。後ろを走る車が急ブレーキをかけ、トラックの運ちゃんが怒ど鳴なり散ちらすが、２号はバスを追い続ける。

　信号が青に変わり、バスが出発した。

「ああっ！　いたべ！」

　後部座席で園児と一緒にジャンケンで遊んでいるお団子頭の女の子。

「コッペちゃあ―――ん！」

　全力で叫んだが、コッペは気づかない。

　そうこうしている間にバスはスピードを上げる。バスの前には車がなく、制限時速ギリギリまで出しても余裕だ。真後ろを走る２号との距離がどんどん離れていく。

「ど、どうすっべ……」

　きっと幼稚園の先生か誰かが、ひとりぼっちのコッペを保ほ護ごしてくれたのだ。それ自体はとてもありがたい。しかしコッペはブラック・ブリッツの構成員だ。どこから秘密が漏もれるかわからない。

　一応、これでも秘密組織なのだ。

　もしもコッペがブラック・ブリッツのことをしゃべったとしたら、１号も２号も、Ｑ三郎でさえ処しよ罰ばつを受けなくてはならない。そうなったらコッペは悲しむだろう。処刑でもされたら、これからコッペはどうすればいいのだ。

「仕方ねぇ……これしかねぇか……！」

　本当はとてもイヤだった。

　コッペが怖がるかもしれないから。

　だけど、コッペを取り戻すには、この方法しかなかった。

「うぅ……うううぅぅぅ……！」

　２号はジャケットを脱ぎ捨てた。中のＴシャツとタイツはすでに汗まみれだ。

　その服が破れた。ズボンもぱんぱんに膨ふくれあがり、破れた箇か所しよから黒い体毛が生えだしてくる。髪の毛がみるみるうちに伸び、顔の形が変形する。細い目の奥が、青白い光を帯びる。

「うぁぁぁぁ……！」

　口から長い牙きばがはえた。

　爪つめも刃は物もののように尖る。

　身体が丸まり、足の筋肉が伸びる。

　そして２号は人間の身体を捨てた。

「ガアアアァァァァァァァァ!!」

　全身を黒い体毛で覆おおわれた黒くろ豹ひようがそこにいた。

　改造人間パンサー怪人。それが２号の昔の名前だった。

　四本の足を使い、時速八十キロ以上の速さでバスに近づいていく。

「コッペちゃあぁぁぁぁぁぁん!!　待ってけろぉぉぉぉぉ!!」













　２号の変へん貌ぼうに周りの車が気づき、急ブレーキを踏む。道行く人々が驚き、指を差す。誰かが大声で悲鳴をあげる。ブレーキを踏ふみ損そこねた車が前の車に衝しよう突とつする。

　それでも２号は前のバスから目を離さなかった。

　醜みにくい異い形ぎようの身体で、コッペを追う。







　当然、その恐きよう怖ふはバスにも伝でん染せんした。

　サイドミラーを見ていたバスの運転手が、突然現れたＢＢ団の怪人に叫ぶ。

「う、うわぁっ！　ブ、ブ、ブラック・ブリッツだぁっ！」

　その声に先生も生徒も後ろを振り向く。

　そこにはこのバスを追いかけて疾しつ走そうする黒い怪人の姿が。爪が地面をえぐり、牙の生えた口がバスを一飲みにしようと大きく開けられる。

「このバスを狙ってるの？　どうして!?」

「きゃあーっ！」

　たちまちバスの中は大パニックになった。

　ただ一人、後部座席に座っていた少女が、

「にごう……？」

　と首をかしげるだけだった。

　怪人モードになると、肉体機能が爆発的に向上する。筋肉、内ない臓ぞう、新しん陳ちん代たい謝しや、視力、三さん半はん規き管かん、それら全てが常人の数十倍の能力を持つようになる。加えて、動物の遺い伝でん子しが組み込まれているため、その動物の特性を身につけることができる。

　黒豹の遺伝子を持つ２号は、強くなった筋肉に加えて、野生動物の柔じゆう軟なん性せいと素早さを身につけたハイスピードランナーになることができるのだ。その上何時間走っても疲つかれないという、驚きよう異いの乳にゆう酸さん分解能力まである。

「コッペちゃぁ～ん！」

　その全ての能力を幼稚園バスを追うためだけに使ったのだから、すぐに追いつけるというものだ。あっという間に２号は幼稚園バスと併へい走そうする形になった。

　このままコッペを連れ去って、警察や正義の味方が来る前にトンズラだ。

「よし、ちっと失礼するだ」

　疾走しながら２号が窓ガラスに手をかけた時だった。

「――ッ！」

　壁に激突げきとつしたような衝撃が２号を吹き飛ばした。三メートルほどの中空をきりもみ状に回転しながら飛ばされる２号。その間にバスはスピードを上げ、視界の彼方かなたへ走り去ってしまう。

「コ、コッペちゃん……！」

　しかしさすが強化された改造人間。すぐに立ち上り、再度バスを追いかけようとする。

「待て！　ブラック・ブリッツ！」

　２号を襲ったのは、車だった。幼稚園バスの対向車線から、スレスレまで迫った白い自動車が２号を跳ね飛ばしたのだ。

　交通事故の犯人は、ライトドライバーの愛車、サタンだった。

　――早すぎるべ！

　サタンの運転席から転がり出てきたのは、先日会ったばかりのライトドライバー。傷はすでに完治したのか、動きに乱れは見あたらなかった。

「また現れやがったな、ブラック・ブリッツ。悪いが、今日の俺はかなりイラついてるぜ……！」

　無視してコッペを追うか、ライトドライバーと戦うか迷う２号。しかしサタンの速さは時速三百キロを余裕で超える。とても野生の力で逃げ切れる速さではない。

　――でも、なんとかしねぇとコッペちゃんが……！

「おらぁっ！　よそ見してんじゃねぇっ！」

　コッペの乗ったバスとサタンを見比べている間にも、ライトドライバーは襲おそいかかってくる。今度は例のエンジン剣を最初から出したままだ。

　慌あわてて剣を避ける２号。

「っ!?」

　完全に避けたはずなのに、２号の頰が切れた。衝撃波か何かだろうか。と、思っていると、２号の後ろに停めてあった違い法ほう駐ちゆう車しやの車が爆発する。やはり見えない何かを飛ばしているのだ。

　――やっぱ、デイストーンの武器は違うだ……。

　逃げても無む駄だ、戦っても勝てるかどうか。絶せつ体たい絶ぜつ命めいのピンチだが、この時点で２号の選せん択たく肢しは限られていた。すでにライトドライバーは戦闘態たい勢せいにあるのだ。ならば少しでもダメージを与えて、逃げ道を考えるのが上じよう策さく。

　歩道に人が集まってくる。

　さながら、この道路全体がリングになったようだ。

　――やるしか、ねぇべ！

　２号が跳ちよう躍やくした。普通の人間ならばかき消えたように見えただろう。しかしライトドライバーはしっかりと捉とらえていた。正面から跳んでくる２号の爪を剣で防ぐ。続けて放った２号の蹴りは、白い鎧に遮さえぎられてしまった。

　――いってぇ！

　顔は冷静だが、心の中でのたうち回る２号。だが攻撃は終わらない。軽快なステップでライトドライバーの後ろに回り込むと、掌しよう底ていを叩き込む。

「ぐっ！」

　軽くふらつくライトドライバー。少しは効いている。

　後ろに振りかぶった剣をバックステップでかわす２号。そこへサタンのプラズマ砲が撃ち出されるが、バック転して回かい避ひした。目標を失ったプラズマ砲は道路に当たって爆発する。ギャラリーから悲鳴があがった。

　どうやらスピードでは向こうを圧倒しているようだ。最高速度ではサタンにかなわないが、小回りならば。

「この野郎！　ちょこまかと！」

　ライトドライバーの剣が唸うなりを上げた。エンジンの回転数が上がったようだ。

「サタン！　ここは俺に任せて、あのバスを追ってくれ！　きっとブラック・ブリッツに狙われてる人がいるはずだ！」

『了解しました』

　サタンはその場で方向転換すると、デコボコに穴の開いた道路を走り去ってゆく。サタンのファンの何人かがバイクや自転車でサタンを追い始める。

　――これで、なんとか……。

　２号が安心していると、

「これで勝てるようになった、なんて思ってねぇだろうな？」

　剣をこちらに突きつけてライトドライバーが顎を上げた。鎧の背部から煙を吹き出している。

　２号は全力で否定したかった。逃げられればそれで良いのに。

　焦あせっている２号に向かって、ライトドライバーが突進してきた。さきほどよりも格段にスピードが上がっている。

「うっ！」

　爪でかわそうと思ったが、それすら間に合わなかった。肩が斬きられ、血が噴き出した。速度だけじゃない。威い力りよくも上がっている。

「ガアアアアアッ！」

　痛む肩を無視して、２号はライトドライバーに組みついた。そのまま首筋に牙を立てる。野獣の顎の力で肩口を嚙みちぎり、そのまま喉のど笛ぶえに食らいつこうとする。

「トァッ！」

　ライトドライバーの蹴りが２号の鳩尾みぞおちに当たる。吹き飛ばされた２号の口から、血がしたたり落ちた。

「フーッ……フーッ…………！」

「おまえ、強いな……最初は拳法家かと思ったけど、いきなり無茶苦茶しやがる」

　それは必死だったからだ。戦術なんて全然知らない。訓練で教わった格闘術だけでは通用しないと思ったし、あの時あの状況でできることと言えば、これしかなかったのだ。

「ブラック・ブリッツは雑ざ魚こだらけだと思っていたが……考えを改めなきゃいけないな」

　強がりなのか本気なのか、２号にはわからない。

　しかし肩の傷が痛むのか、ライトドライバーもふらついている。今なら逃げ出すこともできるかもしれない。

　２号がわずかに気を緩ゆるめた瞬間だった。

「しゃーねぇ。アレを使ってみるか……」

　ライトドライバーの左手がなにもない空間を摑む。

「ＤデイーＤデイーナビゲーションシステム、スタンバイ。座標１２５、３６、１４７。『デイライト・カノン』プロシード」

　ブツブツと呟くライトドライバーの左手の先から、何かが出現した。まるで空中にチャックがあるかのように割れた空間から、白く長いものが這い出してきた。長く、太く、白く、そして雄お々おしいフォルムのそれは――

「う、うまい棒!?」

「なんだようまい棒って！　こいつは『デイライト・カノン』って名前だ！」

　全長一メートル以上の大砲を構かまえながら抗こう議ぎするライトドライバー。

「そういや、お前がしゃべるの初めて聞いたな……改造人間って、けっこうおしゃべりな奴多いのに」

　余計なお世話だ、と２号は思う。

　あまりしゃべらないのは理由があるのだ。

　そして当面の問題はそこではない。あのデイライト・カノン――うまい棒をライトドライバーが手にしているという事実。

　デイストーンの力をそのまま攻撃エネルギーに変換へんかんする装置。Ｑ三郎が言っていた。あれをフルチャージで撃ったら地球を破は壊かいできると。

「俺も初めて使うが……悪く思うなよ、ブラック・ブリッツ！」

　ライトドライバーがうまい棒を両手に持ち、砲口――玉のようなものをこちらに向けてくる。その玉を見た瞬間、背せ筋すじが凍こおりつくような恐怖が２号の全身を突き抜けた。本能で感じる、生命の恐怖。

　すぐに２号は背中を見せて逃げ出した。

「逃がすかっ！　ハーフ・チャージ！」

　うまい棒の先端の玉に白い光が集中していく。その光は付近一帯を白く染めるほど強烈で、サングラスをかけていないギャラリーは全員目を覆った。

「デイライト・カノン、発射！」

　ライトドライバーが叫んだ直後だった。




　背中を向けて走っている２号の前を、何かが通り過ぎた。

　それは逆放物線を描いて空に昇ってゆく。

　次の瞬間、太陽が二つになった。




　激しい轟ごう音おんと、網もう膜まくを焼やき尽つくす閃せん光こうが生しようじた。

　２号の目の前に停車していた車は残らず吹き飛ばされ、砲ほう弾だんの衝撃波でビルの窓ガラスが全て割れた。信号機がドロドロに溶け、地面の一部が蒸じよう発はつしていた。

　これがデイストーンの力。この世の全てを変えた力。文字通り、その力は付近一帯を粉々に破壊していた。突風で倒れたギャラリーがうめき声を上げる。ライトドライバーのことだ、死者が出ないように威い力りよくと方向を調整してあるに違いない。

「こりゃ……なんて威力だ……」

　煙を上げる砲ほう身しんを見ながら、ライトドライバーが呟いた。
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「遅おせぇな、あいつら……」

　時刻は午後五時半。

　生活課のオフィスでひとり黙もく々もくと仕事をしていたＱ三郎は、新しいタバコに火をつけると背もたれに身体を預けた。

　机の上には大量の書類。１号と２号の分もある。たった今、その全てをようやく片づけたところだ。頑張ればなんとかなるものである。

「あっちの方の続きやるかな」

　立ち上がり、オフィスを出るＱ三郎。

　無人の生活課オフィスに、換かん気き扇せんの回る音だけが響く。

　そんなオフィスが、一瞬にして真っ赤に染そまった。

　緊きん急きゆう警けい報ほうのアラームが鳴り響く。

『現在、ライトドライバーとブラック・ブリッツが交戦中。調査の上、第一応援部隊は出撃準備。医療課はセクター１で待機。総員、戦闘準備を――』

　スピーカーから流れる声は、Ｑ三郎の耳には届かないままむなしく響き続けた。
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「ここまで逃げれば安心ですね」

　かすみ幼稚園の正門前で、幼稚園バスの運転手がホッとした表情でブレーキを踏んだ。かるく傾かたむく身体を保母さんに預けたコッペは、さきほど見た自分を追いかけてくる２号のことを思い出していた。

「だいじょうぶ？」

　優しく尋たずねる保母さんに、コッペは無言でうなずいた。

　と、その時、幼稚園バスを追ってくる車があった。白いその車を見て、園児達は２号を見た時と正反対の声を上げる。

「わー、サタンだー！」

「せいぎのみかただー！」

　ライトドライバーの車、サタンはバスの真横に停車すると、運転手に話しかけた。

『今日は危ないところでした。ブラック・ブリッツの怪人はマスターが相手をしておりますので、もう安心です』

「そうですか！　よかった！」

『ときに、このバスにブラック・ブリッツに追われる可能性のある人はいますか？』

　率そつ直ちよくに尋ねるサタンに、運転手は保母さんを見る。保母さんもわずかに考えて、コッペを見るのだった。

　コッペは不思議そうに首をかしげている。どうしてこの間クモ怪人をいじめた車が友好的に話しかけているのだろう。悪い車ではなかったのか。

「ねぇあなた、もしかしてブラック・ブリッツに追いかけられる事に、心当たりある？」

　保母さんの言葉を頭の中で吟ぎん味みするコッペ。

　追われている。ということは、やはりあれは２号だ。２号が迎えにきてくれたのだ。

「うん」

　コッペは素直にそう返事した。

「あなた、どうしてそんな……」

　保母さんが悲しそうな顔でコッペを見るが、コッペはやっぱりわからない。

『ではその少女はこちらで保護します。どうぞ、お乗り下さい』

　サタンの後部座席が開く。乗れば２号の所へ連れて行ってくれるのだろうか、とコッペは心配になった。

「にごうは……？」

『ニゴウ？　それは人の名前ですか？　該がい当とうデータがありません』

「こっぺ、にごうたちまってる……」

『それでしたら、やはり我が研究所へいらしてください。うちのコンピュータで検索すれば、すぐにそのニゴウという人が見つかりますよ。なんたって、私を作った万能コンピュータですからね』

　えっへん、と胸を張るように答えるサタン。

　コッペにはよくわからなかったが、どうやらこの車さんが２号を見つけてくれると解かい釈しやくしたようだ。

「よかったわね、えーと、コッペちゃんだっけ」

　保母さんが嬉しそうにコッペの肩に手を置くので、

「うん」

　と、コッペも笑った。

「はやく、にごうたちとおかいもののつづきするの」

『それはいいですね。ニゴウさんと合流したら、良いお店のデータも提供しましょう』

「それでね、かちょーに『おみやげ』かうの！　そしたら、かちょーもおこらなくなるかもしれないの！」
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　騒ぎの現場に駆けつけた１号は、目の前の光景を見てガラにもなく口を覆った。

「な、なんてこった……！」

　道路の真ん中に、２号が倒れている。そのすぐ近くには、うまい棒を持ったライトドライバーが肩で息をしていた。いったいどういう経緯でこんな戦闘が起こったのか、１号には想像もつかなかった。

「２ご……！」

　助けようと道路に飛び出そうとしたが、理性が１号を止めた。

　まだコッペを見つけていない。ここで２号を助けにとび出したところで、あの兵器にはかなうまい。もしも自分まで倒れたら、誰がコッペを助けるのだ。

　Ｑ三郎に報告しなければ。

「くそっ！」

　我知らず握ったガードレールが怪力でひしゃげる。

　踵きびすを返す１号の耳に、周りの声が聞こえてきた。

「やったぜ、ライトドライバー！」

「悪は滅ほろぼせ！」

「さすがデイストーンの力だ！　一撃だったな！」

「きっと宝石店の強盗もアイツだったんだぜ……！」

「ママ、あのくろいひと、わるものなの？」

「そうよ。あんな悪者はすぐにライトドライバーが退治してくれますからね」

　ライトドライバーを賞賛する声に、１号は大声で抗議したくなる。

　――噓うそだ！　２号は優しい奴だ。絶対に罪のない人は傷つけないんだ！

　一度だけ振り返り、倒れたパンサー怪人を見た。

「……すまん、２号！」

　小さく叫んで、１号は全力で走り出す。

　握にぎった拳から、血が一滴こぼれ落ちた。
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　指先すら動かせなかった。

「……あ…………ぐぁ…………」

　右腕が蒸じよう発はつしていた。

　切断された肩口も、すでに焼きついて傷がふさがっている。パンサー怪人のままなのか、人間の姿に戻っているのか、それすらも判別できない。もう、どうすればいいのかもわからない。ゆっくりと、死を待つだけだ。

　足音が近づいてきた。

「武士の情けだ。楽にしてやるよ」

　視界に、剣の切きっ先さきが見えた。

　もう、抵てい抗こうできない。

　ここで終わるのか、と２号は思った。

　最さい期ごを前に、今までの想い出が蘇よみがえってくる。ＢＢ団に入隊した時のこと。訓練期間。そして怪人になった日。失敗作の烙らく印いんを押された時。初めてＱ三郎と出会った時。コッペがやってきた日。

　本当に走そう馬ま燈とうのように見えるんだなぁ――と、２号は感心していた。

　そして、自然に涙が出た。

「……すまねぇだ、課長、１号、コッペちゃん……」

　今さらながら、自分の無力さを思い知る。

「オラ、守れなかっただ……許してけろ……」

　足音が止まり、剣が光を反射して２号の顔を照らした。

　ライトドライバーが、剣を構える。
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　コッペは椅い子すに座ってジュースを飲んでいた。

　白い壁かべに白い天てん井じよう、そして白いソファに白い家具。まるで昔の病院のように白で統一された部屋だった。サイドボードには花が飾られている。ＢＢ団の基地とは対照的な部屋だった。

「おいしいかい？」

　コッペの前に立っている、初老の男が優やさしく尋たずねる。

「うん、おいしー」

「そうか。よかったよかった」

　コッペの感覚では、白はく衣いを着た白はく髪はつの男はみんな怖こわくて優やさしいのだった。そして彼もＱキユー三ざぶ郎ろうのような白衣を着ていて、優しかったが、なぜか怖くはなかった。

　そんなことを考えていると、コッペは早くＱ三郎の所へ帰りたくなった。この男を倒し、建物を制圧してコンピュータを利用すればあっという間に帰れるだろう。それだけの能力がコッペにはある。選せん択たく肢しとして頭に浮かんでもいた。

　だがそれをするつもりはコッペにはなかった。

　暴力を振るうと、きっとまたＱ三郎に怒られるから。

「しかし困ったね。住所も電話番号も知らないとは。これではご両親に電話できないね」

「それ、こまるの？」

「うん、困ってるよ」

「こっぺ、わるもの？」

「悪者？　いやそんなことはないよ。この世界にはもっともっと悪い人達がいっぱいいるからね。この研究所にいる人達は、みんなその困った人達をどうにかするためにがんばってるんだ」

「じゃあ、おじさんはいいひと？」

　コッペが尋ねると、初老の男は頭をかきながら苦笑する。

「どうかなぁ……結局の所、兵器を開発しているわけだから、おじさんたちも悪者かもしれない。ブラック・ブリッツがいるからとはいえ、やっぱり兵器は兵器だからね」

「ぶらっく・ぶりっつ？」

「そう。悪者とは、ああいう人達のことを指すんだね」

「みんな、いいひとだよ？　かちょーも、いちごうも、にごうも、ぴーこも」

「え、何だって……？」

　男が聞き返すが、コッペはまるでそれが普通とでもいいたげに小さく笑っている。

「うーむ。この子の表情が乏とぼしいのは、ブラック・ブリッツに酷ひどい目めに遭あわされたせいとばかり思っていたのだが……ブラック・ブリッツとはどういう組織なのだろうか」

　ブツブツと呟つぶやく男。

　その時、天てん井じようのスピーカーから放送が聞こえた。

『キタダニ博士。いらっしゃいましたら内線５番までお願いします』

「ああ、私のことだ。ちょっと待っててね」

「はーい！」

　彼――キタダニ博士は備え付けの電話に手を伸ばした。

「もしもし、キタダニです。ああ、君か。どうしたんだい？」

　しばらくキタダニ博士は受話器の向こうの声に耳を傾かたむける。

「ふむ、彼女がブラック・ブリッツに汚お染せんされた可能性か……確かに、彼女の胸元が時々明めい滅めつするのは気になるな……しかし検査する方法がうちには……なに、君が持っていると？　ふむ……ふむ……それなら後こう遺い症しようも残らないな」

　満足そうにうなずくキタダニ博士。

「じゃあ悪いけど、君にお願いしていいかな？　そうか、それじゃあ頼んだよ」

　受話器を置くと、キタダニ博士はコッペにこう言った。

「悪いけど、ちょっと検査を受けてもらえないかな？」

「けんさ？」

「うん、すぐ終わるらしいから。痛くないから大丈夫だよ」

「うー……」

「終わったら、アイスを食べさせてあげるよ」

「やるー」
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　痛む身体をさすりながらＢビーＢビー団だん基き地ちの廊ろう下かを歩くＱ三郎。白衣はボロボロに破やぶけ、白い髪の毛もところどころに煤すすがついている。まるでコントだ。

　しかし彼の表情はスッキリしていた。なにかをやりとげた顔だった。基本は目つきの悪い顔だが、今は優しい顔になっている。

　そうして生活課のオフィスに戻る。

「なっ!?」

　待っていたのは、全身汗だくで倒れている１号だった。

「おい！　おまえそんなところでなにやってんだ！」

　そのたたずまいからギャグではないと察したＱ三郎、すぐに１号を抱きかかえて意識の有う無むを確認する。どうやら疲ひ労ろうで倒れていたようだった。

「か……課長……」

「コッペになにかあったのか!?　２号はどうした!?」

「すいません……すいません、課長……」

「うるせぇ！　謝しや罪ざいはいいから事情を説明しろ！」

　大男の身体をがくがくと揺すりながら、Ｑ三郎は怒鳴り続ける。まるで死者に鞭むち打うつような光景だが、１号のキャラと巨体だとなにをしても許される風ふうがあった。

　そして１号はたどたどしく自分の見てきた状況を全て語った。

　コッペとはぐれたこと。２号がライトドライバーにやられたこと。その際にサタンがコッペを迎えに走っていったこと。Ｑ三郎は最初驚いたが、その後は１号の言葉をじっと聞いていた。１号が全て語り終える頃には、荒かった息も落ち着き、その場に座り込むことくらいはできるようになった。

「そうか……さっきの警けい報ほうは、そういう事だったのか……」

　Ｑ三郎は椅子に腰掛けてタバコの火をつける。

「……で、おまえだけのこのこと帰ってきたわけか」

「すいません！　俺だけじゃコッペちゃんと２号を助けられないと思ったんス！　課長達に知ってもらうためにも、俺、帰らなきゃと思ったんス！」

「まぁ及きゆう第だい点てんだな」

「は？」

「どうしやがった１号。おまえにしちゃ冴さえまくりじゃねーか？　よく無む茶ちやしなかったな。正直、状況だけ聞いてりゃ、いつものおまえだったら突っ走ってるところだろう」

「そうッスね……でも、コッペちゃんが捕つかまったって思ったら、どうも、冷静にならなきゃなって……」

「勘かん違ちがいすんな。満点じゃねぇんだ」

　と、Ｑ三郎は１号のポケットを指さす。

　オーバーオールの胸ポケットから、携帯電話のストラップが顔を見せていた。

「あ……そっか、これで電話すりゃよかったんスね」

「ケッ。ガキがからむとパワーだしやがるくせに、肝心なとこで抜けてやがる。このロリコンが」

「課長っ！」

　立ちあがって抗こう議ぎする１号に、Ｑ三郎は腹を抱かかえて笑う。

「そんだけ回復すりゃオッケーだな。行くぞ１号」

　タバコを消して立ち上がるＱ三郎。

「どこ行くんスか？」

「決まってんだろ。首しゆ領りようのとこだよ」

　白衣を翻ひるがえしてオフィスのドアを開けるＱ三郎。

「軽く兵隊貸してもらう。サタンが追いかけてったってことは、まず間違いなくコッペはライトドライバーの手の中だ。ウチの情報が漏もれるのも時間の問題だが、そりゃこの際度ど外がい視しする。目的はコッペの救出だけだ。少数精せい鋭えいでいけるだろ」

「人のこと言えないじゃないッスか……」

「なんか言ったか？」

「なんでもないッス！」

　軽く敬礼してＱ三郎を追う１号。

　そして、初めてＱ三郎の異様な姿に気がついた。

「課長、そのカッコどうしたんスか？」

「実験中の事故だ。気にすんな」

　早足で歩くＱ三郎は驚くほど冷静な態度だった。こんな時だからこそ冷静であるべきなのだろうが、それでもＱ三郎は一度だけこう言った。

「２号の敵かたき討うちは我が慢まんしてくれ」

「どういうことッスか？」

「俺がやる」

　そしてＱ三郎は首領の元にたどり着くまで、一言も口をきかなかった。







　ところが。

「無理ですよ！」

　ＢＢ団基地の中央広場。

　北きた棟とう側に設置されているステージの下でＰピー子こは焦しよう燥そうした顔で言いい放はなった。

「なんでだよ！　兵隊の十人や二十人くらい余裕だろ!?」

　詰つめ寄よるＱ三郎に、Ｐ子は前を指した。

　そこは黒い海だった。黒いタイツを着たＢＢ団の戦せん闘とう員いんが所ところ狭せましと並んでいる。端の方には白衣を着た研究員達、そして後列には改造人間が。その数はゆうに百人を超えていた。ブラック・ブリッツ関東本部の全兵力だった。

『諸君！　明朝より、我々は大規模作戦に出る！　目的はライトドライバーの新兵器《デイライト・カノン》の奪だつ取しゆもしくは破は壊かいである！　先程の爆発はすでにこちらでも確認した！　あの威い力りよくは野放しにしておけぬ！　世界の危機だ！』

　ステージの上では首しゆ領りようが広場全体に響き渡る大声で叫んでいた。一文節しゃべるたびに身体のどこかが動くので、機械音がここまで聞こえる。Ｑ三郎には見向きもしない。

　戦闘員達はコソコソとささやきあっている。それはそうだろう、全兵力が一堂に会して、今までにない大規模な攻略作戦を前に、首領自みずから作戦の説明をしている所にＱ三郎が乱入してきたのだ。「なにがあった？」と同どう僚りように聞きたくなるのは当然だろう。

「いいや、お前だけでもこっち来い」

「いたたたたたっ、耳ひっぱらないでください！」

　Ｑ三郎は広場の角までＰ子をひっぱっていった。

『…………』

　するとなぜか首領は押おし黙だまり、動きを止めた。隊員は静かに次の言葉を待つが、首領は微び動どうだにしない。

　周りに声が聞こえないところまで来ると、Ｑ三郎はＰ子を壁に押しつける。

「この中からちょいと余った兵力だけでも分けられるだろ！」

「今回の作戦は全て首領のお考えです！　余よ剰じよう人員などないんです！」

「首領の考えだぁ？　フカしてんじゃねぇぞ……！　なんならこの場でてめぇと首領の関係バラしてやってもいいんだぜ！」

「Ｑ三郎さん！」

　初めてＰ子の顔に動どう揺ようが浮かんだ。

「コッペのピンチなんだぞ！」

「っ……！」

　ジャージの胸元を押さえて、Ｐ子が軽くうめく。

「それでも……だめですっ！」

　Ｐ子は叫さけび、Ｑ三郎を突き飛ばす。一歩下がったＱ三郎は唾つばを吐はき捨すてると、Ｐ子をにらみつける。Ｐ子は目に涙を浮かべていた。

「……忘れないでください、Ｑ三郎さん。コッペちゃんはブラック・ブリッツの同どう胞ほうとして承認されてはいるけど、その立場はないに等ひとしいんですよ。考えてもみてくださいよ。コッペちゃんがいなくなって、誰が困るっていうんですか？」

「おまえ……！」

　Ｐ子の本心ではなく、一般論だというのはわかる。

　それでもＱ三郎は自然とＰ子の襟えり首くびを摑つかんでいた。

「それにデイライト・カノンは下手をすれば人類を滅ほろぼす悪魔の兵器となるかもしれないのよ！　考えてみてよ！　先輩が首領の立場だったら、人類とコッペちゃん、どちらを優先するっていうんですか!?」

　ジャージの襟を持つＱ三郎の手を、Ｐ子が強く摑む。

「Ｐ子……！」

　はっとして、Ｑ三郎は手を離す。しばらくどちらも無言だった。見るに見かねた近くの戦闘員たちが、Ｑ三郎を引きはがす。Ｑ三郎は人形のようにそれに従った。

　戦闘員が見守る中、Ｑ三郎はタバコに火をつける。

「……セクハラで訴うつたえてやりますからね」

「そんな台詞せりふはセクハラされるほど色っぽい身体作ってから吐け」

　頰ほおを膨ふくらませるＰ子に中指を立てるＱ三郎。

　そのあとニヤリと笑うふたりに、戦闘員たちからわずかにどよめきが走る。

「だったら……俺達だけでもコッペを助けに行く。文句ないな」

「文句ならいっぱいありますよ。Ｑ三郎さんは戦闘訓くん練れんを受けていないでしょう。どうやって助ける気ですか？」

「手ならいくらでもあるさ。お前がもうちょっと戦闘員を使わせてくれれば、すぐにでも助けられるんだがな」

　あくまで自信満々のＱ三郎に、Ｐ子は溜ため息いきをつき、

「――勝手にしてください。ただし戦闘員は使わせませんからね！　全すべて明日の作戦に組み込まれています。Ｑ三郎さんに与えられる兵力は二人もいません！」

「勝手にするさ。こっちはこっちでなんとか人を集めてやる」

「そんな酔すい狂きような人達が基地内にいれば、の話ですけどねー」

　広場を去るＱ三郎に、Ｐ子は小さくうなずいた。

　整列する戦闘員たちにまぎれて立っていた１号を見ると、くわえタバコのＱ三郎は顎あごで、ついてこい、と命令する。

「か、課長！　いいんスか？」

「おう、許可は取れた」

「はい？」

　今の会話のどこをどう取れば許可が下りたことになるのかわからない１号。そんな１号をよそに、全ＢＢ団員の視線を受けながらＱ三郎は中央広場から悠ゆう々ゆうと出ていく。

『時間を取らせたな。それでは明日の作戦の詳細を説明する！』

　同時に、首領の声が再び広場に響き渡った。

　今のＱ三郎とＰ子の会話が気になって話を中断していたのだろうか――
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　三さん途ずの川と閻えん魔ま大王の裁さばきをすっとばして地じ獄ごくに来たのかと思った。なにしろ目を開けた瞬間に、ライトドライバーこと車くるま崎ざきトオルの背中が視界に入ったからだ。

「!?　……!?」

　ライトドライバーの姿をした鬼とは、また気が利きいている。きっと生せい前ぜん悪いことをしまくったからだろう。なにしろ悪の組織ことＢＢ団に入り、今まで数多くの人を傷つけて――と、そういえば今までＢＢ団員として誰も傷つけたことがなかった事を思い出す。

「てことは……ここ、どこだべ？」

　白いベッドの上で、２号はぽつりと呟つぶやいた。

「おっ、おはよう！」

　車崎トオルは爽さわやかに振り返った。やや長めの髪をさぁっ、とかき上げる姿が決まりすぎている。どこからどう見ても好青年だ。

　なにもわからない。確か自分はその車崎トオルの攻撃を受けて死んだのではなかったか。それがどうしてこんな白い部屋で呑のん気きに寝ているのだ。

「もう少し寝てろって。おまえ一度死にかけたんだから」

「は、はぁ……」

　ちょうどベッドの隣のサイドボードに電子卓上時計があった。２号は右手をひょい、と伸ばして現在の時刻を確認する。ライトドライバーにやられたと思う時刻から、すでに半日経過していた。窓の外は暗い。

「ん？」

　卓上時計を元の位置に戻したのは、間違いなく右手だった。

「うわあっ！　み、右手があるだ！」

「なーに驚いてるんだよ。そんなことくらい、ブラック・ブリッツでもできるだろ？」

「そ、そうだけんども……一度消えちまったと思ったモンが帰けえってくると、こう、変な感じだべ……」

　車崎トオルはなにがおかしいのか、ニヤニヤ笑っていた。

「そ、それよりも、おめさ、本当に車崎トオルか？」

「ん？　そうだけど」

「したら、なしてオラを助けたんだべ？」

　本来なら殺されているか、でなければ見殺しにされてもおかしくない身だ。実際、今でも２号は彼が自分を助けたことが信じられないでいた。

　２号が答えを待っている間、車崎トオルはしきりに周囲を見回していた。ドアを開けて廊ろう下かに誰もいないことを確かめ、窓の外にもなにもないと確信してから２号のベッドに近づき、足あし下もとに腰こし掛かけた。そして彼は小さな声でささやく。

「……おめさ、どこの生まれだべ？」

　最初、それが車崎トオルの口から発せられたとは思えなかった。

　しかし２号はその言葉をしっかりと聞いていた。

「オラは東とう北ほぐだべ。青あお森もりの……」

「やっぱそうか！　オラも青森出身だ！」

　嬉しそうに２号の手を取る車崎トオルからは、最初の気取った雰囲気がまるで消えていた。地元によくいる明るい笑顔の青年だった。

「やっぱし、悪の組織っつっても、同郷の人間は殺せねぇだよ。イヤ実際にオラが殺してきた改造人間だって、親や故郷があるっつーのはわがんだけんども……」

　トオルの口調が徐じよ々じよに重くなる。

「考えねぇようにはしてたんだども……改造人間の口から方言が聞こえちまうとな。オラも故郷のこと思い出しちまうだよ」

「そっか」

　この世の悪は全すべて滅ほろぼす正義の味方。そのためならばどんなものをも犠ぎ牲せいにし、戦う時は情けなどかけない殺さつ戮りくマシーンのような印象を受ける。しかしやっぱり人間は人間だ。そんな感情が生まれて当然なのだ。

「改造人間さんよ。おめぇだってそうだろ？　同郷の人間を殺すのは抵てい抗こうあるべ？」

「いんやぁ……オラは人殺ししたことねぇから、なんとも」

　頭をかく２号。噓うそではなかった。失敗作だったので、実戦経験がなかったのだ。

　ところがトオルは信じなかったらしい。

「噓こけ！　おめ、あんなに強つえぇのに、一人も殺してねぇって、そんな――」

「ホントだべ！　オラ、生活課だから、戦闘はしねぇんだ！」

「生活課……？　なんだべ、それ」

「うーんと……生活課っつーのは、基地内の掃そう除じをしたり、備品を揃そろえたり、食堂や購こう買ばいの管理をしたり……まぁ、なんでも屋だべ」

「そんな課があんのか。ウチは掃除とかはパートのおばちゃんに任せてっけどな」

　言ってしまってから、ＢＢ団の情報を漏もらしてしまったことに気づく２号。規則にのっとれば、たしか死刑ではなかったか。

「あ、いや、今のは忘れてけろ！」

「気にすんでねぇ。別に誰かに言ったりしねぇよ。言ったところでブラック・ブリッツ攻略に役に立つとは思えねぇしな」

「そ、そっか……助かるべ」

「んだども、なんでおめさ、生活課なんかにいるんだ？」

「へ？」

　言われたことの意味がわからない２号。

「だって、あんなに強つえぇでねぇか。あんなに手て強ごわい改造人間、オラぁ初めて戦ったべ」

「あー……そっかな……」

　あの時は無む我が夢む中ちゆうだったから、自分がどれだけライトドライバーに手傷を負おわせたのか覚えていなかった。戦闘力を褒ほめられたことなど一度もなかったので、気き恥はずかしくなってしまう。少し迷まよったが、２号は自分のことを軽く話すことにした。この男ならばわかってくれる気がしたのだ。

「オラぁ、失敗作なんだべ」

「失敗作？　どこがだ？」

「……この、訛なまりだべ」

「訛り？」

「悪の組織の改造人間が訛ってちゃ、みんなに威い圧あつ感かんを与えられねぇってんで……オラ、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったんだども、どうしても治らなかっただ」

「そっか……」

　トオルはしばらく無む言ごんだった。同郷の人間として、この方言は懐なつかしいものだ。しかし都会の人間が聞けば、いくら脅おどしたところで恐きよう怖ふよりも珍めずらしさが勝ってしまうだろう。

「オラも東京さ来て、訛り矯きよう正せいするのがんばったべ。だからおめぇも、もうちょいがんばれば活躍できるかもしれねぇぞ」

　肩を優しく叩かれる２号。正義の味方が悪の改造人間を励ますというのは滑こつ稽けいな構図だったが、今の彼らにそんな垣かき根ねはなかった。

「んにゃ。オラは今の生活課で満足してるべ。訛り以前に、どーもオラはケンカに向いてねぇみたいだ」

「向いてねぇ奴に手こずったオラはなんなんだべ」

　二人で笑っていると、ドアが開き、一人の男が入ってきた。

「どうかね、トオル君」

「おつかれキタダニ博はか士せ！　大丈夫、話はできるようだ」

　部屋に第三者が入ってきたとたん、標準語に戻るトオル。

「キタダニ博士!?」

　また驚く２号。ライトドライバー車崎トオルも有名だが、彼をサポートするデイストーンの研究者であるキタダニ博士もＢＢ団では同じくらい有名人だった。

「女の子はどうだった？」

「コッペちゃんならば、いま検査を受けているよ。話をするなら、その後だね」

「コッペちゃん!?」

　驚きの連続に、とうとう２号が跳ね起きる。

「コッペちゃんがここにいるんか!?」

「そういやお前、あの子を追ってきたんだよな。どういうことだ？」

　トオルが自然にたずねる。もう２号がコッペを害するために追ってきたとは思っていないようだ。

「どうもこうも、オラ達はコッペちゃんと一緒に遊びに出かけたんだべ！　したらはぐれちまって……そっか、ここにいるんか。えがったぁ……」

　心から安あん堵どする２号を見て、キタダニ博士が眉まゆ根ねを寄せる。

「トオル君、どういう事だ？」

「見ての通りだよ博士。コッペちゃんとかいう子供はブラック・ブリッツのものらしい」

「んだども、コッペちゃんは別に悪いことしてねぇだ！　オラ達が面倒見てるけど、戦闘員にするとか、そんなことは絶対にしねぇだ！」

　本当はライトドライバーとサタンに一撃くらわせたことがあるのだが、意い図と的てきに言わなかったのではなく、２号の頭の中からすっかり抜け落ちていただけだ。

「……なにかワケアリのようだね」

　難しい顔のキタダニ博士。

「んだ。できればコッペちゃんだけでも帰してやって欲しいんだども……」

　そこでトオルは明るい顔で２号に提案する。

「だったらお前、ウチに来いよ！　そのコッペちゃんと一緒に！　お前強いから、なにかと助かるぜ！　一緒に戦わないか？」

　しかし２号は即座に首を振り、

「んにゃ。それはダメだ。オラだってデイストーンを集めて世界を平和にするっつー首領に従ってるからな。今さら信念は変えられねぇだ。それにコッペちゃんを待ってるのは、オラだけじゃねぇから」

「そっか……」

　心から残念がるトオル。そしてキタダニ博士に向き直り、

「博士。俺からも頼む。こいつはブラック・ブリッツだけど、聞いての通りまっすぐな性格をしてる。悪いヤツじゃないって」

　２号と一緒にトオルまで頭を下げる。

「トオル君まで……ううむ、いや、しかしなぁ……」

　キタダニ博士は非常に困っているようだ。

「あの子はデイストーンに汚お染せんされた可能性があるから、検査をお願いしたばかりなんだよ」

「検査だって？」

「うむ。その道に詳くわしい、昔からこの研究所にいるベテランの研究者に頼んだ所なんだけどね。仕方ない、そういう事情なら検査が終わり次第、君に預けよう。トオル君が監かん視ししてれば、滅めつ多たなことも起こさないだろうし……それでいいね？」

「あ、ありがとうございますだ！　恩に着るべ！」

　ベッドの上で土ど下げ座ざする２号。そんな彼の肩に手を置くトオル。

「良かったな、えーと――」

「２号だ。そう呼ばれてるだ」

「変な名前だな……まぁいいや、その子、大事にしてやれよ、２号」

　奇妙な友情が成立した二人を微笑ほほえましく見やりながら、キタダニ博士は受話器に手を伸ばす。

「ああ、私だ。さっきお願いしたコッペちゃんの検査なんだがね……ああ、そうか。今ちょうど検査中なのか。それじゃあ終わり次第、トオル君の部屋につれてきてくれるようにクロサワ博士に言っておいてもらえるかな？」

　キタダニ博士の口から出た名前に、トオルが軽く眉をひそめる。

「博士、誰だクロサワ博士って」

「ああ、君はまだ会ったことがないかな。あまり人前に出たがらない人でね。この研究所の創立期からいる、デイライト・カノンなんかの武器を作っている科学者なんだ」

　受話器を置いたキタダニ博士が笑って答えた。

「廊下ですれ違ったことはあるんじゃないかな……ちょっと待ってなさい、写真がどこかに……」

　キタダニ博士はポケットから財布を取り出していくつかの写真を抜き取る。

「ああ、これだこれだ」

　キタダニ博士は一枚の写真をトオルに見せた。

　２号も気になって、身を乗り出してのぞき込む。

　それはデイライト・カノンが完成したときの記念写真のようだった。

　博士と数人の研究者が写っている。

「これこれ。この端はしっこで作業をしている人」

「へぇー……これがクロサワ博士か。何回かすれ違ったことあるわ。あんま目立たない感じだよな」

　和気わきあいあいと写真を見ているキタダニ博士とトオル。

「……！」

　しかし後ろでその写真を覗のぞき見みしていた２号は、驚きのあまり言葉を失うしなう。

「ん、どうした２号？」

　トオルが振り返り、写真に何か気になるところがあるのかと、軽く見せる。すると２号は写真をひったくり、件くだんのクロサワ博士を凝ぎよう視しし始はじめた。

「こ、これは……この博士は……Ｋ次郎博士でねぇか！」
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　Ｐ子にすげなくあしらわれたというのに、オフィスへ戻るＱ三郎の足取りは軽かろやかだった。すでに頭の中でいくつか作戦を考えている様子。後ろをおっかなびっくり歩いている１号は、絶望的な現状に溜ため息いきしか出てこない。

　その途中で、廊下の時計を見た。

「もう日付変わってるッスね……」

「んじゃ、明日朝あさ一いちで取り戻しに行くか」

「って課長！　そんな悠ゆう長ちように構かまえてていいんですか!?」

　驚いてたずねるが、Ｑ三郎の態度は変わらない。

「かまわねーよ。別に向こうだってコッペに危害を加えるわけじゃねーだろ」

「でも、コッペちゃんは人工人間なんスよ？　色々と調べられたらまずいんじゃないッスか？」

「今からどんなに急いだって、人集めや準備に五時間はかかる。それから出かけりゃ、朝メシ時にはつくだろ」

「人集めるって、さっきＰ子が言ってたじゃないスか!?　戦闘員はダメだって」

　するとＱ三郎は人差し指を立てて、

「あいつは戦闘員以外はダメだ、なんて一言も言ってないぜ？」

「あ……！」

　ようやくＱ三郎の意い図とがわかった１号。

　つまりＰ子は「手の空あいている者だったらいくらでも使っていい」と言っていたのか。口ぶりから察するに、長いことつきあいのある二人だ。１号にはわからない心の機き微びというものがあるのだろう。

「課長、いったいＰ子とどんな関係なんスか？」

「そうだな……」

　歩きながら虚こ空くうを見つめて言葉を探すＱ三郎。

「今になって思えば、あいつをあんなにバカでおっちょこちょいにした犯人かもしれねぇな、俺は」

「……？」

　意味がわからず考えている１号をよそに、Ｑ三郎は廊ろう下かを鼻はな歌うた交まじりで歩く。

　そしてＱ三郎が生活課のオフィスに入ると、一人の男が立っていた。

「よっ。待たせたな」

　まるでそこにいることを知っていたかのように挨あい拶さつするＱ三郎。

　中にいたのは――

「おまえ、クモ怪人！」

「はい」

　あっさりめの美形で、ウェーブのかかった長い髪。スレンダーな肉体を黒いタイツで覆っているクモ怪人は、二人を見て元気よく敬礼した。すでに包帯は取れていた。

「話はＰ子さんから聞きました。コッペちゃんを助け出すのに協力させてください！」

「言われなくてもこき使ってやるよ」

　ニヤリと笑うＱ三郎。

　なぜだろうか、たった一人味方が増えただけで、１号はとても安あん堵どしていた。最初は二人っきりの作戦だと思っていただけに、戦力が一・五倍に増えたのはありがたい。

　いや、一人だけじゃない。Ｐ子や首領だって陰ながらＱ三郎に協力しているのだ。

「よーし、今から兵隊集めるぞ。俺は放送室から呼びかける。おまえらは足で走り回って、誰でもいいから暇そうな奴かき集めてこい」

「はぁ……でも、どうするんスか、それで」

「たぶんコッペはライトドライバーのいるＤデイＤドライブ研究所に保ほ護ごされてるはずだ。あそこは当然だがガードが堅かたい。そこで大勢の人間に囮おとりになってもらう。助けるのはあくまで俺達だ。おまえらの力があれば、コッペの所まで強行突破できるはずだ」

　１号とクモ怪人はお互いの顔を見た。

「腐くさってもブラック・ブリッツだ。誰だって銃の一つや二つくらい持てる。警備のロボットの足あし留どめくらいできるはずだ。別にライトドライバーに勝てっていうわけじゃねぇ。コッペを助け出すだけの時間稼ぎができればそれでいいんだ」

「でも戦闘用の車しや輛りようは全て使われるって聞きました。輸送や逃走に使う車はどうするんですか？」

　クモ怪人が手を挙げて質問する。

「ボンジュールアイスの車があったろ。アレをつかう」

「なるほど……」

　クモ怪人が納得している間に、Ｑ三郎はヨレヨレの白衣を脱ぎ捨てた。普段運動していない科学者にしてはやけに引ひき締しまった筋肉をしている。

　と、１号はＱ三郎が白衣の下に奇妙な腕うで輪わをしていることに気がついた。

　そのことを尋ねる前に、壁のハンガーにかけてあった新しい白衣に着替えるＱ三郎。

「徹てつ夜やになるから気合い入れとけよ。頼んだぜ、１号――」

「了解ッス！」

　太い腕で敬礼する１号。

「――と、３号！」

「はいっ！」

　クモ怪人改め３号は、今までで一番力強い表情で敬礼した。







『こちらは生活課のＱ三郎だ。戦闘員の野郎どもは明日の作戦の準備に忙いそがしいだろうから、ヒマなやつだけ聞いてくれ。うちの生活課のバカ娘が、ライトドライバーの研究所にいる。俺達は明日の朝一にそいつを奪だつ還かんする作戦を考えてる。もしもヒマでパワーの有あり余あまっている奴がいたら、協力してくれ。頼む』

　マイクのスイッチを切り、Ｑ三郎は一息ついた。

　どう考えても身勝手な作戦だ。コッペ一人を救出するのに、俺はいったいどれだけの人員を使うつもりなのだろうか。しかも今は深夜だ。眠っている隊員も叩き起こしただろう。

　それでもＱ三郎は構わなかった。多少迷めい惑わくをかけてもコッペを救出せねばならなかった。それが大人の義ぎ務むというものだと思っている。

「あのー……」

　放送室にいたＢＢ団員がふたり。その一人が恐おそる恐おそる尋たずねてきた。

「悪かったな。勝手に放送使っちまって」

「いえ、そうではなくて……バカ娘って、ひょっとしてコッペちゃんのことですか？」

「おまえら、知ってるのか？」

　すると放送室のふたりは揃そろって小さく笑い、

「今じゃ基地内ではちょっとした有名人ですよ。生活課の人と一緒に、基地内を散歩してはいろんな所で珍しそうにしてるから……ホラ、基地内って子どもいないじゃないですか。だから目立つんです」

　コッペはずっとＫ次郎の研究室にいた。実際にＢＢ団基地を歩き始めたのは、ほんの一週間前くらいなのに。

「この放送室にも来たことあるんですよ。機材を勝手にさわっちゃダメ、って言ってるのに、マイクに向かって面白そうに叫んでました」

　そんなこともあった気がする。オフィスで仕事をしていたらスピーカーから嬌きよう声せいとそれを止める声が数秒だけ聞こえてきたような。あれはコッペの仕し業わざだったのか。

　コッペが来てから数日は、本当にあわただしかった。１号や２号に子こ守もりを任せられない時が多く、Ｑ三郎自身もよくコッペを連れて散歩に行ったものだ。

　子どもが起こすハプニング――よく考えてみるとＢＢ団基地内で起こりうる、一番確率の低い事故ではないだろうか。

「Ｑ三郎課長。何か我々にできることはありませんか？」

　放送室の二人は、揃って敬礼した。

　予想外の所から応援の声がかかったことに、Ｑ三郎は笑い出しそうになる。

「……んじゃ、おまえらは今みたいに呼びかけてくれ。もしかしたら似たような奴らが集まるかもしれねぇ」

「はいっ！」

　マイクに飛びつく二人に、Ｑ三郎は見えないくらい小さなお辞じ儀ぎをして放送室を出た。

　出たところで、数人の隊員と鉢はち合あわせした。

「あ、Ｑ三郎課長！」

　戦闘服を着ている者もいれば、白はく衣いを着ているのもいた。胸の名な札ふだを見ると、それぞれ所属する部も課も違う。戦せん闘とう指し導どう課か、呪じゆ術じゆつ課か、医い療りよう課か、経けい理り課か、人じん事じ課か……総勢で七人くらいいる。

「なんだおまえら？　明日の準備はいいのか？」

「そんな場合じゃないでしょう！　コッペちゃんがさらわれたんでしょ？」

「そうだけどよ」

「我々も手伝います！」

「って、おまえら作戦はいいのかよ!?」

「明日は我々『チームＢＢ』の試合の日だったんで、休暇を貰っていたんです！　なので心配しないでください！」

「お、おう、そりゃありがたい――でも、チームＢＢってなんだ？」

「基地内の卓球クラブです！　コッペちゃんもよく遊びに来てました！　つーか俺達でも勝てないんですよ……だからいつか負かしてやります！」

　そういえばそんなクラブがあった。部活動の管理は戦闘課に任せていたのだ。この短い時間にコッペはいったいどこまで足を伸ばしていたのだろう。Ｑ三郎も知らない集団と仲良くなっていたりはしないだろうか。

「よし、作戦は明朝だ！　お前ら頼りにしてるぞ！」

「はい！」

　敬礼する隊員に手を振って別れようとしたところで、放送室の扉が開いた。

「Ｑ三郎課長！　お電話が入ってます！」

「なんなんだ一体……」

　帰ろうとしたら呼び止められ、それも終わったと思ったらまた元の場所から呼び出しがかかる。ついているのかいないのか。

　放送室に戻り、電話を手にとった。外線のようだ。

「もしもし？　こんな夜中にどこのどいつだ？」

　すると聞こえてきたのは、全く予想外の声だった。

『あ、課長！　オラだべ、２号だ！』

「なにぃ!?」

『心配かけてすまねぇだ！』

「おまえ、死んだんじゃねーのかよ！」

『生き返らせてもらったんだべ！　ＤＤ研究所で！』

　腰の力が抜けそうになった。このマヌケな声は、間違えようもない。

　安心する一方で、緊きん張ちよう感かんのない声に腹が立ってくる。

「ふざけんな！　俺はもうてめぇの火か葬そう場ばまで手配しちまったんだぞ！」

『気が早すぎだべ！　んでも、オラも自分で死んだと思ってたんだども……って、そんなことはどうでもいいべ！　課長、コッペちゃんが！』

「コッペが？　よし、詳しく話せるか？」

　現在２号が置かれた状況は知らないが、ＤＤ研究所で治してもらったと言うのだから、捕ほ虜りよになっている可能性もある。ところが２号の返事は、Ｑ三郎が心配したことを心から後こう悔かいするようなものだった。

『平気だべ。ＤＤ研究所の人、みんなイイ人達だ。ごはんもウンマイべ！』

「……」

　コッペだけ助けて２号は放っておこうかと、かなり本気で考えるＱ三郎。

『課長、コッペちゃんがまずいことになりそうなんだべ』

「だから詳しく話せって言ってんだろ！」

『ＤＤ研究所にＫ次郎博士がいるだ！』

　――詳しく話すまでもなかった。

　その名前を聞いた途端に、Ｑ三郎には全ての状況がわかった。

「……いま、コッペはどうなってる？」

『わかんねぇだ。検査のためっつって、別の研究所へ運び出したみてぇなんだ。キタダニ博士も行方は知らないって……』

「ＤＤ研究所にはいないのか？」

『んだ。今、衛えい星せいから捜してるみてぇだけど……たぶん、市内にあるライトドライバー関連の施し設せつのどれかだべ』

「なんでお前にそんなことわかるんだよ？」

『Ｋケイ次じ郎ろう博士、なんでも前々からＤＤ研究所で働いてたみてぇだ。クロサワ博士って名前で。オラも知らなかったんだけんど、うまい棒ぼうを開発したのもＫ次郎博士だったんだべ』

「どういうことだ……？」

　ＢＢ団の兵器開発課課長として働きながら、ライトドライバーのためにも働いている。どちらか一つに協力すればいいものを。まさか金のため――ということではあるまい。もともとＫ次郎は貧びん乏ぼうではなかったし、権力だってあった。

「わかった。またなにか分かったら連絡しろ。研究所の人間には迷めい惑わくかけるなよ」

『了解だべ！』

「ああ、それと２号」

『ほい？』

「二度と心配かけんじゃねぇぞこのバカ!!」

　放送室を揺ゆるがすほどの大声をあげて、Ｑ三郎は電話を切った。

　Ｋ次郎が生きていたという情報だけで、なにか色々なことが推すい測そくできそうだった。推測だけで行動するのは好ましくないが、危険度が増したことだけは確信できる。

「さーて、忙しくなりそうだ」

　口の端を吊り上げて笑うＱ三郎を見て、放送室のふたりは軽く身み震ぶるいするのだった。
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　ここキタダニ第二デイストーン研究所は、深夜の救急病院のような慌あわただしさを見せていた。ストレッチャーの上に乗せた、人型のカプセル。四人の研究員に囲まれて白い廊ろう下かをガラガラと進んでいく。まるで爆弾を取り扱うような慎しん重ちような手つきだった。

　カプセルの中では、コッペが眠っている。

　いや、眠っているのではない。呼吸をしていない。

　死んでいる――機能停止しているのだった。

　ストレッチャーを押す四人の後ろから、ゆっくりと歩いてくる白衣の男。

　顔の右半分を白い仮面で覆っているその男は、片眼鏡を軽く指で押さえながら隣の研究員に指示を出している。

「用意が出来次し第だい、デイストーン安定装置の準備を。強い刺し激げきを与える可能性があるので、カウンターショックもくれると助かる」

「はい」

「データは向こうの端たん末まつに移動してあるな？」

「はい。あの、ですがクロサワ博士……」

　カルテを取っていた若い研究員が、ふとペンを止めた。

「なんだ？」

「彼女、デイストーンに汚お染せんされているんですよね？」

「そうだ。まったくブラック・ブリッツめ。ひどいことをする」

「それにしては、反応がおかしすぎませんか？　まるで――そう、人工的に作られた人間のような」

「そうだな。もしかしたら、ブラック・ブリッツが開発した人型兵器なのかもしれん。それも含めてこれから調べる」

「でも、ＤＤ研究所から移動したデータの中には、兵器用ＡエーＩアイのコマンドも含ふくまれてましたけど……何に使うんですか？」

「……見たのか」

　強い目で研究員をにらむクロサワ博士――いや、Ｋ次郎。

「す、すいません！　その、間違いがあるといけないので、ファイルチェックを……」

「いや、いい。誘ゆう拐かいした人間を洗脳して兵器に変えようとする輩やからがいると聞いたのでな。もしかしたらこの少女もその可能性があると思ったんだ。もしもそうだとしたら、兵器用ＡＩのような簡単な命令が刷すり込こまれているかもしれない。参考のために必要なんだ」

「はあ……そうだったんですか」

　やがてストレッチャーはＫ次郎が借りた研究室へ運び込まれ、コッペの入ったカプセルは様々なケーブルに繋つながれた。

「完了しました、クロサワ博士」

「ありがとう。これでこの少女も助かる」

　無表情に答えるＫ次郎だったが、作業をしていた研究員達は心から安堵していた。彼らは少女のために尽じん力りよくしたのだ。

　――そう、コッペを改造するために。

　彼らを送り出して、コッペと二人っきりになった研究室に立つＫ次郎。電子機器が放つ緑色の灯あかりだけが仄ほのかに浮かび上がっている。もう邪魔する者は誰もいない。機材を確認して、コンピュータを立ち上げる。

「ふむ……脳波に若干の乱れがあるな」

　舌した打うちするＫ次郎。短期間で余計な情報を刷り込まれたようだ。

「まぁいい。新しく記録し直せばいいだけのこと」

　機械を操そう作さして、コッペの記き憶おく野やをフォーマットする準備を始める。

　――完了まで十時間か。

　長い時間だが、Ｋ次郎は不思議に思わなかった。どんなに大容量のハードディスクでも、脳にはかなわない。時間がかかって当然だ。

　Ｋ次郎はモニターに新しい画面を映し出した。それは隣の部屋にあるデイライト・カノンの画像。一度の使用で砲ほう身しんが焼けこげた以外は、破は損そんはない。エネルギーを補ほ充じゆうすればすぐにでも再使用できる。

「フッ……はからずも、こんな所で私の願いが叶うとはな」

　運命の皮肉に笑いがこみ上げてくる。

　Ｋ次郎の最終目標――それはＢＢ団兵器開発課の課長としては至し極ごく普ふ通つうのことだった。

　すなわち、世界最強の兵器。

　コッペもその一つだ。最強の生物兵器をめざして生まれた、事実上世界最高の屋おく内ない戦せん兵器。強い力とは火力でも致ち死し性せいでもない。いかに簡単に目標を制圧できるか、にある。

　小さい身体で敵地に潜せん入にゆうし、要人のみを殺せば戦闘は早く終わる。

　そして、もう一つの理念に基づいて作られたのが、デイライト・カノンだった。デイストーンの力を発揮して、要よう塞さいをまるごと破壊してしまう兵器。これは性能云うん々ぬんよりも、使用者の精神的充足と敵への威い嚇かくがメインだ。

　正体を隠して二つの陣じん営えいに入り込み、それぞれの兵器を完成させた。そこには正義も悪もなかった。ただ、強い物を作りたいという欲望のみがあった。正義と悪にそれぞれ武器を与えたのは、ぶつけたら面白そうだったから、という子どものような理由からでしかない。

　それがどういう偶然ぐうぜんだろう、今、この場にその二つが揃っている。

「これぞ、最強の兵器……！」

　人型兵器のコッペが、デイライト・カノンを扱あつかえば。

　運用、威力調節、照しよう準じゆん精せい度ど、すべて思いのままだ。

　Ｋ次郎の野望が、もうすぐ叶かなう。

　まずはこの顔を焼いたブラック・ブリッツに復ふく讐しゆうだ。地下基地の全すべてを吹き飛ばした後、ＤＤ研究所からデイストーンを奪い、日本中を巡めぐるのだ。デイストーンを集めて、さらに強い武器を作るのだ。

　腹の奥が震えた。たまらず、Ｋ次郎は感情に身をゆだねた。

「ハハハハハハハハハ…………アハッハハハハハハハハハッ!!」

　冷徹な仮面の男が、心の底から笑っていた。まるで子どものように腹を抱かかえて、床に倒れて痙けい攣れんしながら、大笑いしていた。仮面がはずれ、焼けただれた肌が露あらわになっても、Ｋ次郎はいつまでも笑い続けていた。

「クックック……」

　ひとしきり笑った後、Ｋ次郎は仮面をはめ直し、部屋の隅すみに置いてある個人用冷蔵庫からアイスを取り出した。疲れた時は、頭を冷やして糖分を取るためにアイスを常食しているのである。

「ん？」

　アイスをスプーンですくうと、カプセルの中が少し動いた気がした。

　機能停止しているはずのコッペが。

「見間違いか――」

　頭を振って、Ｋ次郎はアイスを食べ始めた。
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　本当ならば基地の中央広場でやりたかったのだが、あそこは作戦に向けて準備している戦闘員達が目を血走らせているので、仕方なく食堂に集まった。

　まずはブリーフィングからということで、みんな食堂の隅にある自動販売機からジュースを買おうとしているのだが、その数は五十人くらいにのぼっていた。

　みんな放送を聞いたり、直接呼びかけられたりして集まった者達だ。戦闘部は明日の作戦に出動しているので、補ほ給きゆう部ぶからの応援がほとんどだった。

　しかし戦闘部もちらほらいる。訓練教官や、兵器開発課の研究者達だ。

「すごいですね……コッペちゃんの人気って」

「俺も今日初めて知ったよ」

　唖あ然ぜんとしながら缶コーヒーを手渡す３号。Ｑ三郎は苦笑しながら受け取った。

　広い食堂のテーブルには、いまＢＢ団のあらゆる課からかき集められた「ヒマ人」が集合していた。普段よりも活気があるのは、これが任務外の行動だからだろうか。仕事ではなく、自分のために集まっているから。

「ちょっとちょっと、Ｑ三郎博士」

　カウンターの奥から、おばちゃんが手て招まねきしている。Ｑ三郎は立ち上がった。首領に反発する不ふ穏おん分ぶん子しは常に噂うわさされど、彼女に逆さからう者はＢＢ団には存在しないと皆が確信している。

　何事かと思って行ってみると、おばちゃんは大量のおにぎりを用意していた。

「こんなもんで足りるかい？　百五十個は作ったと思うんだけど」

「ってオイおばちゃん！　そんなことまでして！」

「予算のことなら気にしなさんな。明日からみんなのごはんが少しずつ少なくなるだけだから」

「……すまねぇな。迷めい惑わくかけちまって」

　立場上は生活課の構成員であるおばちゃんだが、Ｑ三郎はいつも頭が上がらない。

「ところで、厨ちゆう房ぼうにある武器って言ったら包丁と巨大しゃもじくらいしかないんだけど、アタシはどっち持って行ったらいいんだろうね」

「はぁ!?　おばちゃんまで参加するのか!?」

「あったりまえだろ。コッペちゃん、よくウチきてアイス食べてたもん。面白いから、アタシ自分で新アイス作って食べさせてたよ」

「なっ……俺に許きよ可かなく新メニュー追加してたのか!?」

「あー、言っちゃった。てへ」

「てへじゃねぇよ！　トシ考えろ！　っていうかおばちゃんなら許可するから、一声ひとこえかけろよ！」

「ごめんごめん」

　笑って謝あやまるおばちゃんに、Ｑ三郎は何も言えなくなる。

　――まったく、どこまで人気集めれば気が済むんだ、あのガキ。

　溜息をついて自分のテーブルに戻ると、すでに全員が待機していた。皆、Ｑ三郎の声を待っている。よく見れば、駐車場にいた警備のおじさんまでいるではないか。

「おいＱ三郎。早く始めてくれんか」

　そう言ったのは、補給部の部長。

「部長まで！」

「なぁに、ヒマだったんでね。手伝うのはいいけど、また新しいゴルフクラブ作ってくれよな」

「任まかしといてください！　宇宙の果てまで飛ばせるパター作ってやりますよ！」

「いや、パターはもういいよ……」

　がっくりと肩をおとす部長。

　Ｑ三郎は缶コーヒーを一口飲むと、グラスのようにそれを掲かかげた。

「よーし、そんじゃコッペ奪還作戦を説明するぞ」

　おう！　と威い勢せいのいい声が上がる。

　普通の作戦の前ならば、こんなに元気な返事は聞けないだろう。

「その前に――夜遅くにすまなかったな。ガキ一人助け出すために、こんなに集まってもらっちまって。それともおまえら全員ロリコンなのか？　１号みたいに」

「かちょおー！」

　すかさずツッコむ１号に、全員笑う。

「つーのは、まぁ冗じよう談だんとして――」

　咳せき払ばらいをして、Ｑ三郎は真ま面じ目めな顔になる。

「おまえら全員、バカでロリコンだと言うことはわかった。だが、俺達は本隊が作戦をしている最中に、ガキ一人をさらいに行くんだ。当然、罰ばつがあると思う。失敗続きで進しん退たい窮きわまってる奴らはいますぐ出てけ」

　当然というか、Ｑ三郎の言葉に従う者はいなかった。

「それからもう一つ。コッペはデイストーンを核として生まれた人工人間だ。Ｋ次郎の手によって生み出された戦闘兵器だ」

　食堂内にざわめきが生まれるが、Ｑ三郎は構かまわず続ける。

「だが俺はコッペを普通のガキとして育てるつもりだ。たとえ悪の組織と呼ばれようが、ガキひとりを兵器にするような組織に、目的が達成できるとは思えねぇ」

　だが実際にブラック・ブリッツは子供の形をした兵器を作った。

　Ｑ三郎が今やろうとしていることは、取り返しのつかない過あやまちに対する贖しよく罪ざいなのかもしれない。ＢＢ団の全てを代表して、コッペに謝罪するために。生まれた時から重い荷を背せ負おってしまったコッペを、少しでも楽にするために。

「それにブラック・ブリッツはガキに戦わせなくたって、充分やっていけると信じている。子どもは戦わず、大人が戦うべきだ」

　誰も声には出さないが、強い同意の雰ふん囲い気きだった。

「そんなＢＢ団じゃねーと、コッペが笑えないんだ。もっとあいつを心の底から安心させて、『自分はここでは緊きん張ちようしなくてもいい』と思いこませれば、きっとあいつも子どもらしく、人間らしく振る舞えるに違いねーんだ。そのために、俺達は頼れるってところを見せてやらなきゃダメなんだよ！」

　Ｑ三郎の缶コーヒーが机に打ちつけられる。大きな音がするが、皆Ｑ三郎の話を真剣に聞いていたので、動どう揺ようする者はいなかった。

「で、だ」

　そこでＱ三郎はころっと軽い口調に変える。

「そのコッペを作ったＫ次郎が、ＤＤ研究所の職員として今また何かやらかそうとしてる。あんにゃろ、前々から俺達と二ふた股またかけてたみたいだ」

　ざわめく食堂。

　先程調べてみたのだが、Ｋ次郎は時折監視カメラや入出記録を改ざんしながらＢＢ団とＤＤ研究所を行き来していたらしい。それもかなり前からだ。気づかない我々もどうかしているが、Ｋ次郎の偽ぎ装そう工作がそれほど上う手まかったということだろう。

「つーことで、コッペを助けるついでに、裏切り者のＫ次郎をぶちのめしてやろうと思うんだが？」

　返答を聞くまでもなかった。大きな拍手が食堂中に響き渡った。もともと武器の開発などでＫ次郎はかなり一いち目もく置おかれていたはずだ。しかしコッペが絡からんでから、彼の信用は一瞬でガタ落ちになったようだ。

「奴はＤＤ研究所――つまり、正義の味方の陣じん営えいだ。んで俺達はブラック・ブリッツ。どう考えても、俺達が悪だ。そこに正義はない」

　たとえどんなに正しいことをしても、悪の組織の人間は悪だ。

　１号が悔しそうな顔をしていた。２号がやられるのを見た時、人々からどんな声を聞いたのか、ある程度想像がつく。

　缶コーヒーを再びテーブルに叩きつけ、強く叫ぶＱ三郎。

「いいかロリコンども！　俺達は悪だ！」

　声は衝しよう撃げきとなって、人々の胸を突き抜ける。Ｑ三郎はいつものようにニヤリと不敵に笑っていた。最初は正直焦あせっていたものの、徐々にいつものノリを取り戻してきたようだ。

「正義の味方からガキを誘ゆう拐かいしにいく！　それでもついて来たい奴だけ来い！」

「おお―――っ！」

　Ｑ三郎の怒声を上回る怒号が食堂を揺らした。

　その場にいた全員が立ち上がり、拳を上に突き上げていた。打ち合わせしたわけでなく、全員が自発的に立ち上がっていた。

「おまえらノリいいな！　よし、それじゃ作戦の説明をするぞ！」

「おおお――――っ！」

　もはやお祭り騒ぎになっている食堂で、

「よくやるわ……」

　おばちゃんだけが肩かたをすくめて苦笑していた。
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　夜が明けた。

　街はひっそりと静まりかえり、新しく昇る太陽を迎むかえて白く輝かがやいていた。遠くの方から野良犬が吠ほえたける声や、朝刊を配るスクーターの音がわずかに響いてくる。

　その静かな街を、悪の組織が蹂じゆう躙りんしようとしていた。

　エンジン音を轟とどろかせて、数台のワゴン車が国道を走っていた。黒くろ塗ぬりのワゴン車の中には武装したＢビーＢビー団だんの戦せん闘とう員いんたちが小銃のチェックをしながら座っている。

「眠いな……」

　一人の戦闘員がアクビをした。

「仕方ないだろ。早朝にデイライト・カノンに奇き襲しゆうをかけるんだから」

「つってもさ、なんで全軍突入なんだ？　いつもみたいに改造人間に任せておけばいいじゃん」

「おまえ、マジで首領の話なんも聞いてないのな……言ってただろ、全軍突入してでも破壊しなけりゃならない兵器なんだよ、あれは。下へ手たすりゃ人類滅亡するって話だぜ」

「マジで!?　じゃあ俺達、人類滅亡の危機から救うために派は遣けんされてるのか？」

「あー、まぁ、結果としてはそうなるな……」

「悪の組織なのに？」

「悪の組織なのにな」

　笑い出す戦闘員達。

「そういや、Ｑキユー三ざぶ郎ろう課長のアレってどうなったんだ？　コッペちゃんを助けるって」

「なんか結構人集まってたみたいだけど」

「作戦がなけりゃ、俺も行ったんだが」

　すると、運転していた戦闘員が「お？」と怪け訝げんな声を上げる。

「どうした？」

「あれ、なぁ、この車って、確か先頭のはずだよな？」

「だろ？　だって俺達第一戦闘小隊だし」

「じゃあ、なんで前にウチの車が走ってるんだ？」

　運転手の指さす先、まだ朝あさ靄もやがかかっている国道に、黒い車が三台ほど走っている。全部ＢＢ団の車しや輛りようだった。助手席に座っていた戦闘員がノートパソコンでナンバーを照会してみると、やっぱりＢＢ団のものだった。

　後部座席にいた戦闘員達も、身を乗り出してフロントガラスの向こうを見た。

「あれ？　今日、どっかで別の作戦でもやるのか？」

「今日はデイライト・カノン破壊作戦に全員出てるだろ、アホ！」

「じゃあ、なんで……」

　そこでようやく全員気づく。

　前を走っている黒塗りの車の横を、エメラルドグリーンのバンが併へい走そうしているのを。

「え、だってコッペちゃんが囚とらわれてるのって、ＤデイＤドライブ研究所だろ!?　こっちのキタダニ第二デイストーン研究所にゃ、デイライト・カノンしかないぜ!?」

「俺達、道間違えたか!?」

　焦あせりながらカーナビを凝ぎよう視しする運転手だが、やっぱり道は間違っていない。

　不ふ思し議ぎな気分のまま、車はキタダニ第二デイストーン研究所にたどり着いてしまう。そこは駅からほんの少しだけ離れた場所にあった。まるで巨大なデパートのような大きさだが、住民からは街のシンボルのような扱いを受けている。

　前方の車もやはり同じ場所に停車していた。エメラルドグリーンの車も一緒だ。

　続いて後続の車がやってきて、研究所の周りを囲かこむように停車する。余計な人間や車を排はい除じよし、外からの侵しん入にゆうを妨さまたげるためのバリケードだ。

　すでに黒い車の群れに気づいた人が自然と集まり、周りは野や次じ馬うまでいっぱいになっていた。歩道まで車でふさがれているので、通勤途中のサラリーマンが罵ば声せいをあびせていた。

「よし、全員降車！」

　運転手の号令と共に、戦闘員達は車を降りる。

　そこに、Ｑ三郎が待っていた。白衣とタバコの煙けむりをたなびかせながら、研究所の正門前で、ライトドライバーの人形を眺ながめている。

「……Ｑ三郎課長？」

　違う車から降りてきた、指し揮き官かん風ふうの男が呼びかける。

「おう、おまえら。なにやってんだこんな所で」

「いやそれはこっちのセリフなのですが……」

「ああ、俺達は――」

　指揮官もＱ三郎も、自分の立場を説明しようとするが、そこでキタダニ第二デイストーン研究所も目を覚ましたらしい。けたたましい警報けいほうブザーが鳴り、真っ赤なサーチライトが朝の街を照らしはじめる。

「やっべぇ！　逃げるぞ！」

「は、はいっ！」

　一いち目もく散さんに逃げ出すＱ三郎と指揮官。

　研究所の正門ゲートが開き、白いロボットたちが飛び出してきた。身長は一メートルほどで、足の代わりにホバーで移動するコケシのようなロボットだ。両腕にはショットガンを持っている。

　それが百体ほど。

「撃うて！　作戦開始だっ！」

　Ｑ三郎と指揮官が車の陰かげに隠かくれると同時に、大規模なオセロが始まった。







　黒いタイツの戦闘員が小銃を撃ちまくる一方で、多少よろけながらもショットガンをブッ放す白いロボット。正門前に停車していた車が一瞬にして爆発し、真ま上うえに吹き飛んだ。

　銃弾が地面と車をえぐり取る。無表情のロボット達が放つ弾だん丸がんは実弾ではない。ゴム弾やネットなどの非ひ致ち死し性せい武ぶ器きなのだが、あれに当たれば丈夫な戦闘員スーツを着ていてもただでは済まないだろう。

　対するＢＢ団の銃は、全て実弾だ。だがロボットのボディはライトドライバーと同じ装そう甲こうが使われているため、簡単には破壊できない。

「うわぁっ！」

　戦闘員の誰かが情けない悲鳴をあげる。ネットに絡からまれて、動けなくなったのだ。その戦闘員の周囲にも、ゴム弾に撃たれてもだえ苦しんでいる者がいる。

　民間人の中には、こう考える人が少なくない。

　どうしてブラック・ブリッツはＤＤ研究所などの本部を叩かないのかと。邪じや魔まをする者がいるならば、その元を断たてば仕事がやりやすいのに。ライトドライバーも、帰る巣を失ったら身動きが取れなくなるのに、と。

　その答えがこのロボット軍だ。デイストーンの力で生み出された正義のヒーローは、いくら頑張っても所しよ詮せん一人だ。大規模の集団で基地を攻められたら、守りきれるはずがない。そのため、ＢＢ団に狙われる可能性のあるデイストーン研究所には全すべて強力なロボットが置かれている。難しい仕事をこなすことはできないが、侵入者を排はい除じよするくらいなら簡単だ。その上、研究所内にもデイストーンの力を利用したセキュリティがある。

　恐るべきはヒーローではなく、それを生み出す科学力なのであった。

「だからっつって、今さら退ひけないよなぁ……」

　ボンジュールアイスのバンの中でＱ三郎はぼやいた。モニターから外の様子を見ているが、次々に戦闘員が倒れてゆく。このバンにも銃弾がいくつか命中して、内壁が盛り上がっている。

「なにか仰おつしゃいましたか？」

　Ｑ三郎の隣にいた司令官が首をかしげる。戦闘タイツを着ているが、頭に司令官用のベレー帽ぼうを被かぶっているので、一目でわかった。

「いや、なんでもねぇ。それより俺の話、理解したか？」

「はぁ……あなた方の最終目的が我々と同じというのは理解できましたし、作戦の方も確かに納得できますが、我々の戦闘の定じよう石せきからは大きく外はずれますな」

「ったりめーだ。こんな総力戦、初めてのことだろ」

「確かにそうですな」

　軽く笑って、司令官はＱ三郎に敬礼した。ＢＢ団の戦闘員は通常、指揮官を持たない。戦闘、通信、移動、それぞれが自分の仕事をしっかりとこなせばよいので、あらかじめ作戦をみっちり叩き込むのだ。不ふ測そくの事じ態たいが起こった時には、個々の判断に任される。もしくは、改造人間の力押しだ。

　それが今回、彼を司令官に置いたのは、人数が多いからだった。細こまかい指示よりも、ＧＯサインをだす号令係のような役割が重要なのだった。

「課長、そろそろいいかと思います！」

　別のモニターを見ていた３号の報告に、Ｑ三郎はうなずいた。

「よし、それじゃ行くかぁ！」

　１号と３号もうなずき、そして着ている戦闘服を脱ぎだした。私服になった二人に続いて、Ｑ三郎と司令官もそのまま外に出る。

　見れば、別の車からも私服の集団がワラワラと降りて来るではないか。コッペ救出部隊のみなさんだ。それぞれ手には銃の他に、スコップやバット、おたまなどの武器になりそうなものを持っていた。

「ええっ、おい、あんたら!?」

　驚いた戦闘員の一人が呼びかける。戦闘服を着ないでゴム弾を受けたら、下手をすると内ない臓ぞうが破は裂れつする恐れがあるのに。

　が、のこのこと歩いている私服集団に銃弾が当たることはなかった。

「……？」

　ロボットが意い図と的てきに照しよう準じゆんをずらしているのだ。私服に銃を向けても、次の瞬間には黒い戦闘服にターゲッティングしてしまう。

「やっぱりな。予想通りだ！」

　拳こぶしを打ち鳴らすＱ三郎。

　あの二頭身の外見から見て、ロボットは簡単な命令しか与えられていないとＱ三郎は踏ふんだ。ロボットはＢＢ団を無条件で攻撃するようにしか命令されていない。それは過去何度にもわたる襲しゆう撃げきで判明していた。

　ではどこで一般人とＢＢ団を見分けるのか。ＢＢ団の一番大きな特とく徴ちようといえば、あの黒い戦闘用タイツだ。あの色のタイツを着ている人間を無条件で攻撃するように命令しておけば、あとは武器を持たせておくだけでいい。もしもあれで家事手伝いまでこなせる高度なＡエーＩアイを持たされていたら話は変わっていたが、Ｑ三郎の読み通りだった。

　正門ゲートのロボットたちの前に、私服の集団がずらりと並ぶ。

「よかった――」

　先頭にいるＱ三郎の隣で３号が安あん堵どの溜ため息いきを漏もらす。

　彼は一度だけ侵せん入にゆうに成功したことがあった。それも戦闘員を引き連れて。あの時、彼は私服で潜入したのだ。そして研究所のメインコンピュータを自みずから操作して、ロボットのスイッチを切ったのだ。だからいいところまでは行ったのだが……。

「今回はうまく行くといいですね」

「もちろんだ！」

　１号が太い腕でガッツポーズを取る。さっきから出番を待ちわびている様子だ。

　そんな１号の腕に、何かがぶつかった。

「ん？」

　それは人の拳こぶしほどもある石だった。

　何事かと横を向いた１号の顔面に、また石がぶつけられる。見れば車の包囲網の外に大勢の人間が集まっていた。みな、我らがライトドライバーの研究所が襲われ、道をふさがれた怒りを隠そうともしない。

「帰れ！　ブラック・ブリッツ！」

「車どけろ！」

　ロボットの銃じゆう撃げきにまぎれるように、人々は車でできたサークルの外から絶え間なく石を投げつけてくる。ロボットのネットを避よけた戦闘員の一人が、頭に投石をくらって倒れた。

　呑のん気きな奴らめ、とＱ三郎は舌打ちする。車で包囲しているのは、民間人を入れさせないためだけではない。戦闘員やロボットから守るためでもあるのだ。

　そうこうしているうちに、車を乗り越えて自らＢＢ団に天てん誅ちゆうを下そうとする大馬鹿者まで現れ始めた。すぐに戦闘員が車の向こうへ押し戻そうとするが、感化されたバカが我も我もとばかりに戦闘車の上に乗り始める。

　すかさずＱ三郎は命令する。

「今だ！　改造人間用意！」

　それに従って、司令官がひときわ大きな声で号令をかける。

「改造人間よぉぉぉぉぉぉぉいっ！」

　その声は周囲百メートルにまで届き、ギャラリー達が怯おびえるくらいだった。

　耳を押さえるＱ三郎を見て、司令官は恥ずかしそうに笑う。

「実は私、イヌ怪人なんです。声には自信ありますよ」

　八重歯を見せるイヌ怪人の司令官の号令に従い、全ての車輛から改造人間が飛び出した。ネコ怪人、ヘビ怪人、イノシシ怪人、クマ怪人――ＢＢ団にいるありとあらゆる怪人が叫びながら躍り狂い、車の上に飛び乗る。

「ぎ、ぎゃあああっ！」

　車を乗り越えてＢＢ団を攻撃しようとした命知らずは、すっかりそれで戦せん意い喪そう失しつしてしまった。

「ウチへ帰ってママのオッパイでもしゃぶってな！」

　すでに車のサークルに入り込んだ先駆者が、クマ怪人の豪ごう腕わんに摑つかまれて外へ放り投げられる。さらに他の人間を追い出すように車の上で叫び出す怪人達。

「か、改造人間だぁーっ！」

「た、助けてぇっ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す民衆だったが、怪人達はサークルの外へ出ようとしなかった。あくまで威い嚇かくに留とどめる。

　その間に一般の戦闘員達はロボットと戦い続ける。ショットガンをかいくぐりながら牽けん制せいし、私服の隊員達がロボットにスタンガンを当てて機能を停止させる。

「いやはや……普通は戦闘員が周囲の人間を脅おどして、改造人間がしとめるものなんですがねぇ……」

　イヌの司令官が呆あきれたような声を出す。

「効果は覿てき面めんだろ？　これで邪魔する奴らはいなくなる」

「しかしＱ三郎課長、このままだとロボットに負けます！　パワー不足です！」

　言われてみると、そうだ。戦闘員はバタバタ倒れているが、ロボットは数体しか破壊していない。

「１号！　３号！」

　素肌にオーバーオールの巨体と、ジャケットにスラックスの優やさ男おとこが同時にうなずく。

「……いや、１号だけでいいか。３号は俺と突っ込むぞ！」

「は、はいっ！　１号先輩、お願いします！」

　すると１号はわなわなと身体を震ふるわせて、服が引きちぎれんばかりに胸きよう筋きんを膨ふくらませて叫んだ。

「うおおおっ！　ようやく俺の見せ場かぁぁぁぁっ！」

　よほどストレスが溜たまっていたのだろう。涙すら流す勢いで喜んでいた。両手の拳を上げ、マラカスでも振るように揺すっている。

「おおおおおおおおおおっ！」

　その両拳を胸に当て、ドンドンと叩きはじめる１号。その身体に毛が生え始め、顔の周りが黒くなる。まるで猿――いや、この丸太のような腕は、ゴリラだ。

「どけぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　１号――ゴリラ怪人は、両手を横に広げてロボットの群れに突っ込む。さすがに改造人間は敵として探知したロボット達が銃を撃つが、１号の体たい軀くに全て跳ね返されてしまう。

「どっせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇい！」

　１号の両腕がロボット達をなぎ倒す。広げた両腕の分だけロボットが倒れていくので、Ｑ三郎と３号は作られた道を後ろから走るだけでよかった。

　そして正門ゲートを越え、研究所の扉をたたき壊す１号。防弾ガラスで出来た扉は粉々に砕け散り、警報装置がひときわ大きな叫び声を上げた。

「どおりゃあああああっ！」

　ドアを壊した１号は、元来た道を引き返し、残ったロボットを破壊しにかかる。まさにちぎっては投げ、ちぎっては投げだ。

「あ、あの課長……１号先輩、止めなくていいんですか？」

　背後を指さす３号。

「ああなったら、誰にも止められねぇ」

「って、いいんですか!?」

「だから失敗作なんだよ、あいつも」

　失敗作と呼ばれた１号は正門ゲート前で「ヒャッホォォォォィ！」と絶ぜつ叫きようしながらロボットを投げ飛ばしている。誰が止めるのだろうか。

「あれっ、ベレー帽の人は!?」

　３号がそう言った時、１号の楽しそうな声と一緒にベレー帽の司令官が空を飛んでいった。ロボットと一緒に。

「３号、見なかったことにしろ」

「り、了解……」

　額ひたいに汗をかきながらＱ三郎と３号は二人きりで敵陣へと乗り込んだ。警報ランプで赤くそまるキタダニ第二デイストーン研究所は、初めてＢＢ団の侵しん入にゆうを許したことになる。

「ウッヒョォォオオオオオ！」

　残された１号の歓かん喜きの声は、警報装置よりも大きかった。
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　警報装置がうるさいのでコンピュータを操そう作さし、自分の部屋のスピーカーのみを切ったあと、ふとＫ次郎は何が侵しん入にゆうしたのか考える。

「ブラック・ブリッツか……？」

　しかしこの研究所のセキュリティは充実している。今や全世界に広まっている対ＢＢ団用護衛ロボットが百体ほどいるはずだ。さらにＫ次郎自みずからがチューンしているので、弱い改造人間程度なら勝負にすらならないはずだ。

「まぁいい。何が来ようとも、もうすぐ意味がなくなる」

　カプセルの中のコッペは、いまだ安らかに停止している。

　あと一時間もすれば、記憶の消去が完了する。そして新たに戦闘兵器としての情報を全てインプットすれば、ＢＢ団くらいあっという間に制圧できる。

　万が一ＢＢ団がロボット達を撃退したところで、ここは破れない。

　Ｋ次郎はポケットから腕輪を取り出し、自らの右腕にはめた。

「もうすぐだ……誰も邪魔をするな……！」

　カプセルが照り返す照明の光が、腕輪を白く輝かせる。

　それはライトドライバー車崎トオルがいつもはめている腕輪と同一のものだった。
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　キタダニ第二デイストーン研究所の内部は、白一色だった。壁かべも床ゆかも天てん井じようも、スリッパや壁に掛かけられている花か瓶びんの花まで白かった。全五階の研究所は、殺風景な廊下と階段しか見えない。まるで病院のようだった。

　そして階段を下りてくる護ご衛えいロボット軍。

　外を守るロボット達に比べれば少ないが、こちらはＱ三郎と３号しかいない。

「課長！　ここはボクに任せてください！」

　３号の身体がクモ怪人のそれに変質する。

「えーと、この階段を昇って、五階からひい、ふう、みい……」

「課長！」

「おう、すまんすまん。今そこの案内図で道調べてた」

「事前に調べてくださいよっ！　まったく……」

　珍しく怒る３号だったが、すでに気弱な彼ではない。四本の手を生はやした３号は迫り来るロボットに粘ねん糸しを吐き出し、まとめてがんじがらめにして動きを封ふうじた。

「助かるぜ、３号！」

　Ｑ三郎が倒れたロボットを踏みつぶしながら階段を昇り、その後ろから３号が糸で活路を切り開いていく。

　死体のように山積みになったロボット達。

「……ちっ」

　それを見てＱ三郎が舌打ちした。

「どうしたんですか？」

「いや、こいつらもコッペと同じ目的で作られたんだ、とか余計なこと考えちまった」

「……ですよね」

　沈しずんだ顔の３号だが、Ｑ三郎の胸中はもっと複雑だろう。

　３号も話には聞いていたが、彼は元兵器開発課課長なのだ。ただ人を殺すだけの機械を涼しい目で見られないのだろう。

　様々な想いを胸に秘ひめながら、Ｑ三郎達は五階にたどり着く。そこにはロボットはいなかったが、階段の下から大勢のロボットが追ってきていた。

「３号！　ここは任まかせた！」

「はいっ！」

　強い返事をもらってから、Ｑ三郎はＫ次郎のいる部屋に飛び込んだ。

　Ｑ三郎が扉の向こうに消えるのを確認してから、３号はロボット達に向き直った。その一瞬のスキをついて、一体のロボットがショットガンを放った。

　特とく殊しゆ合ごう金きんで編まれたネットが３号の身体に絡からみつき、動きを封じる。

「ふむふむ……確かにこれは硬かたい網あみですね……」

　両手両足を縛られた状態で、３号は冷静に分析していた。

「しかし、ボクの網の方が硬いですよっ！」

　爪で簡単に網を引き裂くと、自由になった身体を跳ちよう躍やくさせ、天井に張りついた。真ま上うえから糸を吐はき、その場にいたロボット達を地面に縫ぬいつける。しかし一息つく間もなく下から新たなロボットがやってくる。

「１号先輩ほどじゃないですけど、ボクもがんばりますよ！」

　クモ怪人と化した３号は、楽しげな表情でロボットの群れに飛び込んだ。早々に朱しゆに交まじわって赤くなったと見える。

　床に着地して、敵に殴なぐりかかろうとしたその時、３号の身体がスリップした。

「うわっ！」

　なぜかこの階のこの床だけにワックスが塗ぬられていたのだ。おそらく清掃せいそうのおばちゃんがたまたま拭き忘れたのだろう。

「やっぱりついてない……」

　半べその３号に、ロボット達が容よう赦しやなく襲いかかる。
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　そこはキタダニ第二デイストーン研究所の中だが、白一色ではなかった。いや機材自体は白いのだが、照明がない。機械が放つＬエルＥイーＤデイーの光だけが部屋を緑色に照らしていた。それだけで部屋全体が見渡せるのだから、大した量のＬＥＤである。

「誰だ……？　侵入者か？」

　部屋の中央に置かれている寝台には人型のカプセルがあり、そこからいくつものケーブルが伸びていた。Ｑ三郎にはそれがどんなものだか一目でわかる。右手に置かれているコンソールは当然として、寝台の奥にある卵のようなポッドは改造人間を作る手術をする際に精神を安定させるもの。左手にある真しん空くう管かんでできたパイプオルガンのようなものは、デイストーンの力を調節する装置だ。

　それらをどうするのか――答えは、目の前にいる男に聞けばいい。

「オッス」

　Ｑ三郎は親しげに片手を上げた。

　機械の陰からのっそりと身を起こしたのは、右半分を仮面で隠かくした若い男だった。

「Ｑ三郎!?　どうしておまえが……？」

　驚くＫ次郎は、仮面をのぞけばいつもと変わらない服装だった。白衣をきっちりと着こなし、中にはワイシャツ。ヨレヨレの白衣でＴシャツを覆おおっているＱ三郎とはどこもかしこも対照的だった。

「いやー、おまえイイ機材使ってんな～。うわ、俺これ前から欲しかったんだよ！　首領にいくらせがんでも買ってくれねーもんだから、作戦ついでに強ごう奪だつしてもいいか？」

「質問に答えろ、Ｑ三郎。なぜ生活課のおまえがここにいる？」

「あーん？」

　返事はしたものの、Ｑ三郎は質問には答えずタバコを取り出して火をつけた。

「ブラック・ブリッツがここに攻め込んできたのはわかる。だがどうして戦闘には関係のないお前がここにいるんだ？　外のロボットはどうした」

「ハリボテどもは俺の可愛い部下が相手してるぜ」

　Ｑ三郎は楽しそうにコンソールをいじっている。

　人一人の人生くらいは余裕で買える値段の機材が、この部屋には家具のように所狭しと並べられていた。

「なぁ、Ｋ次郎よ」

　今度はＫ次郎がＱ三郎を無視した。

「おまえ、今までにどれだけの兵器を作った？」

「何をいきなり……それならば基地に資料が残っているだろう」

「コッペを入れたら、四十七個だったよな。使えるものから実験段階のものを含ふくめて」

「そうだ。それがどうしたと――」

「俺は生まれてからこれまで、七十個の武器を作った」

　Ｋ次郎の言葉を遮さえぎったＱ三郎。その口く調ちようは功こう績せきを自じ慢まんするものではなかった。

「銃から弾丸、剣やスタングレネード、いろんなモンを作ったよ。改造人間プラントの基礎理論を確立させたのも、俺と首領だ」

「……だからなんだ」

「わっかんねぇかなぁ」

　Ｑ三郎は煙を吐き出すと、何億円もするコンソールにタバコを押しつける。単価にして十円ほどのタバコの火が焼き潰したボタンは、修理するのに何百万もの金を必要とするだろう。

「お前、アインシュタインやオッペンハイマーの気持ち、考えたことあるか？」

　するとＫ次郎は仮面に覆われていない左の頰ほおを軽く歪ゆがませて笑う。

「何を言い出すのかと思えば、そういうことか。彼らは偉大だ。原子爆弾を開発した時も、きっと喜びに打うち震ふるえたに違いない。私の目標は、彼らを超えることだ。核爆弾よりも優すぐれた兵器を作ってみせる――いや、もうすぐ完成するのだ！」

「……そうかよ。少しでも期待した俺がバカだったぜ」

　Ｑ三郎は白衣の中に手を入れ、小さな拳銃を取り出す。

　黒光りするその銃を、Ｋ次郎は冷ややかな目で見つめていた。

「お前みたいな奴がな、武器に使われる典てん型けい的てきなタイプなんだよ」

「私を撃つ気か？」

「さっき聞いたよな、俺がここに来た理由を。教えてやるよ。悪の組織ブラツク・ブリツツが正義の研究所に来た理由っつったら、デイストーンの強ごう奪だつに決まってるだろ。そこのカプセルに入ったデイストーン、それから隣のうまい棒、どっちも頂いてくぜ」

「貴様にできるかな？」

　驚いたことにＫ次郎は脇に一歩歩き、Ｑ三郎に道を譲ゆずった。持って帰れるものなら持って行け、と言わんばかりに。

　銃口をＫ次郎に向けたままカプセルまで歩くＱ三郎。

　さっきコンソールを見て、コッペの状態はわかった。機能停止しているように見えるが、本当は死んでいない。冬眠状態にあるだけだ。パソコンでいうならばスタンバイ状態だ。ただし、記憶の消去中ということは、現在、非常に不安定な精神状態にあるということだ。

「おーい、コッペ」

　こんこん、とカプセルを叩いてみるが、返事はない。

　試しに白衣からカップアイスを取り出してみる。

「ほーらコッペ、アイスだぞー」

「あいす！」

　いきなりコッペが起きあがり、カプセルを突き破って外に出てきた。

「なにぃ!?」

　目玉が飛び出るほど驚いているＫ次郎だが、Ｑ三郎は動じずにコッペを割れたカプセルから引き出す。

　コッペはカップアイスを奪うようにＱ三郎からもらうと、カップについているスプーンを持って食べ始めた。

「そんなに腹減ってたのか」

「うー……こっぺ、ずっとたべてなかったの」

　嬉しいのか悲しいのか微び妙みような表情で、コッペはアイスを食べ続ける。

　そんなコッペをＫ次郎は信じられないという目で見続けていた。

「馬鹿な……どうして」

「バカはそっちだ。コッペは電源を切りゃ止まるってわけでもねーだろ。機械じゃねぇんだからよ。起きるんだったら、起こせばいいだけの話だ。頭ガチガチに固めてっと、そのうちパンクすっぞ、おぼっちゃま」

「くっ……」

　たじろぐＫ次郎。

　その簡単なやりとりの間に、コッペはアイスを食べ終えてしまっていた。

　アイスのカップを脇に置くと、アクビをして寝ようとする。

「って寝るなコッペ」

　後うしろ襟えりを摑つかんで現実へ引き戻すＱ三郎。

「むにゃ……あいすいっぱい……あれっ、えーと……かちょー？」

　ようやく目が覚めて気づいたようだ。まだ状況がわからず辺あたりをキョロキョロ見回している。

　Ｑ三郎を思い出すまでに時間がかかったところを見ると、記憶に何らかの障害があるのかもしれないが、Ｑ三郎の存在に気づくくらいなのだから、軽けい微びだろう。

「コッペ、帰るぞ」

「あっ、う、うん……」

　何かを思い出したのか、コッペは下を向いて口ごもっている。

　胸には小さな青い光が。

「どうした？」

「かちょー、おこってる？」

「あ？」

　いきなり何を言い出すのかと思って、そう言えば三日前に叱しかってそのままだったことを思い出した。

　Ｑ三郎は出来るだけ優しくコッペの頭をなでて、

「怒ってねーよ。帰ったらアイスたくさん食わせてやるからな」

「うん！」

　アイスを食べ終えた時のような笑顔をＱ三郎に向けた。青色の光も、一瞬で黄色く変化する。仕事にかまけていたおかげで、コッペの笑顔を見るのもずいぶん久しぶりだった。

「さぁ、帰るぞコッペ」

　コッペの手を取るＱ三郎。カプセルに入っていたせいか、ずいぶんと冷たかった。

「……そのまま帰すと思ったか、Ｑ三郎」

　コツ、とＫ次郎の足音がした。

「バカにすんなよ。いくら俺でも銃くらい撃てるぜ。てめぇがどこにどんな武器隠してるのか知らねぇが、俺が引き金を引く方が早い」

　Ｑ三郎の銃口が再びＫ次郎に向けられる。

「さて、それはどうかな」

　肩をすくめるＫ次郎の目は、この場においても勝利を確信しているものだった。用心深くＫ次郎の挙きよ動どうを見つめていたＱ三郎。ふと、Ｋ次郎の右腕が盛り上がっていることに気づいた。

「こっちも教えてやるＱ三郎。私は正義の味方に与くみする、正義の科学者だ。つまり――私だって、正義の味方を名乗る資格はあるだろう？」

　そしてＫ次郎は自分の右腕を前に出す。

　またあの無骨な機械の腕が現れるのかと思ったら、そうではなかった。

　Ｋ次郎の右腕にはめられている、白い腕輪――あれは、ＢＢ団の人間ならば誰もが恐れる腕輪だ。

　小さな声でＫ次郎は呟つぶやく。

「――変身イグニツシヨン」

　フラッシュがＫ次郎から発せられた。たまらず銃を持っていない手で目を覆うＱ三郎。光に目が慣れた後も、Ｋ次郎はその場に立っていた。

　ライトドライバーの姿をして。

「てめぇ……ライトドライバーの腕輪をパクってきたのか!?」

「心外な。私はただ興味があったので、コピーを取ったまでだ」

　鎧よろい姿すがたのＫ次郎が身体を揺すって笑う。

　コピーを取ると言っても、紙のコピーとはわけが違う。言うほど簡単にはできないはずだ。さらにこの腕輪はデイストーンを使わなければ作れない。Ｋ次郎という男、やはり兵器開発課課長を名乗るだけのことはあった。

「むん！」

　Ｋ次郎が手を振ると、Ｑ三郎の手から拳銃が吹き飛ばされた。衝しよう撃げき波はだけを飛ばしたのだ。腕が痺しびれると思ったら、筋がぱっくりと割れて血が噴き出していた。

「悪の科学者は正義の味方によって倒されました――これで街に平和が戻りました――どうだ、なかなかオーソドックスなストーリーだろう？」

「へっ」

　自分の冗じよう談だんに笑うＫ次郎を見て、Ｑ三郎は失しつ笑しようした。

　かたや正義の味方。かたや生なま身みのひ弱な人間。だがＱ三郎は余裕の表情だ。

「かちょー！」

　コッペがすかさずＱ三郎の前に立ちはだかる。青かった胸むな元もとは、すでに赤いランプに変わっている。命の危機を感じた時の、緊急警報だ。

　だがそんなコッペを押しのけて、Ｑ三郎はさらに前に出た。

「おまえは後ろでアイス食ってろ。ここは俺がなんとかしてやる」

「でも……」

「心配すんな。子どもも守れないようで、なにが大人だ」

　コッペに笑いかけるＱ三郎の顔は、悔くやしさに満ちていた。

　最初は、守れなかったのだ。

　子どもを戦わせて、大人は後ろで高みの見物。そんな構図はどう考えてもおかしい。大人は子どもを守り、教え、育てるものだ。

　それはＱ三郎が子どもの頃も、Ｑ三郎の親が子どもだった頃も、世界が始まった時から決まっているルールだ。

　そんな当たり前のことが出来ない自分に、心底嫌気がさしていた。

　だから――守れるように、ずっと開発を続けていたのだ。

「最後の手段は、もうちょっと勿もつ体たいぶろうぜ。Ｋ次郎よ」

「なに……」

「ポーズがなってねぇんだよ。本物のライトドライバーだったら、もっとカッコつけるぜ」

　と、Ｑ三郎は右手を前に出した。

　その腕には、黒い腕輪が。

　コッペを守る、悪の力が。

「まさか――Ｑ三郎、貴様！」




　開かれた五本の指をぎゅっと握りしめ、Ｑ三郎は叫ぶ。

　――大嫌いな、正義の味方のセリフを。

「変身ッ！」

　黒い閃せん光こうがＱ三郎を呑のみこみ、花火のように弾はじけ飛とぶ。




　黒い霧きりがＱ三郎の周囲にまとわりついていた。

　ゴツゴツしたライトドライバーの鎧よろいとは反対に、凹おう凸とつの少ないフォルムをしていた。ただし両腕の拳だけは無数のトゲが生えている。初めて見た者は、まず間違いなく「撲ぼく殺さつされる」と思うだろう。

　その姿は――コッペのような人間ではない。

　もう二度と作るまいと決めていた、人を傷つける兵器の形だった。

「Ｑ三郎！　貴様、そんな……！」

「ライトドライバーの姿をしたところで、てめぇはただの偽にせ物ものだ！　俺ごときでも余裕でぶっ飛ばせるぜ！」

　Ｑ三郎の背中から黒いスチームが吹き出した。デイストーンの欠片かけらから発せられるエネルギーを推進力と変え、黒い閃光となってＫ次郎に躍おどりかかる。

「うおおおっ！」

　黒い拳と白い拳がぶつかり合った。白黒の閃光が飛び散り、研究室を染そめ上あげる。たった一瞬の押し合いを経て、Ｑ三郎のパンチがＫ次郎の拳こぶしを叩き割った。

「ぐわぁっ！」

　血の吹き出る拳を押さえて跳とび退すさるＫ次郎。

　だがそんなものでＱ三郎が満足するはずはない。Ｋ次郎が逃げた距離分を一いつ瞬しゆんで詰つめ、さらに腹に拳を叩き込む。トゲトゲが鎧よろいを突き破り、Ｋ次郎は身体を折り曲げて壁に叩きつけられた。

「オラァァァァァァッ！」

　壁にめり込むＫ次郎の身体を殴り続けるＱ三郎。

　殴るたびに壁のヒビが増え、とうとう壁が砕け散り、Ｋ次郎の身体は隣の部屋まで吹き飛ばされた。

　砕けた壁から白い煙があがる。

「かちょー！」

　コッペが駆け寄ってきた。

　赤い光はもうサイレンのようだった。コッペの瞳ひとみも色が薄うす緑みどりになっている。文字通りレッドゾーン、完全に戦闘モードに入っていた。

　だがコッペは戦わない。自分で抑おさえているのだ。

　Ｑ三郎がそう言ったから。いや、Ｑ三郎の言うことは正しいと信じているから。

　そんなコッペを見て、Ｑ三郎は自分の弱さが情けなってくる。

「心配すんなコッペ。もうそろそろ終わる」

　黒い悪魔はその場に膝ひざをつき、コッペの頰ほおを軽かるくなでた。

「かちょー……」

「だからアイスでも食ってろ。これが終わったらＰ子と服でも買いに行くといいさ。そうそう、今度うちに３号が来たんだ。後で紹介するから――」

　Ｑ三郎はその言葉を最後まで言い終えることが出来なかった。

　白はく煙えんの向こうから細い閃せん光こうがほとばしり、Ｑ三郎の身体に当たるや否いなや、弾け飛んだのである。

　生身の人間ならば貫通どころか熱で焼け死ぬその光線を、Ｑ三郎の鎧は受け止めた。ただし衝撃までは殺せなかったらしく、Ｑ三郎の身体は研究室の壁に叩きつけられた。先程のＫ次郎のように。

「これは使いたくなかったが……もう許さん！　『ＸＡ‐０００２』もろとも消し飛ばしてやる！」

　Ｋ次郎は隣の部屋にいた。その手にはうまい棒――デイライト・カノンがしっかりと抱えられている。ライトドライバーのような力がない分、足取りはふらついていたが、それでも銃口は確実にこちらを狙っていた。

「ヘッ……蚊かに刺された気分だぜ」

　めりこんだ壁から身体を起こし、Ｑ三郎はゆっくりとＫ次郎の元へ歩み寄る。しかし言葉とは裏腹に、足取りは今にも倒れそうなほどふらついていた。

「今のはエネルギーを最小に絞った状態だ。次はどうかな？」

「かちょー！」

　コッペが飛び出そうとするが、

「来るなっつってんだろ！　下がってろ！」

「だって、かちょー！」

「うるせぇ！　いいかコッペ、もうお前は戦わなくていいんだ！」

　痛む身体を引きずりながらＱ三郎はコッペをひっ摑み、強ごう引いんに後ろへ下がらせる。そしてコッペがなにか言う前に、背中で思いきり叫んだ。

「これからは俺が守ってやる！　だから子どもはおとなしく大人に守られてろ！　おまえは兵器なんかじゃない！　人間なんだから！　俺達と一緒に笑ってりゃいいんだ！」

　コッペにＱ三郎の言葉が伝わったのだろうか。どこからどう見ても小さなか弱い女の子は一つうなずくと、研究室のすみっこでＱ三郎の戦いを見守りはじめた。

「勝機を失ったなＱ三郎。あのまま戦わせていれば、勝てたかもしれないものを。それとも失ったのは正気の方か？」

「うるっせぇんだよ、メガネ……」

　軽く頭を振って、Ｑ三郎は割れた壁を乗り越えた。

「血ち迷まよったか！」

　Ｋ次郎は構わずデイライト・カノンを発射する。下へ手たをすると自分まで爆発に巻き込まれるので威い力りよくは調整してあるが、それでもＱ三郎一人殺すには充分な火力のはず。

　だがＱ三郎は両手を前に出し、光弾を真っ向から受け止めた。

　ジリジリと焼け付く腕をさらに前に出し、デイストーンから生まれたエネルギーをがっちりと抱きしめる。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

「なんだと!?」

　まるで光弾をドッジボールのように抱え込み、Ｑ三郎はそのままＫ次郎に向けて走った。何億ジュールもの熱量がＱ三郎の黒い装甲を溶かしてゆく。足跡が黒く濁にごり、溶けた鎧がコールタールのように床に広がっていく。

「ウオラアァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　立ちつくすＫ次郎の手前で大きく跳ちよう躍やくすると、Ｑ三郎は持っていた光弾を頭上から叩きつけた。Ｋ次郎の身体が床に沈み、次の瞬間、彼の身体を中心に大爆発が起こった。
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　全てが白く包まれる。

　キタダニ第二デイストーン研究所の前で戦っていた戦闘員や改造人間、そして街の人々も研究所の爆発に顔を背そむけた。降ってくる瓦が礫れきから身を守るために、ファルコン怪人やハゲワシ怪人などの翼が突風を起こし、飛来する瓦礫を吹き飛ばす。

「何が起こったんだ？」

　全てのロボットを叩き伏せ、ようやく正気に返った１号が頭上を見上げる。

　完全に廃はい墟きよとなった研究所の五階。Ｑ三郎の姿は見えない。

「うわぁぁ～っ！」

　と、思ったら上からボロボロになった３号が降ってきた。慌ててキャッチする１号。

「３号！　おまえ、なにやらかしたんだ!?」

「違います、ボクじゃなくて課長が！」

「課長が!?」

　抱きかかえられている３号も、上を見る。

　一体あの研究所でどんな戦いがあったのか、想像もつかなかった。

　そうして目をこらしてみてみると、瓦礫の頂上にたった一人、誰かが立っているのが見えた。







　デイライト・カノンの砲弾が破は裂れつした衝撃にＱ三郎とコッペは耐えた。離れていた上に人間兵器のコッペならば、機械の陰に隠れて余よ波はを殺すことなど脊せき髄ずい反はん射しやだけで可能な芸当だが、Ｑ三郎は根こん性じようで耐えなければならなかった。

　研究室は粉々に吹き飛び、瓦礫が周囲を押しつぶす。

　五階建てから四階建てになった研究所の、高く積まれた瓦礫の上にＱ三郎は立っていた。黒い鎧はドロドロに溶け、もはや白衣に黒いものがこびりついていると表現した方が正しかった。

「……ハァ…………ハァ……」

　大きく深呼吸してから、軽く呼びかける。

「助かったぜ、コッペ」

「えへ」

　Ｑ三郎に肩かた車ぐるましてもらっているコッペ。高く持ち上げたその両手の上に、直径二メートルほどの天てん井じようの欠片かけらが載っていた。欠片というにはサイズが大きすぎるが、コッペはまるで発泡スチロールの板のように軽々と担かついでいた。

　それをぽいっ、と下に投げ捨てる。なにやら地上から悲鳴があがったがＱ三郎は気にしないことにした。

　太陽は高く昇り、真っ青な空を照らしていた。

「かちょー」

　肩車の上から、いつもの声がした。

「なんだ？」

「こっぺのこと、まもってくれたの？」

「んー、まぁ最後はコッペにも助けられたけどな」

　苦笑して、上を見る。




　逆さかさまになったコッペが、笑っていた。

「ありがと、かちょー」

　目を細め、綺麗な歯を見せて、にんまりと笑うコッペ。

　胸に光は灯っていなかった。

　大爆笑でも微笑でもない、それは心から嬉しいことがあった時に見せる笑顔だった。感情よりも先に現れる、コッペの最もつとも透とう明めいな笑顔。

　その顔を見た途端、Ｑ三郎の身体から力が抜ける。

「なんだよ……」

　腹を抱えて笑いたい気分だった。

「最初っから、できるんじゃねーか……」

　自分が一番、コッペのことを兵器扱いしていたのかもしれない。

　彼女は自分の意志でこんなに嬉しそうな笑顔が作れる、普通の人間だったのだ。

　おかしくて――涙が出そうになった。




　笑いと涙を押し殺すと、Ｑ三郎はコッペを乗せたまま瓦礫の上を歩く。

「さて……」

　白はく衣いからタバコを取りだし、火をつける。これが最後の一本だ。箱をくしゃくしゃに握にぎり潰つぶして放り投げた先には、仰あお向むけに倒れているＫ次郎がいた。下か半はん身しんは瓦礫の下した敷じきになり、醜みにくい顔を隠す仮面もどこかへ飛ばされていた。

「おーい、生きてるか色男？」

　呼びかけてみると、指が軽く動いた。さらにＱ三郎が軽く蹴っ飛ばすと、ようやく目を覚ました。

「Ｑ……三郎……」

「最後に言っておきたい言葉はあるか？　ママに届けてやるぜ」

「私の……勝ちだ」

「んだと？」

　Ｑ三郎が聞き返すより早くＫ次郎は答えを示した。

　Ｋ次郎の背はい後ごの瓦礫がいきなり吹き飛んだのだ。

　顔を背けて衝撃と飛び散る破片をやりすごすと、爆ばく心しん地ちからデイライト・カノンが出現した。

「さぁ……全てを吹き飛ばせ、デイライト・カノン！　フルチャージだ！」

　音声入力で動くのだろうか。それともＫ次郎がどこか見えないところで操そう作さしているのだろうか。どちらにせよ、Ｋ次郎の命令一つでデイライト・カノンの先端部分の玉が大きく光り出した。

「フフフフフフ……地じ獄ごくで会おう、Ｑ三郎！」

　正義の科学者のはずが、Ｋ次郎が吐いた台詞せりふは悪役のそれだった。楽しげに叫ぶと、彼は気絶してしまう。

「やばい！」

　コッペを担かついだままデイライト・カノンに駆け寄るＱ三郎。まぶしさに顔をしかめながらも、コッペを下に降ろして命令する。

「コッペ！　この飾りを割れ！」

「ん！」

　コッペのチョップがデイライト・カノンの丸い玉を割った。するとそこから出てきたのは無ぶ骨こつな鉱石が、ほんのひとかけら。手のひらに載のるほど小さな石だった。

「これが、ぴかぴかいし？」

「ああ……これ、どうやって止めるんだ……？」

　いくら博士のＱ三郎でも、装置なしでデイストーンを操作したことはない。あれは熱や電気や磁力によって効果が違う。おそらくデイライト・カノン自体が制せい御ぎよ装そう置ちなのだろうが、Ｑ三郎はそれの扱あつかい方かたを知らない。

「くっそ！　誰か止め方知ってる奴いねぇのか!?」

　いらだたしげにデイライト・カノンを蹴り飛ばすＱ三郎。このままだと自分たちどころか地球が滅亡する可能性がある。

　実際、五年前の隕いん石せき落下によって生じた被害は、ほとんどがデイストーンの力によって引きおこされたものだ。あの悲劇を二度と繰り返さないために、世界中の人々が今まで研究を続けてきたのに。

「課長！」

　どこからか、そんな声が聞こえた。

　下か。いや、違う。

「課長―っ！」

　上だった。Ｑ三郎とコッペの上を影が通り過ぎていった。それはライトドライバーが乗るサタンのシルエット。サタンは瓦礫の山となった研究所に着地すると、スピンターンして停車する。一体どこからジャンプしてきたのだろう。

　そしてその助手席から２号が飛び出してきた。

「にごう！」

　駆け寄って２号に抱きつくコッペ。

「コッペちゃん、すまねぇ、心配かけただ」

「俺もだよこのアホ！」

　同じく駆け寄って、２号の頭をぶん殴るＱ三郎。２号は痛みに顔をしかめていたが、すぐに笑顔に戻った。

「おいどういうことだ？　状況を説明しやがれブラック・ブリッツ」

　運転席から降りてきた青年が周囲を見回している。Ｑ三郎も知っている。ライトドライバー車くるま崎ざきトオルだ。

　くわえタバコのまま、Ｑ三郎は顎あごでデイライト・カノンを指す。

「見ての通りだ。Ｋ次郎がうまい棒ぼうを暴走させやがった。このままだと地球滅亡の恐れがある」

「なんだって!?」

　大おお袈げ裟さに驚くトオルだったが、

「それはそうと、どうしてお前らブラック・ブリッツは『デイライト・カノン』のことを『うまい棒』って呼ぶんだ？」

「話せば長くなるからまた今度な。それよりも、お前アレを止められるか？」

　悪の組織に使われるのはしゃくなご様子だったが、状況が状況だ。トオルはすぐにデイライト・カノンに駆け寄り、停止操作を試みる。

「止まらない！　どうしてだ!?　この武器は俺にしか扱えないはずなのに……！」

「やっぱりか。Ｋ次郎の奴、マスター情報を書き換えやがったな」

「ど、どうするべ!?」

　焦る２号とトオル。Ｑ三郎は真剣な顔で考え込んでいる。コッペだけが周りについていけず、きょとんと目を瞬またたかせている。

「……宇宙に投げ捨てるしかねぇな」

　ぽつりとＱ三郎が呟つぶやいた。

「できるのか？」

　たずねるトオルに、

「俺一人じゃ無理だ。おまえライトドライバーなんだろ。協力しろ」

「それは構かまわないが……どうするんだ？」

　Ｑ三郎はまっすぐ上を指さした。太陽が燦さん々さんと輝いていた。

「方法なんて、一つっきゃねーだろ。上にぶん投げるんだよ。コッペの腕力ならもしかしたら……」

「バカかアンタは!?」

「じゃあ他にいい方法でもあるって言うのかよ！」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰まるトオル。

　すぐに反論しようとしたようだが、ふと、何かを思いついたようだ。

「……待てよ。行けるかもしれない」

「どうするんだ？」

　今度はＱ三郎がたずねる番だった。

「他のヒーローに頼む。俺たちだけじゃ無理だが、ヒーローが集まればなんとかなるかもしれない」

「って、おまえ、それは……」

「うるせぇな、地球の危機なんだろ!?　悪の組織は黙ってろ！」

　いらだたしげに叫ぶと、トオルはすぐに携帯電話を取り出して短たん縮しゆくダイヤルをプッシュする。Ｑ三郎もトオルの行動に口出しはしなかった。一瞬考えたトオルの表情が、苦く渋じゆうに満ちたものだったからだ。







　公園のベンチでジャムパンをもふもふと食べていた詞ことばワタルは、今日も平和なこの町を眺めてはのんびりと笑っていた。郵便局の制帽を指でクルクル回しながら、午後の配達の事を考えていると、不意に胸の携帯電話が鳴った。

「誰だろう……」

　携帯電話のディスプレイに珍しい名前が表示されているのを見て、喜んで電話に出た。

「はい、もしもし！」

『ワタルか。俺だ、トオルだ』

「トオルさん!?　お久しぶりですね！」

『去年のヒーロー会議以来だな』

「はい！　でも、どうしたんですか、急に？」

『さっそくだが、届けて欲しいものがある』

「えっ、そりゃあトオルさんの頼みでしたら、どんなものでも配達しますけど……」

　そうしてワタルはトオルの話を聞いた。

　普段は呑のん気きな郵便配達員のトオルだったが、徐々にその顔が真しん剣けんになってくる。

「……確かに、それは地球の危機ですね」

『頼む。お前しかいないんだ』

「けど、いいんですか？　あなたの町に、ボクが行ったら、ヒーロー協定に反するのでは……それに、メンツだってあるでしょう？　他のヒーローになに言われるか――」

『だから地球の危機なんだよ！　四しの五ごの言ってられねーんだ！　罰ばつだったら俺が甘んじて受ける！　おまえはただ、郵便局員として届けてくれりゃいいんだよ！』

「……わかりました。トオルさんのメッセージ、確かにお預かりします」

　携帯電話を切ったワタルは、制帽を深く被り直す。

　ベンチから立ち上がり、大きく深しん呼こ吸きゆう。そして右手の手のひらを垂すい直ちよくに立て、左手の親指を下に、他の四本の指を上にして右手に合わせる。ちょうどアルファベットの「Ｐ」の形だ。

　そしてワタルは心のポストに入れられたメッセージを想い、強く念じる。

「返信リプライッ！」

　赤い風がワタルの周囲に集まり、一瞬にして弾はじけた。その時にはもう、郵便局員・詞ワタルは赤い戦闘用タイツを着た正義の味方――郵便戦士Ｐへと変へん貌ぼうしていた。

「待っててください、トオルさん！」

　赤いマントを広げ、郵便戦士Ｐは空を飛ぶ。目指すはトオルのいる街。トオルの、いや、地球人から託されたメッセージを届けるために。







　携帯電話を閉じたトオルは、清すが々すがしい顔をしていた。

「悪いな、なんか」

　軽く謝るＱ三郎に、トオルは苦笑で返す。

「こっちはいつでも準備ＯＫだ。早く片づけようぜ――変身イグニツシヨンッ！」

　一瞬で変身したライトドライバーが、デイライト・カノンからデイストーンを取とり外はずす。すでに石から輝きは消えている。光が内部に収束しているのだ。もうすぐエネルギーがあふれ出しそうだ。

　そんなデイストーンをボールでも投げるようにコッペに手渡した。

「トァッ！」

　瓦礫の山を蹴り、空高く跳ぶライトドライバー。

　デイストーンがライトドライバーを維い持じするために使う全パワーを跳躍力に変えたそのジャンプは、四百メートル近い高さを出した。

「よーしコッペ！　ぶん投げろ！」

「はーい！」

　デイストーンを持った腕をぐるぐる振り回して、コッペはＱ三郎が教えた通りに真上にそれを放り投げた。

　音速を軽く超える速さで太陽に近づいていくデイストーンの欠片かけら。

　Ｑ三郎たちは手をかざしてその行方ゆくえを見守った。







　高度約四百メートルの高さを飛んでいたライトドライバーは、下から投げられたデイストーンの欠片を確認すると、手を下に伸ばしてそれをキャッチ。すぐにコッペのように腕をグルグル回して真上に再び投げつける。

「行くぜ、ワタル！　ヒーロー協定第一条、『ヒーローは常に弱き者の味方でなければならない！』俺達の手で守ろうぜ！」

　すると上から元気のいい返事が聞こえてきた。

「任せてください！」

　高度千メートルの高さを浮ふ遊ゆうしていた赤い戦士がデイストーンを受け取り、さらに上に放り投げる。

「ヒーロー協定第二条――『ヒーローは互いの正義を尊そん重ちようしなければならない』。僕がトオルさんの正義を尊重すれば、違い反はんにはなりません！　後は頼みました！」

　郵便戦士Ｐが投げた先で待っていたのは、ホウキに乗った魔女の女の子。

「あとはアタシに任せて！　ヒーロー協定第三条、『ヒーローは一般人に正体を知られてはならない』！　地球が壊こわれちゃったら、正体も何もないもんね！　魔法の木ぼく刀とうで、デイストーンさんをひとっ飛び～♪」

　投げてもいないのに高度をあげたデイストーンの欠片は、それから翼つばさの生はえた男の子の手に渡り、あぐらをかいたまま浮遊している修行者のような人の手に渡り、四人乗りのロボットの手に渡った時点で成層圏せいそうけんを越えた。

「こちらステーション。ヒーロー協定第四条。『ヒーローは子ども達の模も範はんでなければならない』。誰もいない宇宙でも、カッコ悪いところは見せられません。デイストーン、キャプチャーします」

　最後にロボットから宇宙ステーションに投げられたデイストーンの欠片は、近くの宙域を飛んでいたスペースシャトルから出た巨大な腕に摑まれ、太陽の方角へと投げ捨てられた。

　その時、デイストーンが臨りん界かい点てんを越えた。







　太陽の横で、もう一つの太陽が輝いていた。

　太陽よりも大きなその光は全宇宙を明るく輝かせていた。

「おー、でっけぇな」

　瓦礫の山に座り込みながら、花火でも見るような口く調ちようのＱ三郎。

　つい数分前まで棺かん桶おけに片足を突っ込んでいた地球が救われたのはいいが、それで別に地球が良くなるわけではない。まだまだ世界にデイストーンはあるし、それによって引きおこされる被害も少なくないだろう。

「きれー……」

　Ｑ三郎の横でコッペが嬉しそうに空を眺めていた。

　とりあえず、コッペを狙ねらう輩やからはこれでいなくなるだろう。近くでのびているＫ次郎にはＤＤ研究所か司法機関の裁さばきを受けてもらう。それによってＢＢ団の秘密が漏もれる恐れもあるだろうが、仕方ない。

「そして、ヒーロー協定第五条……『ヒーローは最後まで諦あきらめてはならない』。まったく、悪の組織に教えられるとは。もう危険物はないよな？」

　空からライトドライバーが降ってきて、綺麗に着地した。あの高度から落下すれば、穴の一つも開きそうなのに。これもデイストーンの力か。

「大丈夫だ。ほれ」

　と、Ｑ三郎はライトドライバーにＫ次郎が使っていた白い腕輪を投げる。腕輪のデイストーンは完全に機能停止しているので、無害だった。

「ＯＫ。こいつは研究所の方で預からせてもらう」

「すまねぇな。お前さんのおかげで助かったよ。さすがは正義のヒーローだ」

　突然Ｑ三郎はライトドライバーに頭を下げた。

　彼に感謝するというのは、噓うそ偽いつわりのない本心だ。ブラック・ブリッツの力だけではどうにもならなかっただろう。

「いや、俺は手伝っただけだ。アンタがＫ次郎の野望に気づかなければ、俺たちも気づかなかったし。だが、結局あの博士はどっちの味方だったんだ？」

「どっちも味方してたんじゃねーのか。アイツはただ兵器が作りたいだけだったから、双方に不ふ利り益えきになるような真似はしなかったんだよ。だから今までバレなかった。俺達だって、こいつがさらわれなけりゃ気づかなかっただろうしな」

　Ｑ三郎が親指で指すコッペは、いまだに宇宙で起きたデイストーンの爆発に見入っていた。全ては彼女の周りで起きた事件だ。コッペは何一つ悪くはないのだが、生まれた時から陰いん謀ぼうの渦か中ちゆうにあったのだ。仕方がない。

「ガキ一人に大人達が大騒ぎしてただけなんだよな、結局」

　苦笑するＱ三郎につられてライトドライバーも笑った。

「さーて、これからどうするブラック・ブリッツ。ついでに研究所からデイストーンを盗み出して、俺と勝負するか」

「いや、コッペだけで充分だ。世話になったな」

「そっか」

　ライトドライバーはＱ三郎に軽く手を挙げると、コッペを守るように立っていた２号にも手を振る。

「ホントは引き留めたいんだが……何度もしがみつくのは、カッコ悪いな。次に会うのは戦場かもしれないけど、元気でな、２号」

「んだ。お達たつ者しやで」

　２号はきっちり丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、コッペとＱ三郎を両りよう脇わきに抱かかえ込こむ。

　下ではＢＢ団も撤てつ収しゆう作さ業ぎように入っていた。空に太陽が二つ生まれた今、改造人間が脅おどすまでもなく、人々は空に見入っている。デイストーンが宇宙で弾はじけた時は、ＢＢ団員も町の人も揃ってガッツポーズをとったのだ。

　やがてその光も薄れ始める。花火のような儚はかなさをともなって、デイストーンの光は宇宙に吸い込まれていった。

「ほんじゃいくべ！」

　２号が瓦礫を蹴った。地上四階の高さから、黒い集団の中に飛び込んでいく三人。

　コッペが楽しそうな悲ひ鳴めいをあげていた。
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　たまたま現場に新聞記者でもいたのだろう。ＤデイＤドライブ研究所とＢビーＢビー団だんを股またにかけてスパイをしていた男が逮たい捕ほされたというセンセーショナルな事件は、しばらくお茶の間の話題をかっさらっていたが、一週間も経たたないうちに忘れ去られた。

　むしろ衝しよう撃げきは大衆よりもＢＢ団や他のヒーローたちの方が強く、自分たちの所にもスパイがいないかどうか確認していたため、ＢＢ団による物ぶつ騒そうな事件はわずかな時間だが、なりを潜ひそめていた。

『して、結果がこれか』

　ＢＢ団本部の最も奥にある、首しゆ領りようの間。黒い絨じゆう毯たんに赤いカーテンという毒々しい雰ふん囲い気きの部屋。そのさらに一番奥にある豪ごう奢しやな椅い子すに座すわっている首領は、諜ちよう報ほう課かからの報告を機械の仮面で見つめている。

「結果としましては、本部内に裏切り者はおりません。また行動学的にＫケイ次じ郎ろうの過去を振り返ってみましたところ、彼のしたことも『裏切り』ではない、かと……」

『つまり、自分の野望を果たすためだけに行動した結果、ということか。最初から私に忠誠を誓ちかっていなかったのだな。裏切る相手がいなければ、裏切りにはならない、と』

「はい」

『もうよい。下がれ』

「は……」

　諜報課の団員は恭うやうやしく頭を下げると、書類を持って逃げるように退室していった。

　広い部屋の隅すみっこで、一人座っている首領。

　その椅子の陰からＰピー子こがちょこんと姿を見せた。

　今のやりとりを見て、あぐらをかいてずっと考え込んでいる。

「どうしたもんでしょねー……」

　正義の味方にも当てはまることだが、どうもある程度の力を持つと、人間はそれを主張したくてたまらなくなるらしい。その最さいたるものが正義の味方であり改造人間なのだ。改造人間達はデイストーンを集めるという大たい義ぎのもと、作戦ごとにきっちり役割を分担しているからいがみ合うことは少ない。むしろ仲間意識の方が強い。それに力の誇こ示じだったら、作戦中にいくらでもできる。

　逆に正義の味方は、所属する団体がたくさんあるために対立も多い。ヒーロー協定だかなんだか知らないが、縄なわ張ばり意い識しきが強くなるのだ。世界に悪の組織は一つだが、正義の味方は数多あまたいるのだ。

　だから今後裏切り者が現れるとすれば、それは正義の味方の方ではないか、とＰ子は考える。あれだけ我がが強い集団だ。きっと誰かが暴走すると踏ふんでいる。

　でなければヒーロー協定など結ぶ必要がない。

「しかしＫ次郎博士の暴走のおかげで、皆が気をつけるようになっちゃった……」

　結局は、ふりだしに戻っただけだ。

　少なくとも表面上は。

「うーん」

　思考をまとめようとしたが、疲つかれているせいかうまくまとまらない。

「ニャ―――ッ！」

　頭をわしわしとかきむしるＰ子。考えをまとめるよりも、モヤモヤをかき出すための行為だ。そしてモヤモヤをどこかへ追っ払ったＰ子は、すっくと立ち上がり、

「首領。ちょっくら行ってきますね」

　勝手に歩き出してしまう。首領の返事はない。彼女がこの場所で自由に行動することをまるで気にしていない。

　首領とＰ子、一体どちらの立場が上なのだろうか――。

　Ｐ子はまず購こう買ばい部ぶに寄ることにする。

　それから生活課に行って、バカ共の顔を見るのだ。




　　　[image: ]




「あっらぁ……？」

　ところが生活課には誰もいなかった。

　相変わらず汚いオフィスの中で、コッペだけがちょこんと座っている。

「あっ、ぴーこ！」

　コッペはＰ子を見つけると嬉しそうにトテトテと歩いてきた。先さきの事件以来、コッペは本当に楽しそうな表情を見せるようになった。そのわりに胸の光は前よりもおさまっている。小さく確認できるくらいは光っているのだが、激しい感情を表してもサイレン状態にはならなくなった。

　自分で感情を抑よく制せいできるようになったからだろうか、とＰ子とＱ三郎は推すい測そくしているが。

「コッペちゃん、Ｑ三郎さんたちは？」

「おかいものだって」

「お買い物？」

　資材の調達だろうか。しかし生活課に必要な物資は全すべて足たりているはず。足りなくても、注文して届けてもらえばいい話だ。わざわざＱ三郎たちが自ら買い物に行く必要はない。

　しかもＰ子は外出許可を出した覚おぼえはない。もちろん許可を出せるのはＰ子だけではないのだが、ちょっとした用事で外に出たがる時は、必ずＰ子に許可を貰もらいに来るのだ。そちらのほうが手っ取り早いから。

「どこに行ったか聞いてる？」

「ううん」

　大おお袈げ裟さに首を振るコッペ。

　見れば、ずっと一人で待っていたように見える。守ると言っておきながら、彼女をほったらかしにしてどこへ行ったのだろうか、彼らは。

　コッペは椅子に座って脚をぶらぶらさせている。退たい屈くつなのだろう。

　だから軽い気持ちで話しかけてみた。

「ねぇねぇコッペちゃん。私と一緒にお出かけしません？」

　するとコッペは目をキラキラ輝かせながら、

「いく！」

　大きくうなずくコッペに、自然とＰ子の表情も柔やわらかくなる。

　やはり子どもの笑顔というものは見ていて気持ちのいいものだ。







「あれっ？」

　トイレから無人のオフィスに戻ってきた３号。

　机の上の置き手紙を見て、困った表情を浮かべる。

「Ｐ子さん、来てたんですか……コッペちゃんと一緒にお出かけするって……まいったなぁ。入れ違いになっちゃったんですか……」

　３号は置き手紙のすぐ隣となりに置かれていたバインダーから、一通の封ふう筒とうを取り出した。

「きっと来るだろうから、招しよう待たい状じよう渡そうと思ったのに……やっぱりついてない」




　　　[image: ]




　どこか行きたいところがあるかリクエストを聞いたところ、ＢＢ団基地の真ま上うえにある街のショッピングモールに行きたいそうだ。たしかこの前買い物に行ったばかりの場所。

　断ことわる理由は何もなかったので、Ｐ子は私服に着替えてコッペを連れ出した。

　Ｐ子にとっても休きゆう暇かのようなものなので、今日はいつものジャージではなく、パーカーにジーンズといった、少しだけおしゃれな恰かつ好こうだ。三つ編みの髪の毛も解とかれ、ほんの少しだけど化け粧しようも変えている。

「ぴーこ、なんかきれー」

「そ、そっかな？　服を褒ほめられたのなんて初めてだけど……じゃあ、コッペちゃんにもお洋服買ってあげようか！」

「わーい！」

　コッペとＰ子はショッピングモールの中を練ねり歩あるき、持ちきれないくらい服を買った。すべてＰ子の見立てで買ったものだ。よく考えてみれば生活課の男所帯で女の子の服をコーディネートできるわけがない。

　両手に紙袋を抱えたまま、そろそろ基地に帰ろうかと提案すると、

「あいす、たべたい！」

　と、Ｐ子の手をひっぱり始めるコッペ。抑おさえられていてもはっきりわかるくらい胸が黄色く光っていた。なんでもＴＶや雑誌に出るほど美お味いしいアイス屋がこのショッピングモールにはあるらしい。少し興味を示してＰ子が快かい諾だくすると、なにやらアイス屋の前に人だかりが出来ている様子。

「あら、どうしたのかしら……」

　Ｐ子が人だかりの奥をのぞき込んでみる。

　そこには奇妙な一団がいた。

　おそらくこのショッピングモールで買ったのであろう、様々な袋や箱を山積みにして持っている男が三人。その中心にいる白はく衣いの男。脇わきの二人は山積みの箱で顔がわからないが、真ん中にいる目つきの悪い仏ぶつ頂ちよう面づらは、どう見てもＱキユー三ざぶ郎ろうだった。

　確かに目立つ。

　その時、アイス屋の店員がおずおずと呼びかける。

「お待たせ致しました……パーティセット三つをご注ちゆう文もんのお客様……」

「あー、はいはい」

　Ｑ三郎が立ち上がり、大きな袋に入った山積みのアイスを受け取り、代金を支払う。あれだけ大量のアイス、誰が食べるというのだろう。

「あ、ありがとうございました……」

　三人が店を出ようとすると、人ひと混ごみが割れる。まるでＶＩＰビツプにつき従う従者のようだ。

　そんなゴツイ三人組は、人込みの終端にいたＰ子とコッペと真っ正面から遭そう遇ぐうした。

「うわぁっ！　Ｐ子！」

　飛とび退のく三人。荷物がバラバラと崩れて三人の上に降り注ぐ。

　地面にへたり込んだまま、まるでＰ子を化ばけ物もののように見やる三人は、やはり生活課のバカどもだった。

「……なにやってんですか」

「いや、待て、今のは見なかったことに」

「できるわけないでしょっ！　コッペちゃんをほったらかしにして、三人だけで買い物なんかして！」

「違う、これにはワケがあるんだ！」

「言いい訳わけは査さ問もん室しつで聞きます。さー帰りますよ。キリキリ歩きなさい！」

「違うんだって！　おまえ３号から聞いてないのかよ？」

「３号さん？」

　そういえば彼の姿だけ見ない。

「かちょー、なにしてるの？」

「うるせぇ！　コッペはおとなしくオフィスで待ってろ！」

「あいす、いっぱい！　たべたいー！」

「これは後でな！」

　アイスの袋をコッペの手の届かない場所へと退けるＱ三郎。

「……で、なにをやろうって言うんですか？」

　全ての核心をつくＰ子の質問に、Ｑ三郎も１号も２号も押おし黙だまってしまう。

　しかしこれだけ大量の品物を見ればおおかた想像がつく。アイスの他は、全てパーティグッズなのだから。

　でもＰ子は自分の口からは言わない。あくまでＱ三郎に言わせようと詰きつ問もんする。

「さあ、白状しなさい！　さもないと首領にチクりますよ！」

「わーったよ！　言うよ！」

　観念するＱ三郎に、Ｐ子はクスクスと笑い始める。

「コッペの歓迎パーティやるんだよ！　あとついでに３号の！」

「はい、よくできました」

　意い地じ悪わるな微笑ほほえみを浮かべるＰ子に、Ｑ三郎は顔を真っ赤にして抗こう議ぎする。

「それくらい勘かん弁べんしてくれよ！」

「だーめーです！　許可なしで基地の外に出た罪は重いんですからね！」

「頼む！　このとーりだ！」

　両手を合わせてお願いするＱ三郎。

　それに倣ならって１号と２号も手を合わせる。

「頼むッス！　コッペちゃんにも想い出を作ってやりたいんス！」

「おねげーしますだ！」

　Ｐ子はじっくりと間を置くと、わざとらしく溜ため息いきをつき、

「しょうがない――許したげます」

「本当か？」

「招待状と引き替えに。えへへ」

　にっこり笑うＰ子。

　完全にしてやられた生活課の面々を見て、コッペが感かん嘆たんの声を出す。

「ぴーこ、なんだかすごい！」

「フフ、コッペちゃんにも男を手て玉だまに取る方法を教えてあげましょう」

「その前におまえが女を磨みがけよ！　今のはただの脅きよう迫はくだろーが！」

　罵ば声せいを浴あびせる生活課の男達を無視して、Ｐ子はパーティセットを抱かかえながら、コッペの手を引いた。

「さ、それじゃ帰りましょっか。３号さんも待ってるでしょうし。基地に着いたらアイスが待ってるわよ」

「うん！」

　コッペもＰ子の手を握にぎりかえし、

「かちょーも！」

　と、反対側の手を差し出した。

　Ｑ三郎は白はく髪はつをかきながらしばらく迷っていたが、

「おう」

　ぶっきらぼうにコッペの手を握り、ゆっくりと歩き出した。

　Ｑ三郎とコッペとＰ子、三人並んでショッピングモールを歩く姿は、ほんの少しだけだが――仲のいい親子のように見えた。

「課長！　Ｐ子！　オラ達を置いていかねぇでけろ！」

「待ってくださいッス！」

　１号と２号が荷物を拾って追いかけてくる。Ｑ三郎とＰ子の片手がふさがったので、その分の荷物も持たなくてはならなくなり、必死の形ぎよう相そうだった。

「はやく、あいすー！」

　そんな奇妙な家族に囲まれながら、コッペは二人の手を引っぱるようにして、とびきりの笑顔で基地への帰り道を歩くのだった。
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